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小学校と幼稚園の歩み
1927 年 4 月 和田幽玄先生、関東中学校を創立する。

1950 年 4 月 聖徳幼稚園を設置する。

1951 年 4 月 学校法人聖徳学園に組織変更する。

関東小学校を設置する。

和田玄之初代校長就任

1968 年 10 月 昭和 44 年度から小学校において“英才教育”を導入することを決定。そ
のために、独自の教育課程を作成するため、伏見猛弥先生（英才教育研
究所所長）を座長とするカリキュラム委員会を発足させ、準備を進める。

1969 年 4 月 小学校に“英才教育”を導入。校名を、聖徳学園小学校に改め、教育
課程を一新し、知能教育を基本にした英才教育を始める。その独特な
学習内容と学習形態は、教育界やマスコミからも注目され、NHK をは
じめ新聞や雑誌等でも紹介され、全国から注目されるようになる。

1972 年 4 月 発達段階に応じた指導を徹底する為に、知能訓練・国語・数学に
おいて能力別クラス編成を実施する。

1974 年 4 月 和田知雄校長就任

1976 年 1 月 聖徳学園英才教室を開設し、幼児のための知能教育を始める。

4 月 小学校・中学校の一貫教育を始める。小学校・中学校の教育課程
を一本化して、義務教育 9 ヶ年間の教育内容を充実させる。

1979 年 4 月 新一学年 2 クラス編成となる。

1987 年 4 月 幼稚園に知能あそびを導入する。

小学校で英語の授業を始める。

1988 年 4 月 幼稚園で、放課後預かり保育（延長保育〜 17：00）を実施する。

1991 年 4 月 幼稚園の保育を「自由あそび」、「カリキュラムあそび（知能あそび・
体育あそび、造形あそび、リトミックあそび）」を中心にする。

1992 年 4 月 園田達彦校長・園長就任

幼稚園と小学校の教育内容の一本化を図り、幼・小一貫教育体制
を整える。

聖徳学園中学校・聖徳学園高等学校が一貫教育体制を整える。

1995 年 すくすく王将杯全国大会で優勝する。
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1998 年 11 月 全国小・中学校作文コンクールにおいて、「文部大臣奨励賞」を受
賞する。

1999 年 4 月 長尾央学園長・理事長就任

発想コンテストにおいて「文部大臣奨励賞」を受賞する。

11 月 「聖徳式知能検査法」を完成させる。

2002 年 4 月 完全学校 5 日制」を実施する。

8 月 全国陸上大会 400m リレー東京都代表として出場する。

2003 年 8 月 算数オリンピックにおいて「金メダル」・「銀メダル」を受賞する。

2006 年 8 月 第一回「アメリカ国際交流の旅」を実施する。

2007 年 3 月 全日本学生児童生徒発明くふう展において「内閣総理大臣賞」を受賞する。

7 月 幼稚園で、第一回自然体験教室を実施する。（年長児　1 泊 2 日　清里高原）

11 月 全国小中学生作文コンクールにおいて「文部科学大臣賞」を受賞する。

2008 年 4 月 郡司英幸校長・園長就任

お誓い三か条碑除幕式を行う。

2010 年 4 月 加賀光悦校長・園長就任

2011 年 8 月 オーストラリア国際交流の旅を実施する。

11 月 全国小中学生作文コンクールにおいて「文部科学大臣賞」を受賞する。

2013 年 4 月 文部科学大臣より、7 度目の「創意工夫育成功労学校賞」を受賞する。

2014 年 11 月 東京都児童生徒発明くふう展において、27 度目の「学校賞」を受賞する。

2015 年 4 月 和田知之校長・園長就任。

11 月 聖徳祭外部会場での開催を始める。

12 月 東京都児童生徒発明くふう展において、28 度目の「学校賞」を受賞する。

2016 年 3 月 全日本学生児童発明くふう展において、「恩賜記念賞」「豊田佐吉
賞」受賞。

4 月 TKC アフタースクール・課外教室（レゴスクール・英語教室）を
開校する。

9 月 7 つの習慣に基づく「リーダーインミー」の授業を開始する。

12 月 東京都児童生徒発明くふう展において、29 度目の「学校賞」を受賞する。

2017 年 12 月 東京都児童生徒発明くふう展において、30 度目の「学校賞」を受賞する。

2018 年 4 月 文化科学大臣から平成 30 年度「創意工夫育成功労学校賞」（8 度目）
絵画教室を開校

5 月 給食センターによる弁当の提供を始める。
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聖  徳  の  教  育
 

─知能を伸ばし、創造性豊かな人間性を育てる教育─

聖 徳 幼 稚 園 長
聖徳学園小学校長　和　田　知　之　

　聖徳学園は創立以来 90 余年にわたり、
聖徳太子の教えを建学の精神として、幼
稚園から高等学校までの教育活動を行っ
ております。
　ここ十数年来、我が国では文部科学省
を中心にして教育改革が進められてきま
したが、私たちの聖徳では 1969 年（昭和

44 年）から 21 世紀の社会の変化を展望して、まず小学校において教育改革に
取り組み、知能教育を基本にした英才教育を行ってまいりました。それは潜在
的な可能性を秘めている子ども達、興味関心の強い子ども達を英才児に育てて
いくことを目指してきたということです。また、知能の抜きんでている英才児
たちを、周囲に合わせてとどまらせるのではなく、さらに伸ばしていくという
こと自体が、聖徳の目指した歩みそのものなのです。

◦　聖徳の教育の基本的な考え方
　「現在の子どもたちが社会に出て活躍する 21 世紀は科学技術の進歩は著し
く、恐らくコンピュータ時代を迎えるようになる。そうなるとこれまでのよう
に、知識を理解させてそれを記憶するような、記憶力中心の学校教育では、21
世紀の社会では通用しなくなる。むしろ個性的で創造的知能に優れた人間が
必要になってくる。」（英才教育の主唱者：伏見猛弥先生）という考え方に基づ
き、科学技術の発展に伴う社会の変化に対応できるような、個性的で創造性豊
かな人間を育てることに重点をおくことにしたのです。
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　私たちが教育改革を進めてから 50 年を経過する今日、社会は予測した方向
へ変化してきました。21 世紀になり、科学技術は今後ますます進歩して、私
たちは家庭でもロボットと共生するようになるだろうと予測されています。そ
のようになってくると私たち人間にとっては、これまで以上に「個性」と「創
造性」に富む資質や能力が求められる社会になってくるでしょう。

◦　幼稚園と小学校の連携
　小学校に続き、昭和 62 年には幼稚園でも教育改革を進め、聖徳学園の初等
教育である幼稚園と小学校の連携を深め、幼稚園から小学校までの教育課程を
一本化して、個性の伸長と知能教育を基本にした一貫教育を推進することにし
ました。私たちの長年の実践から、知能教育は幼児期から始めた方が効果が上
がることがはっきりしてきたからです。
　そこで、私たちは幼稚園から小学校までの一貫した教育課程を編成して、基
礎基本は押さえた上で、自由で伸び伸びとした環境の中で子どもと教師の触れ
合いを大切にしながら、
　①　一人ひとりの子どもの個性を育てる
　②　知能を伸ばし、創造性豊かな人間性を育てる
　③　正しい心、優しい心、たくましい心を育てる
　この３つの教育目標を達成するために、「教える教育から育てる教育」へ質
的な転換を図り、知識よりも考える力を育てることに重点をおき、
　＊主体的に学ぶ態度、つまり意欲と集中力の育成
　＊個性を伸ばし、創造的知能の開発と育成
に力を入れて教育活動を行っております。
　こうした日々の教育活動が徐々に実を結び、これまで文部科学大臣から「創
意工夫育成功労学校賞」を 8 回、また昨年は「東京都児童生徒発明くふう展」
において 30 回目の学校賞を受賞する等、成果を上げてまいりました。

◦　個性・創造性豊かな子どもたち
　よく学園参観者の皆様方から、
　「聖徳の子どもたちは、大変活発で伸び伸びとしていますね」とか、「子ども
たちの絵画や工作等の作品には、個性的でユニークなものが多いですね」と、
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いったような評価をいただきますが、これが聖徳の教育であり子どもたちの姿
なのです。つまり、本学園が目指す英才教育は、一人ひとりの個性を生かし、
基礎基本はしっかりと押さえた上で自由で伸び伸びとした環境の中で、豊かな
個性を育て知能と学力を高め、子どもの可能性を育てる教育なのです。
　私たちのこうした実践成果を、卒業生が大学進学実績や社会での活躍で実証
してくれるようになってきたことを大きな支えとして、これからも理想に向
かって勇気と信念を持って聖徳の教育を推進していきたいと思います。
　21 世紀が、子どもたちにとって大きな夢と希望をもてる社会になることを
信じて。
　本誌が、聖徳学園の小学校と幼稚園の教育をご理解いただくための資料とな
れば幸いです。





小 学 校 編





13

Ⅰ  聖徳学園小学校の教育

　     教育の基本

○ 教育目標
　 1　一人ひとりの個性を育てる
　 2　知能を伸ばし、創造性豊かな人間性を育てる
　 3　正しい心、優しい心、たくましい心を育てる

○ 教育信条〜お誓い三か条〜
　一、 われわれは　未来をひらく戦士となり　新しい世界を　開拓します
　一、われわれは　恥と涙をわきまえて　光明正大に　行動します
　一、われわれは　祖国の伝統を重んじ　祖国と人類のために　つくし
　　　ます
　＊「お誓い三か条」の解説は、231 ページをご覧ください。

　     教育の特色 
　　聖徳の特色を 4 つ挙げると次の通りです。
　（1）　知能教育　〜特に創造的知能の開発と育成〜
　　○ねらい［知能教育の詳細は、21 ページをご覧ください］
　　　①　知識や情報、技能を習得する力を育てる
　　　② 　習得した知識や情報、技能を新しい場面（学習や生活面等）に活用

する能力を育てる
　　　③　洞察力や判断力を育てる
　　　　 　つまり知能教育は、知識や情報を習得する“器”を大きくし、自分

の頭で考え、正しく判断して行動する能力を育てることがねらいです。
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　　○内容と方法
　　　①　知能訓練

 　ギルフォードの知能因子構造に基づき、90 の知能因子を 1 年生から
4 年生まで 1 週間に 1 因子ずつ刺激します。

　　　②　ゲーム
　将棋やオセロ・トランプ等のゲームは、知能開発にはとても効果
的です。ですから、知能教育の一環として 1、2 年生に対して実施し
ています。

　　　③　工作
　手先の訓練は、大脳の発達を促進させるのにとても効果があり、
知能教育の一環として、1、2 年生に対して実施しています。

　　　④　教科による知能開発
　聖徳の教科学習の特色は、各教科の学力を伸ばすと共に知能開発
にも重点をおいていることです。そのために、基本的な知識を知能
のいろいろな角度から考えさせるようにしています。

　（2）　一人ひとりの個性と能力に応じた指導
　　 　一人ひとりの個性と能力に応じた指導を徹底するために、次のような指

導システムを取り入れています。
　　①　少人数クラス編成

　ホームルーム（生活集団）クラスは約 30 名とし、英語の学習では 15
名程度で編成しています。

　　②　教科担任制
　1 年生から全教科において、教科担任制を実施しています。中学校と
同様、国語は国語の先生、数学は数学の先生が教えます。その趣旨は、
第一に、一人の先生がたくさんの教科を教えるのではなく、教科専門
の先生が教える方が学習効果の高い授業を行えるからです。
　第二に、教育は教師と児童の触れ合いを通して営まれるので、多く
の教師との出会いが子どもの成長にプラスになると考えるからです。

　　③　複数担任制
　子どもの個性や能力・発達段階というのは、一人ひとり異なります。
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Ⅰ　聖徳学園小学校の教育

ですから、30 人の子どもがいたら 30 通りの指導法を必要とします。そこで、
個人差が顕著な低学年の知能訓練や数学などの授業では、2 人担任制にし
て、一人ひとりの個性と学習進度に応じた指導を行っています。

　　④　教科による能力（習熟度）別指導
　知能訓練・数学・国語・英語のように個人差が顕著な教科において
は、高学年ではその状況に応じて「教科による習熟度別クラス編成」
を実施して授業を行います。

　　⑤　独自のカリキュラムと教材を編成

　英才児（高知能児）は、文部科学省の『学習指導要領』の学年配当
の内容だけでは満足しません。そこで、英才児の能力や発達段階に応
じた独自のカリキュラムと教材を作成して学習指導を行っております。

　　⑥　能力の限界へ挑戦させる
　聖徳では、一人ひとりの能力を十分伸ばすことを大切にしています。
そのために、一人ひとりの能力の限界を求めて教材を構成するように
します。特に英才児の場合は、その能力のぎりぎりの課題を与えない
と、注意の集中が完全に行われないし、またそうした限界への挑戦を
やらなければ能力は飛躍しないのです。そこで聖徳では、特にこの点
に留意してカリキュラムや教材を作成して学習指導を行います。

　　⑦　画一的な宿題はありません
　個性の伸長と創造的知能の育成に重点をおくために、クラス全員に
同じ課題を与えるような画一的な宿題は出しません。家庭は家庭教育
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の場であると共に、自分の好きな学習に熱中して、主体的な学習意欲
を育み、個性・創造性を伸ばすためです。

　　⑧　自由研究
　自分で課題を見つけ、それを解決したり、創造する学習に力を入れ
ています。これは主に家庭学習になりますが、夏休み明けの「自由研
究展」には、毎年ほとんどの子どもが出品してくれます。どの作品に
もその子の個性がとても良く現れています。
　この中から「児童生徒発明くふう展」にも出品しますが、毎年のよ
うに東京都教育委員会から「学校賞」を受賞するなど、高い評価を戴
いています。

　　⑨　選択制の特別研究（5、6 年生）
　一人ひとりの子どもの興味・関心を大切にし、一つのことにじっく
り取り組ませ、広く探究させる過程で、個性や創造性を伸ばすことを
狙っています。したがって、教科や学年の枠にとらわれないで総合的
な学習を目指し、基本的には各自が決めたテーマに基づき、主体的に
研究を進めていきます。

　　⑩　クラブ・委員会活動（4、5、6 年生）
　心身の調和のとれた発達と個性・創造性の育成を図るとともに、聖
徳の一員としての自覚を深め、協力してよりよい生活を築こうとする
自主的、実践的な態度を育てるために、学年の枠を取り去り次の中か
ら選択して活動します。また、委員会活動では奉仕活動としても効果
を発揮しています。
［クラブ］  サッカー・野球・バスケット・バドミントン・器楽・ゲー

ム・工作・鉄道研究・パソコン
［委員会］  児童会・気象観測・生活・保健・放送・体育・図書・飼

育・園芸
　　⑪　学校行事

　集団生活を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長と創造性の
育成を図るとともに、聖徳の一員としての自覚を深め、協力してよりよ
い生活を築こうとする自主的・実践的な態度を育てるために、次の学校
行事を行っています。
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Ⅰ　聖徳学園小学校の教育

　 運動会・聖徳祭・マラソン大会・林間学校（3、5、6 年生）・イング
リッシュキャンプ（4 年生）・スキー学校（3 〜 5 年生）・修学旅行（6
年生）・ゲーム大会（将棋・オセロ・五目並べ・百人一首）

　　⑫　校外コンクール等への参加
　校内だけではなく、校外の各種コンクール等へも積極的に参加（出
品）し、子どもたちが自分の力を発揮する場を設けています。子ども
たちは、評価される（認められる）ことにより、より一層学習意欲が
高揚するからです。
　毎年、次のコンクール等へ参加（出品）して、高い評価をいただい
ております。

　　　　＊全日本学生児童発明くふう展　　＊全国小・中学校作文コンクール
　　　　＊英語検定試験　　＊漢字検定試験　　＊算数オリンピック
　　　　＊陸上競技記録会等

　（3）　意欲と集中力の育成　〜教える教育より育てる教育を重視〜
　知能を伸ばすにも、学力を高めるためにも、将来仕事で成功するため
にも、あらゆる人間生活の土台になるのが意欲と集中力です。意欲や集
中力が十分でない子どもにいくら知識を教えても習得できません。そこ
で、幼稚園から小学校低学年までは、自発的にものごとに取り組もうと
する意欲と集中力を育てることに重点をおいています。

　（4）　知能を伸ばし、学力を高める教育
　知能は学習する力、つまり将来学力を高めるための容器のようなもの
です。知能と学力の相関はかなり高く、知能が伸びるとそれだけ学力も
向上する可能性が高くなります。そこで、低学年では知能開発と基礎・
基本の充実、高学年では応用・発展学習に重点をおいています。

　     教育方針
　（1）　12 歳までにできるだけ知能を伸ばす。
　（2）　基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせる。
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　（3）　国際理解教育を深めるために、英語教育を充実させる。
　（4）　恥と涙をわきまえて光明正大に行動できるように、心の教育を充実させる。
　という 4 つの方針に基づき、1 年生から 6 年生までを発達段階に応じて次の
2 段階に分けて適切な指導を行います。

［知能開発期　〜 1 年生から 4 年生まで〜］
　①　 知能指数（IQ）を伸ばすとともに、理解力・記憶力・創造的思考力・

論理的思考力・判断力等を育て知能の幅を広げます。
　②　基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせるようにします。
　　　〜できるだけ多くの知能因子を刺激できるような学習内容にします〜
　③　基本的な知識や技能を習得させ、基礎学力を高めます。
　④　国際理解教育を深めるために、英語教育を充実させます。

　外国の生活や文化など異文化に触れたり、慣れ親しむことにより、
英語に興味・関心をもたせるようにします。そのために、英語を言葉
として聞く・話すことを重点にナーサリーライム（童謡）、歌、英語の
リズム遊び等を通して音声中心の授業を 1・2 年生は週 1 時間、3・4 年
生は週 2 時間、5・6 年生は週 3 時間、15 名程度のグループを編成して実
施します。

［知能活用期　〜 5・6 年生〜］
　①　基本的な知識や技能を習得させます。
　②　基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせるようにします。
　　　〜できるだけ多くの知能因子を活用できるような学習内容にします〜
　③　国際理解教育を深めるために、英語教育を充実させます。
　④　基礎学力を充実させるとともに、応用学習や発展学習の助長に努めます。
　⑤　創造的、総合的課題の探究の助長に努めます。
　⑥　進路指導を徹底します。
　　○　自主的・自立的な正しい進路の選択をしていく力を育てます。
　　○　合理的な学習指導と学力の分析に基づく進路指導を行います。
　　○　 一人ひとりの個性と能力に応じた適切なアドバイスを行います。
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Ⅰ　聖徳学園小学校の教育

　     教育構造
　①　要素的知的能力（知能）の開発　 …… 知能訓練・工作・ゲーム
　②　基礎的技能の習得　 ……………………… 教科及び知能訓練
　　　社会的技能・知的技能・数量的技能・実技的技能（手技的技能、心身調整）
　③　環境文化の学習　 ………………………… 教科内容
　④　創造的、総合的課題の探究　 ………… 特別研究・教科
　⑤　特別活動　 ………………………………… 学校行事、クラブ・委員会活動

　     教育課程
　（1）　本校の教育課程の柱は、次の通りです。
　　◦知能教育 ─ 知能訓練・ゲーム・工作
　　◦教科教育 ─ 各教科
　　◦特別研究（総合学習）
　　◦特別活動 ─ 学校行事・クラス活動・委員会活動・クラブ活動
　　◦道徳教育 ─ 朝礼・クラス活動・リーダーインミー

　（2）　本校の教育課程の特徴は、次の通りです。
　　◦知能教育
　　◦ゲ ー ム
　　◦工　　作
　　◦英語教育
　　◦特別研究
　　◦社 会 科 ─  地理と歴史に分けて、地理は 3 年生から、歴史は 4 年生

から学習します。また、政治と経済の分野は、地理・歴
史の中に含めて指導します。

　　◦90分制授業 ─  英才児の集中力の持続性を生かすと共に、教えることより
育てること、つまり子どもの主体的な学習活動を大切にす
るために、授業単位は原則として 90 分制にしています。
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　（3）　週当たりの授業時間数
　　　1 校時 45 分として、各学年における教科の配当時間数は次の通りです。

〈教育課程一覧表〉
学年

教科 1 2 3 4 5 6

国　　語 7 6 6 6 6 6
数　　学 6 6 6 5 5 5
英　　語 1 ※ 1 2 2 3 3
理　　科 0 2 3 3 3 3
地　　理 0 0 2 2 2 0
歴　　史 0 0 0 2 2 2
知能訓練 2 2 2 2 0 0
ゲ ー ム 1 1 0 0 0 0
工　　作 1 1 0 0 0 0
体　　育 2 2 2 2 2 2
美　　術 2 2 2 2 1 2
音　　楽 2 2 2 1 1 2
家　　庭 0 0 0 0 1 1
特別研究 0 0 0 0 2 2
特別活動 1 1 1 2 1 1

朝礼（道徳） 1 1 1 1 1 1
総　　数 26 27 29 30 30 30

　　　 　　※原則として、土曜日は休業日です。
　　　 　　※英語科 ── 1 年生は 9 月から英語の授業を開始します。

［備考］
　◦特別活動── 1 年生から 3 年生までは、学年及びクラス単位で活動します。
 4 年生から 6 年生は縦割りで、委員会及びクラブ活動です。
　◦生 活 科──  生活科は、特別活動・ホームルーム活動・宿泊を伴う学校

行事等において学習します。
　◦家 庭 科──  家庭科は、特別時程・クラス活動、宿泊を伴う学校行事等

においても学習します。
　◦ 「地理」（2 年次）、「歴史」（3 年次）は、年間 10 時間特設授業を設定します。 
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知能教育 

１．知能教育の基本原理

　人間の知能は 40 数年前までは、遺伝的な要素が強く教育しても効果はない、
と考えられていました。ところが、大脳生理学や知能心理学の研究が進むにつ
れて、遺伝的な要素よりも、生後の環境（教育）によって変化することが分
かってきました。
　大脳生理学の研究によりますと、
　（1）　大脳皮質の細胞は、外部からの刺激によってのみ発達する。

　例えば、狼の中で育った人間の子どもは、外部からの言語的な刺激が
ないので言語知能は発達しないのです。この立場から大脳生理学者の中
には、大脳に関する限り、遺伝的要素を全て否定する人もいます。

　（2） 　外部からの刺激による脳髄の発達は、身体の他の部分に比べて、極め
て早期に行なわれる。

　これは身長や体重の発達カーブと、脳重量の発達カーブとの比較から
も推定できるし、脳髄の髄鞘化や神経回路の研究からも明らかです。し
たがって、脳髄、知能の発達の度合いは、大体０歳から 12 歳頃までの間
に決定されます。

　（3） 　大脳皮質のおよそ 150 億の細胞は、その位置によって知能のそれぞれ
のはたらきを分担している。

　記憶をつかさどるものもあれば、言語をつかさどるものもある、とい
うことが分かってきました。

　　　このことを教育学の立場から考えますと、
　　①　人間の知能は、外部的刺激、すなわち教育（環境）によって発達する。
　　②　そうした知能教育は、できるだけ早期に行なわないと効果がない。
　　③�　知能にはいろいろな因子があるから、知能教育はその因子を分析し

Ⅱ  教科の基本方針と内容
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て、その全てに刺激を与えるようにしなければならない。
　　ということになります。

２．知能教育の目標

　知能についての定義や理論は、知能についての研究者の数ほどある、と言わ
れているくらい、様々な定義づけがなされています。聖徳では、こうした知能
研究者の共通した知能観とこれまでの私たちの実践研究を基にして、次の３つ
の能力を育成することを目標にしています。
　　（1）　知識や情報、技能を育てる力を育てる
　　（2）�　習得した知識や情報、技能を新しい場面（学習や生活）に活用する

能力を育てる。
　　（3）　洞察力や判断力を育てる

３．指導内容

　（1）　知能因子の構造
　こうした大脳生理学の研究を受けて、知能心理学者の間で、知能因子の
分析が盛んに行なわれるようになりました。そして、アメリカの心理学者
ギルフォード博士は、知能には三つの面があるとして、下の図のような知能
構造を考案しました。この知能の三つの面というのは、領域

4 4

（Contents）と
所産（Produets）とはたらき

4 4 4 4

（Operations）です。これを具体的に示すと、
　　①　考える「領域」としては、
　　　　図形（figural） ………… 形を使って考える

こと
　　　　記号（symbolic） ……… 色彩・音・文字・

数字を使って考え
ること

　　　　概念（semantic） ……… 言葉の意味を使っ
て考えること

〈知能構造図〉

評価
集中思考

拡散思考
記憶

認知
単位

分類

関係

体系

転換

見通し

図
形
記
号
概
念
行
動

所　

産

領　 域
はた
らき
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　　　　行動（behavioral） ……… 他人の行動を理解するのにその人の行動に
よって考えること

　　　　※ その後、ギルフォードは「聴覚」を追加しましたが、本学園では
「聴覚」も「記号」の領域に含めて取り扱うことにしています。

　　②　考える「所産」としては、
　　　　単位（unit） ………………あるもの
　　　　分類（class） ………………他と区別されるもの
　　　　関係（relation） ……………二つの間に成立するもの
　　　　体系（system） ……………三つ以上のものの間に成立するもの
　　　　転換（transformation） …変化・きりかえ
　　　　見通し（implication） ……起こりうる結果
　　③　考える「はたらき」としては、
　　　　認知（cognition） …………理解する・わかる・知る・意識する能力
　　　　記憶（memory） …………銘記・再生・完全に覚える能力
　　　　拡散思考（divergent production） …… 独創的なことを思いつく・自

由になめらかに考える能力
　　　　集中思考（convergent production） … 正しい解決を見出す力・推理

する能力
　　　　評価（evaluation） ……… 批判・比較・選別・判断する能力というこ

とになります。

反対語の神経衰弱
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　具体的な知能因子というのは、領域（横）×はたらき（たて）×所産
（高さ）の組合わせですから、
　４×５×６＝ 120 全部で 120 の知能因子の数になります。たとえば、
　「図形で単位を記憶する」
　「記号で分類を拡散思考する」
　「概念で関係を集中思考する」
というのが、１つの知能因子になるわけです。

　（2）　知能教育の実際
　この 120 の知能因子の中から、授業で刺激しづらい行動の領域を除く
と 90 の知能因子になります。これらを１週間に１因子ずつを取り上げ
て、それにふさわしい独自の教材を作成して、刺激を与えるという方法
で授業を進めています。授業内容は、パズルやゲーム形式が中心になり
ますので、子どもたちにはとても好評です。

４．指導方針　〜知能教育とは〜

　（1）　多くの知能因子を刺激して、幅の広い思考力を育てる
　知能指数（ＩＱ）を伸ばすとともに、理解力・記憶力・創造的思考力・

キャッチ・ザ・スクエア〜正方形作りゲーム〜
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

論理的思考力・判断力などを育て、知能の幅を広げます。
　（2）　意欲と集中力を育てる
　（3）　能力に応じた指導　〜能力の限界に挑戦させる〜

　学習内容が簡単すぎたり、逆に難しすぎると、子どもは興味を喪失し
てしまいます。また、子どもが簡単に解決してしまうような学習内容で
は、知能（能力）は向上しません。そこで、一人ひとりの子どもの能力
に応じた内容（課題）を与えるようにします。

　（4）　教えるのではなく、考えさせる
　　 　知能は知識とは異なり、教え込んで発達するものではありません。した

がって、できるだけ自分の力で考えさせるようにして、子どもが行き詰
まった場合でもヒントを与える程度にします。

　（5）　思考過程を大切にする　〜結果だけで評価しない〜
　　 　知能というのは、子どもが一つのこと（教材）に集中して取り組んでい

るときが、最も活発に働いているわけですから、「できた、できない」の
結果だけで評価しないようにしています。

5． これまでの成果

（1）　知能指数の伸び
　聖徳学園では 1969 年以来、2 歳から小学生の
子どもを対象にして知能教育を実践してきまし
た。2000 年には聖徳式知能検査を独自に開発し、
幼児、小学生を合わせると毎年 600 回を越える知
能検査を実施しています。次のグラフは聖徳学園
小学校の児童の入学時と卒業時の知能指数（IQ）
の比較です。多くの児童が 6 年間で著しい伸びを
示しています。これは 1 年生から 4 年生までに実
施している知能訓練の効果とその他の教科でも行
われている「教えるのではない、考えさせる授
業」の効果と言えます。



26

　（2）　学業成績（学力）との関係
　知能と学力との相関が高いこ
とは、世界の学者が認めていま
すので、あらためて説明するま
でもないでしょう。
　本校では児童の学力を客観的
に評価するために、4 年生以上
で実力テストを実施していま
す。次のグラフは 6 年生の実力
テストと IQ の相関関係を示す
散布図です。実力テストは国
語、数学が 200 点満点、英語、
理科、歴史が 100 点満点、合計
700 満点です。点の集まりが右
上がりになっていることは、IQ
と実力テスト結果が正の相関に
なっていることを示していま
す。つまり、IQ が高いと実力テ
ストも高得点になる可能性が高
いということになります。
　散布図で相関の傾向は見るこ
とはできますが、相関が強いの
か、弱いのかが分かりません。相関の強さを示すものとして相関係数があり
ます。相関係数は 0 から 1 までの値になり、1 が一番強くなります。また、負
の相関の場合は 0 から－ 1 までになります。一般的に次の表のように言われ
ています。

± 0.7 〜± 1.0 強い相関がある
± 0.4 〜± 0.7 中程度の相関がある
± 0.2 〜± 0.4 弱い相関がある
± 0.0 〜± 0.2 ほとんど相関がない

IQ　6年間の伸び

IQと実力テストの相関（6年生）

IQ 伸び

頻度

人
数

～1
0
10～
20
20～
30
30～
40
40～
50 50～

0

10

20

30
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　今回の調査では、相関係数が 0.763 でした。IQ と実力テスト結果の関係
には強い相関があると言えます。
　もちろん本校の場合は、5、6 年生になると学年の平均知能指数は 160 〜 170
ぐらいになりますので成績がいいのは当然といえば当然ですが、このことは
知能が伸びればそれだけ学力も向上することを意味するものです。また、こ
うした傾向は 1 年生より 2 年生、2 年生よりも 3 年生といった具合に、上級
学年になるにつれて、学力面にはっきり現れてきます。これは上級学年にな
るにつれて、教科の学習内容がそれだけ高度な知能的処理を必要とするよう
になるからです。本校で低学年において、知能教育を重視している意味はこ
こにあるのです。

　（3）　知能が伸びると受験も有利になる
　これまで知能は学習能力でもあること、知能と学力との相関は高いことを
述べてきました。入学試験においても、主に学力検査が中心になるので、知
能を伸ばしておくとそれだけ受験にも有利になってくることは間違いありま
せん。事実、これまでの卒業生の進学状況をみても学校では特別に受験のた
めの指導をしているわけではありませんが、中学校への進学では国立の附属
や開成、慶応、武蔵、麻布、桜蔭など、いわゆる難関校へ毎年 10 名ぐらい
合格しているのです。毎年 10 名というと、卒業生の数は、約 60 名ですか
ら、率の上ではどこにも劣らない実績を残していると言えるでしょう。
　だから知能教育というのは、単に知能指数を伸ばすとか、学業成績をよく
するためだけではなく、人間生活のすべてにかかわってくる大切なものなの
です。このことは、卒業生の社会での活躍が証明してくれています。（詳細
はⅤ卒業生の進路状況 145 ページを参照）

進学実績と知能の相関関係（2009 〜 2014）

学 校 名 進学人数 進学者の平均 IQ
筑波大学附属駒場中学校 10 198.7 
開成中学校 11 191.3
桜蔭中学校 10 199.3
　IQ：卒業時の知能指数（聖徳式知能検査）
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《知能訓練科》
1．指導内容

　小学校の知能教育は、次の三つで構成しています。
　　①知能訓練… 90 の知能因子に基づき、1 〜 4 年生に対して週 1 回 90 分授

業を行い、一年間で 30 因子の刺激を目指して計画を立てて
いきます。

　　②ゲ ー ム… ゲームは思考力を養う（知能開発）のに大変効果がある。そ
こで知能教育の一環として、1 〜 2 年生に対して、週 1 時間
相当行う。

　　③工　　作… 手先の訓練は、大脳の発達を促進させるのに大変効果があ
り、知能教育の一環として、1 〜 2 年生に対して、週 1 時間
相当行う。

2．知能訓練科の指導計画

　知能訓練科では知能因子訓練順に従って計画を立てます。よって 4 月にス
タートする因子は年によって変わってきます。
　具体的には、1 年生からスタートして 3 年生で 90 因子を一巡します。そし
て、4 年生では同じ因子を刺激しますが、内容は 4 年生に相応しい内容となり、
難易度は高いものとなります。以下、教材名一覧です。3 つの段階からクラス
の実態に応じて使用します。
　（教材名は検討した上で変更することがあります。）

1 年生
使用教材名

2 年生・3 年生
使用教材名

3 年生・4 年生
使用教材名

CFR 図形のマトリックス 位置関係の把握Ⅰ 位置関係の把握Ⅱ
CSS 記号体系の発見Ⅰ 記号体系の発見Ⅱ 記号体系の発見Ⅲ
CMC 類似語の認知 類似文の認知ゲーム 類似文の認知
MFS 折り紙遊び 地図の記憶 地図・星座の記憶
MSR 記号の関係記憶Ⅰ 記号の関係記憶Ⅱ 記号の関係記憶Ⅲ
MMT なぞなぞカルタの記憶 同音異義語の記憶 同音異義語の記憶
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

DFU モール遊び 図形の思いつきⅠ 図形の思いつきⅡ
DSS 等式作り 計算ゲーム 記号体系作り
DMC 共通点の思いつき 物の利用法Ⅰ 物の利用法Ⅱ
NFI 線路つなぎの完成 線路図の完成 隠された積木
NSU クロスワードパズルⅠ 言葉の推理 クロスワードパズルⅡ
NMT 意味転換カルタ 言葉の転換 言葉の転換パズル
EFR 線対称図形の比較判断 対称図形ゲーム 図形変化の比較判断
ESI 最短距離の判断Ⅰ 五十音の見通し判断 最短距離の判断Ⅱ
EMT 用途の比較判断Ⅰ 用途の比較判断Ⅱ 同音語の比較判断
CFS 漢字パズル 立体カード作り 図形変化の比較判断
CSR 数の関係認知 記号の関係認知 記号変化の認知
CMT 同音異義語の認知 絵文字・同音異義語の なぞ絵・判じ絵の認知
MFR 図形変化の記憶Ⅰ 図形変化の記憶Ⅱ 傾向図形の再生
MSS 記号体系の記憶 数列の再生 暗号の再生解読
MMC 類概念の記憶Ⅰ 類概念の記憶Ⅱ 類概念の記憶Ⅲ
DFS 形作りの拡散Ⅰ 形作りの拡散Ⅱ 形作りの拡散Ⅲ
DSR 計算ゲームⅠ 計算ゲームⅡ 計算ゲームⅢ
DMT 連想遊び 意味上のしりとり ことばの連想・思いつき
NFR 形の関係推理 図形の類推作図 図形の関係類推
NSS 記号体系の類推 記号体系パズルⅠ 記号体系パズルⅡ
NMC 単語分類カード 目標語分類カード 言葉の分類
EFS 図形の完成 おりがみ 模型作り
ESR 記号の関係判断Ⅰ 記号変化の計算 記号の関係判断Ⅱ
EMC 概念共通点の判断 最適な対語の判断 文章の分類判断
CFT 穴あき折り紙Ⅰ 穴あき折り紙Ⅱ 図形転換の認知
CSC 記号の異質の発見 文字分類の認知 数の類発見ゲーム
CMI 見通し 4 コマまんがⅠ 見通し 4 コマまんがⅡ 推理クイズの解法
MFC 漢字の共通部分の再生Ⅰ 漢字の共通部分の再生Ⅱ 漢字の共通部分の再生Ⅲ
MST 数字の言葉置き換え記憶 記号の置き換え記憶 文字の入れ替え記憶
MMR 対概念の再生 反対概念の再生 関係概念の再生
DFT マッチ棒クイズⅠ マッチ棒クイズⅡ 正方形作りゲーム
DSC 記号札分類の思いつき 記号分類ゲーム 記号の分類の工夫
DMI こんなときにはどうするⅠ こんなときにはどうするⅡ 計画案作り
NFC 形の分類 漢字の分類 漢字の分類
NST 透明記号札パズル 透明記クロスパズル 記号の転換の推理
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NMU ものあてクイズ 上位概念カード 漢字パズル
EFT マッチ棒の置き換え判断 図形変化の比較判断Ⅰ 図形変化の比較判断Ⅱ
ESC 最高の得点判断Ⅰ ポーカー式トランプ分類ゲーム 最高の得点判断Ⅱ
EMU 最適な文章表現 意味の通る文の判断 最適な言葉
CFI 迷路 条件つき迷路 詰連珠
CSU 語の完成Ⅰ 語の完成Ⅱ 語の完成Ⅲ
CMS 文作りカード 概念体系の認知 概念体系の完成
MFU 図形の再生 漢字の再生 地図の記憶
MSI 符号の置き換え双六 クロスワードパズルの再生Ⅰ クロスワードパズルの再生Ⅱ
MMU 語の再生Ⅰ 語の再生Ⅱ 語の再生Ⅲ
DFI 基本図形を使って 迷路作り 見通し双六作り
DSU 言葉の思いつきⅠ 言葉の思いつきⅡ 言葉の思いつきⅢ
DMS お話作り カルタ読み札作り 折り句
NFU 隠された文字の推理 投影図からの積み木パズル 見取り図の推理
NSI 記号の見通し推理Ⅰ 記号の見通し推理Ⅱ 記号の見通し推理Ⅲ
NMR 関係概念カルタ 関係概念の推理Ⅰ 関係概念の推理Ⅱ
EFI 道つなぎゲーム 線路つなぎゲーム 36 コースゲーム
ESU 同一記号の判断Ⅰ 同一記号の判断Ⅱ 同一記号の判断Ⅲ
EMR 言葉の関係類推Ⅰ 言葉の関係類推Ⅱ 言葉の関係類推Ⅲ
CFU 隠されているもの 隠された漢字Ⅰ 隠された漢字Ⅱ
CSI スケルトンⅠ スケルトンⅡ 記号配列の見通し
CMR ことばの関係認知 1 言葉の関係認知 2 関係概念の類推
MFI 一筆書きの再生 1 迷路の再生 一筆書きの再生 2
MSU 記号の再生Ⅰ 記号の再生Ⅱ 記号の再生Ⅲ
MMS 話の記憶Ⅰ 話の記憶Ⅱ 詩の再生
DFR 形の関係づくりⅠ 形の関係づくりⅡ 漢字の思いつき
DSI 本双六 宝捕りすごろく ミニ ･ バックギャモン
DMU 概念の拡散 1 概念の拡散 2 概念の拡散 3
NFS 清少納言知恵の板 ユークリッドパズル デビルパズル
NSR 暗号遊び・計算推理ゲーム 暗号解読・計算パズル 1 暗号解読・計算パズル 2
NMI 事物の推理Ⅰ 事物の推理Ⅱ 事物の推理Ⅲ
EFU 同一図形探し 地図の比較判断Ⅰ 地図の比較判断Ⅱ
ESS 数列のきまりの判断Ⅰ 数列のきまりの判断Ⅱ 数列のきまりの判断Ⅲ
EMI 最も必要なもの 最適なものの判断Ⅰ 最適なものの判断Ⅱ
CFC 共通図形の発見Ⅰ 共通図形の発見Ⅱ 漢字の共通点の発見
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

CST 文字パズル 文字入れ替え言葉作り 文字入れ替え文作り
CMU 語の完成 クロスワードの完成 1 クロスワードの完成 2
MFT 図形変化の記憶Ⅰ 図形変化の記憶Ⅱ 図形変化の記憶Ⅲ
MSC 記号の類の再生Ⅰ 記号の類の再生Ⅱ 記号の類の再生Ⅲ
MMI カルタの再生Ⅰ 見通しカルタの再生Ⅱ 上方いろはカルタ

言葉の順序の記憶
DFC 万国旗の分類法 形の分類法 漢字の分類
DST 文字転換言葉作りⅠ 文字転換言葉作りⅡ 文字転換言葉作りⅢ
DMR 関係概念の思いつきⅠ 関係概念の思いつきⅡ 関係概念の思いつきⅢ
NFT 折り絵漢字パズル 隠された図形Ⅰ 隠された図形Ⅱ
NSC 記号札の分類の工夫Ⅰ 記号札の分類の工夫Ⅱ 記号札の分類の工夫Ⅲ
NMS 文章整序Ⅰ 文章整序Ⅱ 文章整序Ⅲ
EFC 図形得点評価ゲーム 共通図形の分類判断Ⅰ 共通図形の分類判断Ⅱ
EST 記号置き換えの判断Ⅰ 記号置き換えの判断Ⅱ 熟語点数置き換えゲーム
EMS 概念体系の判断 最適な文章の判断 話の矛盾

3．知能訓練科の教材

　知能訓練科では、形式として、パズル、ゲームをふんだんに取り入れている
ことが大きな特徴といえるでしょう。
　『聖徳といえばゲーム』と言うぐらい知能訓練の授業内でたくさんのゲーム
を取り入れています。子どもは『ゲーム』という響きに心を躍らせます。勿
論、聖徳の子ども達も例外ではありません。実際に知能訓練の授業でも決まっ
て「先生、今日ゲームある ?」と第一声に声を上げることが多々あります。

聖徳の子どもたちが大好きな
「Ｓケン」「宝陣取り」をモチーフに
した手作りの双六盤とコマ。

サイコロの数を使って駒を進める
「宝取り双六」
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　ここ数年、公立などでもゲームを取り入れた授業展開が多く見られているこ
とは知られていますが、聖徳学園では、1969 年の英才教育を始めた頃よりゲー
ムの効能に着目し多くの教科でゲーム形式を取り入れていました。
　そして、知能訓練では、実に様々な因子ごとに相応しいゲームを開発して
おり、知能因（90）×段階（SJ／SS／NE）=270 教材、少なくても半数以上の教
材数分、ゲームやパズルを作成しています。手作りコマなど小物を使用した
双六、ボードゲームは児童にも大人気で楽しみながら考えることが出来ます。
カードゲームでも、神経衰弱形式、ババ抜き形式、7 並べ形式、ポーカー形式、
セブンブリッジ形式、51 形式、ドミノ形式等で遊べるようにルールも知能因子
のねらいに基づき工夫して考えられ、バラエティに富んでいます。

　多くの教材の中には、ゲームだけではなくクイズやパズル形式、手先の巧緻
性も大事にしている教材も人気があります。模型作りでは、見本通りに作成す
ることで評価力を養うことに繋がり、自由に発想し、アイデアを形にすること
は拡散思考の力を養います。

立体キューブパズル 透明ピースを使って推理する「モザイクパズル」

ピースを柔軟に使って作品作り。
「何をつくろうかな」

1本のモールから様々な形を考える。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　また、1 年生の最初の授業では、「知能訓練は何をやるのかな ?」と言う気持
ちを大事にして「楽しそう ! 面白そう ! やってみたい !」と思えるようなオ - プ
ニング教材を準備して実施しています。そして、4 年生になると「人生設計」

（自分の人生を見通しを立て、考える年表作り）や、難易度の高いパズルや課
題にもチャレンジしていきます。

「知能訓練は考える器作り」

言葉で書くと難しそうな「知能訓練科」の教材ですが、工夫を凝らした手作り
教材です。その作成の目的は、楽しく知能の刺激をすることです。しかし、た
だ頭が良い子を育てることではありません。知能が高く、創造性が豊かという
ことは、将来、自分の為だけではなく、人の立場に立って考え、人の役に立つ
人間、社会貢献する豊かな人格を育てる土台作りに繋がります。それには「教
えること」より「考えさせる」ことに重点を置いて教材を作成しています。ま
た、知能訓練で培われた理解力、記憶力、創造的思考力、論理的思考力、解決
力、判断力等は各教科でも存分に力を発揮します。

オープニング教材「迷路」
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《ゲーム科》
1．ゲーム科が目指すもの

　「ゲームの授業は、ゲームの勝ち方を教える時間ではありません」

　知能教育の一環として、1、2 年生の児童を対象にゲームの授業を行っていま
す。しかしその目的は、勝ち方を教えてゲームの強い子を育てるためではあり
ません。ゲームを通して、知能を伸ばし、創造性豊かな人間性を育てることを
目標にしています。
　ゲームは性質上、見通し力や転換力を中心にした思考力の刺激に有効です。
また常に相手がいるので、その対戦を通して人間性・社会性を育てています。
それらがゲーム科のねらいであり、知能訓練科と分けて授業を行っている理由
です。
　知能訓練では、一人ひとりの子どもの個性と能力に応じた指導を行うことが
大原則です。「できた・できない」の結果にこだわらず、思考過程を大切にし
て育てていきます。しかしゲームでは、『ルール』というものが存在しますの
で、一人ひとりの子どもの個性と能力に応じて、「A は、能力が高いから特別
ルールで」「B は、習得が遅いからハンディキャップを与えて」「C は、内向的
だから一人ではなく二人で組んで戦って」というわけにはいきません。同じ
ルールで同じ土俵で対戦しなければならないのです。
　そして必ず勝敗という結果もついてきます。たとえ指導者が勝ち負けにこだ
わらないように指導したとしても、子ども達が身を持って勝つ喜びや負ける悔
しさをリアルタイムで味わっているのです。これはゲームの時間ならではの体
験です。
　ですから初めに示した通り、ゲームの授業はゲームの勝ち方を教える時間で
はないのです。負けたことが悔しかったら、どうすれば勝てるのかを自分で考
えます。自分の力でつかむ勝利の喜びを知れば、次も勝てるように、もっと強
くなる方法を考えます。実践を通して、どうしたら勝てるのかを考え、先を見
通す力を育てていきます。それがゲーム科のねらっているところです。その体
験を通して、
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　　勝った人・強い人には尊敬の念を抱けるように。
　　負けた人には思いやりの気持ちを持って接することができるように。
　　観戦時には公明正大に戦っている人を心から応援できるように。
　　そんな子ども達を育てていきます。
　それがゲーム科の目指しているものです。

2．年間計画と指導内容

1 年生 2年生

月 教材 指導内容 月 教材 指導内容

4
5

オセロ
（90 × 3）

⃝ルールを覚える。
⃝石の置き方・取り

方を工夫させる。

4
5

オセロ
（90 × 3）

⃝ルールを確認する。
⃝有利な石の置き方

を考えさせる。

6
7

五目並べ
（90 × 3）

⃝ルールを覚える。
⃝間を空けずに置い

ていくなど、碁石
の置き方を工夫さ
せる。

6
7

五目並べ
（90 × 3）

⃝ルールを確認する。
⃝「 四 三 」 や 白 の
「三三」を作るな
ど、上手に碁石を
つなげさせる。

9
10

将棋
（90 × 3）

⃝ルールを覚える。
⃝駒の動きを活かし

ながら、詰ませる。

9
10

将棋
（90 × 3）

⃝ルールを確認する。
⃝手筋を考えながら

駒の動きを上手く
活かし、詰ませる。

11
12

百人一首
（90 × 4）

⃝源平合戦のルール
を覚える。

⃝百人一首の歌に多く
触れ、覚えさせる。

11
12

百人一首
（90 × 3）

⃝源平合戦のルール
を確認する。

⃝覚え方を工夫し、
より速く、たくさ
んの札が取れるよ
うにさせる。

1
2
3

カードゲーム
（90 × 3）

⃝色々なカードゲー
ムに触れる。

⃝カードゲームをす
る上での基本的な
用語や動きを覚え
させる。

⃝大勢で行うゲーム
のマナーを考えさ
せる。

1
2
3

オリジナル
ルール作り

（90 × 4）

⃝オリジナルのルー
ルを盛り込んだ新
しいゲームを考え
させる。
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3．それぞれのゲームについて

　「お願いします」と「ありがとうございました」
　ゲーム開始時には、戦う相手への礼儀として「お願いします」
　終了時には全力で戦ってくれた相手に対し「ありがとうございました」
　この二つのあいさつを大事にしています。

 オセロ
　覚えるのは 1 分、マスターするには一生かかる
　これはオセロゲームのキャッチフレーズです。奥が深いゲームではあります
が、ルールがとてもシンプルなので、1 年生が最初に行う 2 人対戦型のゲーム
として大変適しています。
　2 年生でも最初に行いますが、1 年生の時に実践しているので、更に有利な石
の置き方を考えていきます。

 五目並べ
　自らの石を、先に五個直線に並べた方が勝ち
　聖徳では、1 回勝負がついたら、次は石の色を換えて行い、連勝したら勝ち
が決まります。黒が先手で対局を開始します。先手の黒には、有利だからこそ
禁手があります。逆に、不利な後手の白には禁手がありません。この黒白どち
らの碁石でも続けて勝つという点が面白さですが、難しい点でもあります。1
年生では 1 学期の後半に、2 人対戦型の二つ目のゲームとして実施します。
　2 年生でも同時期に行いますが、1 年生ではなかなか作ることができない、

「四三」や黒に禁手を打たせるような手を考えていきます。

 将　棋
　取った駒をもう一度使えるというルールは、日本の将棋だけの特徴
　日本の伝統のゲームです。覚えるルールがたくさんあり、初心者にはとても
難解なゲームです。「王将（玉将）を詰ませた方が勝ち」というゲームの目的
自体が難しく、その上 8 種類の駒の配置と動きを覚えなければ、ゲームそのも
のができません。オセロや五目並べに比べると、この点が複雑で、苦手意識を
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作る原因になったりもします。2 人対戦型の最後のゲームとして 2 学期に行い
ます。
　2 年生でも同時期に行いますが、1 年生の時にそれぞれの駒の動きやはたらき
をしっかり覚え、取った駒を使えるというルールや成るというルールなど、将
棋ならではの面白さに感じ入った児童は、相当なレベルにまで腕を上げて授業
に臨んできます。

 百人一首
　「あきのたの…」と「ももしきや…」
　聖徳の百人一首のゲームは、50 枚持ちの源平戦で行います。チームは、2 人
から 4 人で組みます。自分のチームの札を縦 5 枚、横 10 枚に並べます。自分
のチームの札がなくなったら勝ちになります。
　これまでのゲームは 2 人対戦型なので、2 人のペースで試合ができます。し
かし百人一首は読み手（指導者）も含めて、クラスが一つにならないと取り組
めないゲームです。2 学期後半に行うのは、季節柄もありますが、クラスメイ
トのことが大分わかってきて、他人に目が行くようになっている時期だからで
す。クラスがまとまって一つのことを行っていくには丁度良い頃です。
　1 年生が最初に覚える歌は、「あきのたの…」。そして「ももしきや…」も覚
えます。これは歌の順番の 1 番目と 100 番目に当たります。この二首に関して
は、ほぼ毎年かなりのスピードで取ることができます。他の歌に関しては、下
の句まで詠まないと、ほとんど取ることができません。それが 1 年生の実態で
す。
　2 年生でも同時期に行いますが、札を取るスピードは格段の差があります。
1 年生の時に参加した『百人一首大会』での経験が大きな要因となり、力をつ
けていきます。そこで繰り広げられる上級生の熱い戦いに衝撃を受け、多く
の子ども達がその後熱心に歌を覚え、早く札を取る工夫をします。「む・す・
め・ふ・さ・ほ・せ」のように、おはこの歌を作り、瞬時に取る練習をしま
す。2 年生では、かなりの歌が上の句で取れるようになります。
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 カードゲーム
　4 種類の記号のことをスーツと言います
　トランプゲームの説明で、最初にこのことを教えると「へぇー」と言って感
心します。「マーク」と呼んでいる児童がほとんどだからです。またそのスー
ツの名称を尋ねると「♠スペード」「♥ハート」「♦ダイヤ」は正確に言えます
が、「♣クラブ」とは言えません。大概「クローバー」と答えます。この導入
だけで、「もっと知りたい」という興味の幅が広がります。
　他にもトランプの枚数・カードの強弱・カードの順位・シャッフル・親・親
の決め方などなど、基本的なことを教えていきます。トランプゲームは知って
いても、基本的な事柄を知らない児童が多いので、とても興味深く説明を聞い
ています。
　取り組むゲームの種類はクラスによって違いますが、七並べを変形させた

『変形七並べ』は人気があります。一般的には『殺しの七並べ』という名称で
すが、聖徳ではこのようにネーミングし、得点の付け方も独自のルールで行っ
ています。
　「大勢で行うゲームのマナーを考えさせる」というねらいに基づいて、1 年
生のゲームとして最後に取り組んでいます。

 オリジナルルール作り
　オリジナルのルールを盛り込んだゲームを考えさせます
　2 年生がゲームの時間のまとめとして取り組みます。今まで学んだゲームの
ことを活かし、オリジナルのルールを考えて各自でゲームを作ります。自分達
で作ったゲームで遊ぶ楽しさも実感させます。
　使用するゲームの素材は、その年度やクラスによって違います。その時々に
応じて子ども達への与え方を指導者が工夫していきます。ゲームの内容によっ
ては、プレイルームに置いて使ってもらうこともあります。
　勝敗に関係なく取り組める唯一のゲームの授業になりますので、普段はなか
なかゲームに勝てない児童でも、『オリジナルルール作り』では力を発揮して
頑張れます。「負けてばかりだからゲームはつまらない」と思っている児童で
も、自分で作ることができるこの時間を楽しみにしています。ゲームのルール
そのものを考えることによって思考力を磨いていきます。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　作ったゲームで遊ぶ場合には、そのルールが本当に活かされているのか、子
ども達同士で検証しながら取り組みます。ゲームとして成り立っているかどう
かのジャッジを自分達で行うのも楽しみの一つです。
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《工作科》
1．工作科が目指すもの

　「工作の授業は、完成した時の作品をイメージし、そこへ到達するために、
いかに素材を加工するか。そのためにはどのような道具を利用するのか。そし
て、どういう手順で作業を進めていくのか、見通しをもって作業を進めてい
く」ことがねらいになります。そのためには、次のことが必要になります。

①　素材を理解する力。（同じ紙でも種類によって、強度と加工のしやすさ
に違いがあること、それぞれの長所と短所）

②　道具を正しく使用する力。
③　作業手順を見通す力。

　この力を利用して、作品完成へ向かって手を進めます。また、夢中になって
作業を進める中で、この力が刺激され伸びてきます。子ども達のこういう作品
を仕上げたいという意欲・集中力が、相乗効果をうみ、知能面の力を伸ばすこ
とにつながります。こうして、作業を重ね、作品が完成することで、達成感を
実感し、その達成感が自信へとなります。この一連の流れが、工作科の目指し
ている知能教育です。その子ども達の意欲・集中力が発揮されるためには、始
まりの興味関心が大切になってきます。子ども達の「こういうものを作りた
い」という気持ちがわく題材を準備することも重要になります。現在は、次の
ような計画と指導内容を行っていますが、そこを終着点とせずに、反応や作品
の完成度をもとに、常に良いものへと部内での研究を行っています。

1 年生 3学期　コリントゲーム作り
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2．年間計画と指導内容

年間計画

1 年 2年

月 教材 ねらい 月 教材 ねらい
4 紙工作Ⅰ

折り紙等
（90 × 1）

◎一枚の紙から、立
体的なものを表現
させる。

○設計図を読み取り
（山・谷折り）、想
像 し な が ら 正 確

（丁寧）に折る。

4
5

ゴム動力を利
用して
糸車

（90 × 2）

◎ゴムの元に戻ろう
と す る 力 を 利 用
し、走ったり飛ん
だり回ったりする
ものを作らせる。

○ゴムの特性（伸び
縮・捻じれ）をい
かす工夫を考える。

5
6
7

紙工作Ⅱ
街づくり
輪投げ

（90 × 4）

◎一枚の紙から、立
体的なものを表現
させる。

○板紙に支柱を立て
る工夫を考える。

6
7

身近な材料を
使ってⅡ
カバンづくり

（90 × 3）

◎空き箱の形を活か
して、生活で使用
するものを作らせ
る。

○開閉・ポケットな
ど使い勝手を意識
しトータル的に考
える。

9
10
11

身近な材料を
使ってⅠ
紙コップのケ
ン玉等

（90 × 3）

◎身近にある物に目
を向け、それを利
用して生活で使用
するものや遊ぶも
のを作らせる。

○受け皿・玉・糸の
バ ラ ン ス（ 難 易
度）を意識し、工
夫する。

9
10

紙工作Ⅲ
飛び出すカード

（90 × 2）

◎紙のつけ方を工夫
し、仕掛け（飛び
出す・現れる等）
を考えながら製作
させる。

○見通しを持って、
製作する。特に紙
に穴をあける場合
の ハ サ ミ の 使 い
方。

12 凧作りⅠ
グニャグニャ凧

（90 × 2）

◎身近な材料を素材
として凧を作り、
それを使って伝承
的な遊びに親しま
せる。

○紐の結び方を習得
する。

11
12

凧作りⅡ
ダイヤ凧

（90 × 3）

◎和紙や竹ひごの特
性を考えて凧を作
り、それを使った
伝承的な遊びに親
しませる。

○ わ し の 取 り 扱 い
（糊付け）の習得。

○梁をつけるための
糸の結びを習得。
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2 年生 3学期　ティッシュボックス作り

1
2
3

木工作Ⅰ
コリントゲー
ム盤作り

（90 × 4）

◎玉の進み方などを
考え釘を打ち、楽
しく遊べるコリン
ドゲーム盤を作ら
せる。

○道具（釘・金槌・
釘抜き・鋸・ペン
キ塗り）の使い方
の習得する。

1
2
3

木工作Ⅱ
箱作り等

（90 × 4）

◎製作する作品をイ
メージし、必要と
する部品を考え組
み立て、生活で使
用するものを作ら
せる。

○限られた材料を利
用し、完成を意識
したうえで、見通
しをもって作成す
る。（糸鋸・蝶番）
の利用。

free

ゴム動力利用
して
ゴムでっぽう

（90 × 1）

◎ゴムの元に戻ろう
と す る 力 を 利 用
し、走ったり飛ん
だり回ったりする
ものを作らせる。

○ゴムの特性（伸び
縮・捻じれ）をい
か す 工 夫 を 考 え
る。

free
グライダー作り

（90 × 1）
◎飛ばすという条件

のもとで、正確に
作 図 し 製 作 さ せ
る。

○バランスをとり正
確に制作する。
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国語教育 

1．私たちの国語

　ことばは精神発達のあとからついてくるものですから、私たちは国語教育の
対象を子どもたちの精神発達に求めています。
　英才児の成長・発達の実態を知らずにその相手はできません。私たちは、英
才教育発足以来この子どもたちの思考路線を追跡し、感情発達の道筋を辿るこ
とによって、その分化と組織化の進展を明らかにしてきました。
　三つの観点から見る精神発達の実態
　第一に、英才児の特徴をその感覚・直感に見いだしています。この子どもた
ちが人間成長の階梯を早くのぼっていくのは、すぐれた感覚・直感のためだと
考えられます。たとえば対人関係意識のなかの恥ずかしさのような成長の課題
は、その問題解決も短時間で処理しているものと考えられます。あるいはこの
子たちの直感が、高い次元での意識の転換、整理をもたらすとすれば、感情生
活の問題とならない成長が進行しているとも考えられます。
　第二として、意識世界の住み替えが早期に進行していることがこの子たちの
書いた作文資料から明らかになっています。無意識世界（潜在意識世界）と現
実意識の問題です。幼稚園から低学年時代の子どもたちをラッコに喩えるなら
ば、潜在意識世界という海中が子どもたちの住む世界です。その海中から時
折、現実世界という海面に顔を出しているのがこの時期の子どもたちだと言え
ましょう。一般的には 3 年生頃から始まる意識世界の住み替えが、本校の児童
の場合、少なくとも 1 年は早く現実意識世界を主たる意識世界とする住み替え
をはじめていることが認められます。
　更に特筆すべきは、この住み替え後も潜在意識世界との行き来を絶たたない
子どもたちだということです。しばしば起こるこの意識世界の転換、即ちイマ
ジネーションが子どもたちの発想を豊かなものにしているといえます。
　第三に、自己意識の獲得が早期になされることがあげられます。自己を客観
的に対象化することは成長の大きな節目であることはいうまでもありません。
これも、第二の特徴で述べたイマジネーションが強烈に子どもたちに作用した



44

結果と考えられます。
　こうして三つの特徴を見ただけでも、この子どもたちの成長の歩みは早くな
るのだということが分かります。この事実は、論理を操るようになるのが早い
ことも納得させます。しばしば英才児を生意気といった見方をする場合があり
ますが、それはけっして本来のものではなく、この子どもたちの本来の生きざ
まは素直の一語につきると言えます。

2．教材の基本構造

（1）成長課題を捉える
　国語の領域を、「思考」「感情」「構え」の三領域と「用具言語」の四つに分け
て児童の成長に接近しようとしています。児童の成長課題を捉えようとするわ
けですが、この成長課題をことば以前の人間のあり方 ─ 視・聴・触覚の発達
過程 ─ において捉えようとしています。
⃝思考
　私たちは比較 ─ 照合 ･ 弁別 ─ 分離・連続 ─ 順次・転移 ─ 連絡・関係等の
名称によって代表される人間の思考路線を、子どもたちの中に追跡する姿勢を
取り、その思考 ･ 方法・段階に接近してきました。
⃝感情
　ことばが体系を持ち、その世界に人間が没入する以前に、その体系構造を生
み出してきた心意伝承と発達があったはずです。私たちは、それを児童の感情
発達の上に捉えます。まず変化に伴う感覚分離より始め、情緒表出から感覚基
準のあり方を追求、対人感情・対人態度へと進めました。対人間に生ずる感情
を扱うと言っても、躾的な意味でとりあげるのではなく、感情が人に伝わる時
に成立する感情や、それを見越す感情等、感情の動きとその名づけをめぐって
のことです。
⃝構え
　絵を描いたり、文章を書いたり、ものを話したりする内容とは別に、人間に
は特定の構えがあります。この構えを把握させることは、よりよく相手を理解
するために必要なばかりでなく、生活経験上、自己を育成するために極めて重
要です。児童が持っている構えに対する直感力にしばしば大人は驚嘆させられ
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ます。人間は眼球の水晶体に反射したすべてを網膜に投影しているとは思われ
ません。物理的にそうであっても、私たちは、生まれ落ちたときより人間らし
い対象の定め方を習得しているのです。耳に聞こえる音響においてもおなじで
す。その対象と人間の交わりを構えと呼んでいると考えれば、このさまざまな
人間限定の在り方を、児童に把握させることは極めて必要です。
　構えは、単一場面とは限らない。構えは継続され、裁断されるとき意識され
ます。ふつう、読者が読み物によって一喜一憂するのはそのためです。
⃝用具言語
　「読んで」「書いて」「話して」「聞いて」ということを目的とする、そうした
ことばを扱う事に関する意識的な学習です。言葉の役割・機能・約束作法の学
習で、用具としての言語学習、言語作業としての学習、言語作法としての学習
を厳格に徹底して行いたいと考えます。私たちは、検定教科書で扱っている国
語の内容もここに含めて考えています。
　以上、私たちの考える国語教育はこれまで述べてきたように児童の成長の課
題に接近し接触すること、これが基本姿勢です。思考・感情・構え・用具言語
の四本の柱と、1 年生から 6 年生までの縦と横の組み合わせからなる構造の中
に成長の課題は設定されています。
　そして、「一人一人に応じた指導」も「一人一人の限界に挑戦させる」こと
も、成長の最前線を捉えることから初めて可能になるといえます。

（2）英才児の成長に応じた教材
　現在のところ、1 年生から 6 年生まで 220 余りの成長課題を設定しています。
私たちはこれを「要因」と呼び、一教材の一要因で全体を構成しています。
　当然、英才児の成長に応じた教材を設定する場合、検定教科書だけでは対応
できず、時には中学校の文章教材を使用することもあります。また、出版され
ている各社の検定教科書に限らず教科書以外の出版物からも要因にかなうもの
があれば利用します。
　一つの例として下記に示した教材は、思考領域の 5 年生の教材です。要因と
しては感情的要素を排除し論理のみで考える教材である「ナイル川のワニ」で
す。感情に流されず子どもを救出するための論理を考えるのです。
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（3）発見法が興味関心を誘う教材
　漢字学習のような基本的に反復練習の必要なものにも、可能であれば発見法
を用います。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　語彙学習でも、ことば遊びから体系的な学習になるように考えています。

　適切であると判断すれば、漫画をはじめ、街の広告、駅の表示、新聞の見出
しなどなんでも教材にします。

（4）作文指導
　作文のテーマに関して、児童の成長課題と接触させることも考え提示しま
す。たとえば、先に述べた成長段階において潜在意識と現実意識を行き来する
中学年において、一方を絶つのではなく現実意識世界を生きるためにも潜在意
識の世界を大切にし、二つの世界を結ぶテーマを意識的に提示し書いてもらっ
ています。その一つが「穴」「夢」「たね」といったものです。
　このように私たちは作文を児童の成長を促すための手段と捉えると共に、作
文そのものが児童の成長そのものと捉えています。
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（5）素読
　多くの知能因子を刺激する立場やブルーナー（アメリカの教育心理学者）の
直感的理解の立場から、素読を 1 年生の段階から 6 年生まで一貫して行ってい
ます。
　この素読というのは、中国や日本の古典をその概念からではなく、図形（字
形）、記号（音声）、リズムからアプローチしようとするやり方です。

　

3．その他

（1）学外の取り組み
○読売新聞社主催「全国小中学生作文コンクール」をはじめ学外のコンクール
に可能な限り応募しています。その選定はもちろん、本校の目標に合致するか
どうかであり、また、児童の発表の場としての保障として捉えています。
　上記のコンクールでは毎年多数の入賞者を輩出するのみでなく、全国での最
優秀賞も受賞しています。
○漢字能力検定
　年 1 回希望者による漢字検定を実施しています。最近では幼稚園からの応募
もあり、興味関心の高さを伺わせます。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

（2）卒業論文
　　6 年間の国語学習の集大成として「私とことば」というテーマで論文に取
り組んでいます。この卒業論文は、資料を集め分析・整理し、論理的に記述す
ることを目的とはしていません。子どもたちが、まだ明確に意識していない問
題を書く、書きながら考える、書くことによって考えることを目的としていま
す。それ故『論考』とも呼んでいます。
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数学教育 

1．本校の数学教育の特色

　本校には数学が好きな子ども達がたくさんいます。英才児は物事を深く広く
理解しようとします。そういった子ども達の興味関心に応じたカリキュラムで
学習しているので、本校では教科名を「算数」と言わずに、より専門的な「数
学」という言葉で呼んでいます。例えば 1 年生で扱う図形の学習では、教科書
では「かたち遊び」などの題名で身近なところから形を探す学習などが中心で
す。本校では 1 年生で曲線と直線の違いや角の意味と直角を学習します。そし
て曲線で囲まれているか、直線で囲まれているか、角の数や辺の数など、様々
な視線で図形を分類し、そこから三角形や四角形の定義を学習します。また三
角形についてもさらに詳しく、正三角形・二等辺三角形・直角三角形を学習し
ます。このように児童の興味・関心を大切にしながら、より深く広く学習を進
めています。
　また本校のカリキュラムの中には「集合」「数列」「確率」など、教科書では
扱われていたとしても簡単に触れられている程度のものも、一つの単元として
深く学習しています。例えば「数列」では等比数列や等差数列も学習します。
また「確率」では、アメリカ合衆国でのクイズ番組で話題となったモンティ
ホールジレンマを授業で取り扱ったこともあり、児童の興味関心を引きだしな
がら、より深く学習を進めています。

2．教材や授業の様子

─ゲームで楽しく学ぶ（1 年生の授業より）─
　右のゲームは一年生が取り組む「分解五目並べ」と言うゲームです。
　サイコロ（この場合は 10 までのサイコロを使います）を振り、6 の目が出た
らその数を 2 つの数に分解し、ゲーム盤上の数字を丸で囲んでいきます。縦、
横、斜めでも 5 つ数字が並んだら勝ちです。相手の邪魔もしながら工夫して数
を分解していきます。



51

Ⅱ　教科の基本方針と内容

　特に低学年では、たくさんの手作りのゲームが用
意されており、ゲームに楽しく取り組みながら、自
然に数や計算に慣れていくよう指導を工夫していま
す。

─コンパスを使って絵を描く（1 年生の授業より）─
　1 年生から様々な作図に挑戦
します。これはコンパスで円
を描きながら、思い思いの絵
を描いているところです。1 年
生ではさらにコンパスを使っ
た三角形や四角形の作図にも
取り組みます。低学年で育ん
だ作図の力はその後合同や対
称図形の作図、立体の作図な
どにつながっていきます。

─面積を工夫して学ぶ：12cm2 の世界（2 年生の授業より）─
　長方形と正方形の求積については、2 年生で学習します。まず広さ比べから
始まるので、子どもたちも興味津々です。面積は、1cm2（縦・横 1cm）のマス
がいくつあるかで表すことができるということを知り、
そこから正方形・長方形の面積はどのような方法で求
めることができるのかをみんなで考え、公式について
も学習していきます。
　「12cm2 の世界」という教材で
は 12cm2 がどのくらいの広さで
あるのか、量感覚を養うことを
ねらいとした活動を取り入れま
した。1cm2 のマスを使って様々



52

な絵を作るのですが、正方形を半分にして 2 つ合わせれば 1cm2 になるというこ
とを自ら考えるなど、子ども達は工夫を楽しみながら学習に取り組みました。

─インド数学に挑戦（3 年生の授業より）─
　この教材は、トピック教材で、2 年次に
学習した二位数×二位数の筆算を、他国

（古代インド式筆算）の方法との比較を
通じて、既習の筆算の“良さ”を見つめ
直すことをねらいとしています。多角的
な視野から「当たり前を疑う」ことで、
見えなかったものが見えてきます。
　この授業を終えて、「ぼくは、日本の
やり方が一番わかりゃすいから好き !」
と口々に言っていた子ども達がいたこと
が大変印象的でした。

〈子ども達の意見〉
【インド式筆算】
○良いと思った点　　△不便な所

○：こんなやり方で答えが出せるなんてすごい !
○：九九を知らない子でも、たし算だけで答えを出すことができる。
○：日本の筆算と同じように、位がそろっている。
△：線を書く時に間違えそう。
△： 大きい数（例：89 × 76）のかけ算だとすると、線がいっぱいになって、

ぐちゃぐちゃになる。
【既習（日本式）の筆算】
○九九を使って、やり方をマスターすれ ば速い。
○ムダが無い。
○ 大きい数（例：89 × 76）同士の計算でも、小さい数同士（例：12 × 24）の

時でも、やりづらさはそんなに変わらない。
△：九九をしっかり覚えていないと、　答えが出せない。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

─作図の応用に取り組む（4 年生の授業より）─
　4 年生では対称図形を扱います。線対称
図形、点対称図形の意味を学ぶとともに、
実際にコンパスを使って作図をします。左
の絵は点対称図形をコンパスで描いてい
るものです。直線と曲線に囲まれた複雑な
図形の作図に挑戦しています。4 年生の子
ども達は、対称図形の学習の前に合同な
図形を学習しており、このころになるとコ
ンパスでの作図にも随分と慣れてきます。

─ ハノイの塔に挑戦：規則性を発見する
（5 年生の授業より）─

　規則を見つけることが容易な数列につ
いては、1 年生から触れますが、本格的に数列を単元として学習するのは、5 年
生です。等差数列・等比数列について一般項の求め方や数列の和について考察
をしていきます。また、応用として階差数列にも挑戦します。
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　規則性の発展課題として、19 世紀の数学者リュカの考案したパズル『ハノイ
の塔』は、実際に円盤を操作しながら、その規則性に気づくことをねらいとし
ています。試行錯誤を重ねながらも、その過程を楽しみ、「なぜ」を追求する
心を持って、意欲的に学習しています。

─6 年生Ａクラスは、卒業研究に挑戦─
　6 年生の A クラスでは、3 学期に卒業研究に取り組みます。一人一人がテー
マを見つけ、それについて研究しレポートにまとめるものです。これまでの研
究からいくつか紹介します。
①「円周率に迫る」

　円に内接する正六角形の周の長さは、円の直径の 3 倍です。では正
十二角形ではどうなるのか。30 度・60 度・90 度の直角三角形では辺の
長さの比が 2：1：√ 3 になることを利用して、正十二角形の周の長さが
直径の何倍になるのかを求めました。その結果、およそ 3.105828…倍で
あることがわかりました。同様に正二十四角形では約 31324404…倍、正
四十八角形では約 3.1387824…倍と、正確な円周率の値に次第に近づいて
いくことを明らかにしました。

②「ポーカーの確率」
　ワンペアやスリーカード、ストレー
トなど、すべての役についてそれがで
きる確率を計算しました。役の強さ弱
さはその役ができる確率と相関関係に
あることがはっきりしました。

③「角の三等分線」
　コンパスと定規だけで、任意の角
の三等分の作図に挑戦しました。試
行錯誤した結果、任意の角の三等分
は不可能であることが証明されてい
ることを知りました。方針を変更
し、任意の角の三等分線や五等分線
を作図する道具を作りました。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　これらは研究テーマのごく一部です。毎年の 6 年生が独自の視点でユニーク
なテーマを見つけ、研究に取り組んでいます。

3．教育方針

　本校の数学教育では次の（1）〜（4）を指導の基本方針にしています。
（1）　基本的な知識や技能を、いろいろな角度から考えさせる。
（2）　教えることより、考えさせることに重点を置く。
（3）　問題解決や発見学習に重点を置く。
（4）　 一人ひとりの能力の限界へ挑戦させることと、一人ひとりの能力と個

性を啓発し、それに応じた指導を行うために、個別学習に重点を置く。

4．指導内容の重点

　本校のカリキュラムは、数学の知識や概念を理解させたり、技能を養うこと
だけでなく、できるだけ多くの知能因子を刺激することも大きな狙いとして作
られています。また数学の各領域を均等に深め、それらの領域の融合化、統合
化がはかれるように考えられています。カリキュラム作成上の観点は以下の通
りです。
（1）　知能開発と数学的思考力を養成する。
（2）　関数的な考え方及び、集合の考え方を養成する。

　このために「数の合成分解」「方程式」「集合」「数列」「確率」「関数」「順列・
組合せ」「数の体系」「図形の論証と作図」「規則性」に指導の重点を置く。
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5．学年別指導体制

学　年 指導体制

1・2 年 ホームルームクラスで授業を行い、各クラスに 2 人の教師が入り、
きめ細かく子ども達の学習を指導しています。

3・4・5 年 学年を能力別に A・B の 2 クラスに分け、それぞれのクラスに 2 人
の教師が入り、きめ細かく子ども達の指導をしています。

6 年 学年を能力別に A・B1・B2（もしくは C）3 クラスに分け、1 人の教
師が指導をしています。

6．教　材

　1 の本校の数学教育の特色で述べたように、本校の子ども達は、教科書の内
容を学ぶだけでは満足しません。英才児の発達段階や特性に応じ、したがって
授業で使用する教材は「教材シリーズ」のテキスト（本校で独自に編集したも
の）や各学年の担当教師が作成したプリントが中心となります。
　また特に低学年を中心に本校の教師の手作りのゲームも数多く取り入れてお
り、子ども達はゲームをしながら楽しく学習に取り組んでいます。また高学年
では「ハノイの塔」など、思考を深めていく教材も積極的に取り入れています。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

英語教育 

1．目　標

世界に、いろいろな人がいるということを理解し、その人々を
尊重し、その人々と協力する芽を育てる。

　

　各学年においての目標は次に示すように子どもたちの発達段階にあわせて設
定し、教材、授業形態を通して上記の目標に近付けるよう考慮しています。そ
の中で、教材や授業内容が子どもの琴線に触れたとき、子どもは単語、フレー
ズ、文法の規則を自然な形で拾い上げていきます。
　これからの世界は今まで以上に国際化が進んでいくでしょう。そんな中で英
語の必要性は増々広がっています。未来を生きる子どもたちのために、低い年
齢のうちから、英語を通して世界を知ることが大切です。それは結果的に日本
を知ることにもつながるのです。
　言葉は意思を伝え、お互いを理解し合うためにあるわけですから、意思のな
い言葉は意味をなさないわけです。子どもたちがこの 21 世紀を日本人として
だけではなく、地球人として意思を持ち、それを伝え合い、理解し合いながら
生きられるよう、その力を英語教育を通して育んでいきます。また、そのこと
が国際理解教育、国際平和教育の出発点となり、地球規模で差別と偏見のない
物の見方、考え方が育めたらとも考えています。

　なお、本校では 3 年生から行われていた英語の授業を、平成 28 年度から 1
年生から始めました。
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2．各学年の指導テーマ

［ 1・2年生］楽しく英語の音に慣れていこう

　1・2 年生では、たくさんの歌やリズム遊びを通して、子どもたちが英語の
音やリズムに慣れるようにします。また「教室にあるもの」「動物」「食べ物」

「職業」「部屋にあるもの」などの英語に触れ、子どもたちの身の回りにあるも
のを英語で言えるようすることで、英語を身近に感じさせることができます。
　英語の基本の音となり、将来英語を読んだり、書いたりするための基本にな
るアルファベットにも慣れさせていきます。この時に大切なことは、常にゲー
ムや活動を通して、子どもたちが楽しく英語に触れることだと思います。

［ 3・4年生］自分を表現し、相手を知ろう

　3 年生では、まず自分自身のことを相手に知ってもらうための表現を取り扱
います。このことは、同時に相手のことを知るために、しっかりと相手の話し
を聞くことにもつながります。つまり表現を習得することだけではなくて、コ
ミュニケーションのためには自分が話すだけではなく、相手を尊重し、相手の
言うことを受け止めることの必要性を伝えていきたいです。
　そして 4 年生では 2 泊 3 日の「イングリッシュキャンプ」を行っています。
ネイティヴの先生との 3 日間の英語漬けを通して、英語を話す楽しさと必要性
を実感することになります。

［ 5・6年生］世界に目を向けよう

　5・6 年生では、英語を通して様々な「世界」を学習します。その範囲は自
然、地理、理科、歴史、社会問題などの多岐にわたります。外国の文化や生活
様式の一部に触れることは、同時に日本を見つめることにもつながります。取
り扱う国や地域もいわゆる“先進国”ばかりではありません。いろいろな角度
から「世界」を学ぶことで国際理解の基礎的な力を養うことが目標です。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

3．主な指導内容

4・5 月 6・7 月 9・10 月 11・12 月 1・2・3 月

1
　
年

No English Lessons ◦ At the Zoo

動物の名前、体の部位、 アル
ファベットの大文字

◦ In the
　 classroom
教室の語い、
簡単な英語の
あいさつ、簡
単な指示英語

2
　
年

◦ In My house

家の中にあるもの、数字（時
間）、フォニックス

◦ At the Shops

果物、野菜などの食べ物、好
きなもの・嫌いなもの

◦ In My Town

職業、乗り物、
町 に あ る 建
物の名、アル
ファベット小
文字

3
　
年

◦ About
　 Myself
自分の年齢、
住んでいると
ころ、好きな
果物、スポー
ツなど

◦ What Am I ?

動 物 の 特 徴
（色、鳴き声、
体など）

◦ Halloween

ハロウィーン
語い、自分の
誕生日、世界
の行事の日付

◦ Seasons &
 Weather
各季節の語い、
天 候、クリス
マスなこと

◦ My Family

家 族 に つ い
て、子どもの
一日の生活、
学校の教科

4
　
年

◦ Let’s Enjoy English Camp !

イングリッシュキャンプに向
けて、英語の基本の語彙・表
現、自己紹介などの練習

◦ The World
 where We
 Live
世界の 7 大陸、
8 か国につい
て

◦ Wild Animals

動物と地域、
その特徴を表
す言葉

◦ Let’s Act Out!
英語劇を通し
て自己表現力
を身につける

5
　
年

◦ Everyone is
 Special

絵本を通して
表現を学ぶ

◦ My Favorite
 Season

各季節にする
好き

◦ Children
 around
 the world
アジアの子ど
もたち、進行
形の英語

◦ Water Cycle

水に関する語
い、 表 現、 過
去を表す表現Ⅰ

◦ School Trip

学校行事（修
学旅行）での
語い・表現
英語の暗唱

6
　
年

◦ Solar System

太陽系の惑星
の 特 徴（ 比
較・最上級）

◦ Which would
 you rather be ?

世界遺産につ
いて

◦ Welcome to
 Japan

日本紹介のた
めの英語表現 

◦ Once upon
 a time

過去の偉人を
英語で学ぶ

◦ Speech Contest

4 年間のまと
め、スピーチ
コンテスト
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4．指導方法

（1）　少人数での授業展開
　授業は、各ホームルームクラスを 2 つのグループに分けて、1 グループ約
15 人で行います。これは教科の特性上、子ども全員が参加でき、一人ひと
りが練習できる授業を目指すためです。

（2）　子どもが理解できる英語を使っての授業実践
　Teaching English in English（英語を英語で教える）を原則として、子ど
もにわかりうる英語で語りかけていきます。このときに留意すべきことは、
わかりやすい表現を何回も繰り返し使うこと、教室英語を徹底することなど
です。

（3）　子どもの活動を中心にした授業
　授業を運営する上で、教師がイニシアチブをとることは言うまでもありま
せんが、子どもが受身的にならず、教室では授業の中心となって参加するこ
とが大切です。子どもが自ら参加し楽しみながら習得した英語は子どもから
離れることはありません。

（4）　英語のリズム、イントネーションの重視
　テーマに沿った口頭リズム遊び（ジャズチャンツ）や英語の歌（ナーサ
リーライムなど）を通して、英語のリズム、イントネーションを自然な形で
伝えていきます。

（5）　様々な活動を通して子どもを多角的に評価して、子どもの意欲を促進
させる授業の展開
　子どもを多角的に評価し、その評価、またはその後の授業が子どもの意欲
を促進させるものでなければならないことは当然のことです。そのために授
業においては、ひとつのテーマの中でも様々の活動を取り入れ、すべての子
どもが活躍できる場を設定するように努めます。

（6）　各学年のテーマにそって、英語の世界を広げる
　本校では前述のように、各学年のテーマにそって授業内容、教材を拡張
し、作っています。したがって、教材を子どもたちに与えていくだけではな
く、子どもの興味に合わせて発展させていき、結果として英語の世界を広げ
ていきます。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

（7）　外国人教師による授業
　現在 5・6 年生の英語の授業では、週一回外国人教師（ネイティブスピー
カー）による授業を行っています。
　授業で覚えた英語の単語や表現を使って実際にネイティブの先生とコミュ
ニケーションすることができ、子どもたちは英語の必要性と楽しさを実感す
ることができます。

5．国際交流

　英語の授業の延長として、各学年に年に一度、日本に住む外国の方を学校に
招いて、その国の人々の生活や子どもたちの様子などを話して頂いています。
国籍も今までにラオス、インド、ブラジル、中国、タイなど様々です。海外の
話しを直接聞くことで、子どもたちは世界を肌で感じることができます。また
英語の特別研究では、海外の子どもたちと交流をしています。海外の子どもた
ちの生活や関心事などを直接知ることができ、また日本の自分たちの生活を紹
介することができるようになります。
　このようにできるだけ世界の人と接し、子どもたちが世界を身近に感じる機
会を与えていきたいと思っています。
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理科教育 

1．理科における知能開発

　本校の教科指導の方針としては、「教えるのではなく考えさせる」という点
があげられます。つまり、「教えることを少なくして、考えさせる場面を多く
していく」と、あるいは「一を知って、十を知る。」と言い換えることもでき
ます。
　教科の学習では、考えるにあたって何を提示するのか、『教材』が大切にな
ります。子ども達は、提示された資料などを手掛かりに問題を解決していきま
す。このような活動が、子ども達の思考力を養っていくことにつながると考え
ています。
　どのような思考を求めていくのか。学年ごとに以下の思考過程に重点を置い
ています。
　2 年生：「比較」、「類推」
　3 年生：「比較」、「類推」、「時間の流れ」
　4 年生：「関連付け」、「一般化」
　5 年生：「関連付け」、「一般化」、「時間の流れ」、「視点の転換」
　6 年生：「関連付け」、「一般化」、「視点の転換」
　このような思考過程を意識しながら授業を構成しています。
　

2．本校の理科教育の特徴

　①　理科の学習は 2 年生から
　生活科の導入によって、子ども達の生活に重きを置いた教育が進められる
ようになりました。子ども達の身の回り、身近なものを題材に自己を見つめ
ていくことが初期の自然教育の中で大切にされるようになりました。これに
対し、本校では、身近な自然にはたらきかけるというねらいを踏まえつつ、
さらに発展していく余地を含め、教科の学習を進めていこうと考えていま
す。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　英才児を対象とした教育という点から考えるならば、知への好奇心はどこ
までも深めていける状況にしたいと考えます。それは、学習の範囲は、誰か
が定めるものではなく、こども達の興味関心に応じ発展していくものである
と考えるからです。そういう点から考えると、生活科の教育には限界が生じ
てしまいます。子ども達と探究していく過程に重点を置き、より科学的な内
容を含めていくことが初期の科学教育においても大切なものであると考えて
いるのです。この点において、2 年次の理科のスタートは、本校にとって必
然的なものと考えられます。

　②　子ども達の体験を重視
　子ども達の思考はどのように進められていくのでしょうか。
　思考のもとになるものは教員から示される教材です。一枚の写真であった
り、映像であったりします。さらに理科においては、実験や観察と言った体
験が持つ意味は大きくなっていきます。
　理科教育において、取り扱われるものは、生きものや自然に起こることに
なります。こうしたものを通して、自然の中に潜んでいる共通点や相違点を
引き出していきます。また法則性を見出していきます。
　情報化が進んだ社会にあっては、こうしたことを書物やホームページなどか
ら学び取ることもできます。このような情報源から学んでいくためには、体験が
必要になってきます。実体験こそが知識を身につけていく土台となると考えるか
らです。本校では、可能な限り、体験できる状況を作り、調べていくように教
育の過程を組み立てていきます。その体験は、見る、聞く、触る、嗅ぐといっ
た五感を通した体験である必要があります。特に低学年であればあるほど、こ
の五感のはたらきは、鋭くなります。本校では、可能な限り、体験できる状況を
作り、調べていくように教育の過程を組み立てていきます。一見科学的に意味
が見出しにくい気付きであっても、見直していくと科学の一面を捉えることも多
いものです。本校では、可能な限り実際に自らの手で調べ、学び取る活動を取
り入れるようにしています。こうすることで学習内容が、身につきやすいものと
なると感じます。効率的かと問われれば、非効率的となることかもしれません。
　しかし、一つの現象について考えていく手掛かりを自らの手で得ることが
できます。書物では書いてある情報から物事を考えていくことになります。
体験による学習であれば、自ら気付いたことがそのまま現象を考察していく
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情報となります。与えられた情報から学ぶのではなく、自ら見出した情報か
ら考えが進められるのです。これは、学習に向かう意欲という点からも大き
な意義のあることと考えます。自ら学び取る意欲的な学習が期待できるので
す。

　③　実物に触れる機会をより多く
　体験を取り入れるという点を発展させると、実物に触れる機会を増やして
いくことに行きつきます。
　例えば、恐竜の学習における教材を考えてみます。恐竜の骨格図からもた
くさんの情報が得られます。スケールがついていれば、およその大きさを思
い描くことができます。直観的に物事を考えていく低学年の子どもたちの場
合、より具体的なものを示すことに
よって思考がさらに深められます。
　例えば、実寸の四分の一のティラ
ノサウルスの頭骨の標本がありま
す。これを子どもたちに見せると実
に様々な事に気がつきます。頭にた
くさんの穴があいていること、歯が
鋭いこと、頭骨が正面から見ると幅
が狭いこと…。
　このように、実物の持つ意義には大きなものがあります。

3．各学年で重点を置いていること

　（1）　2・3 年生
　①　理科的な遊びを通した学びの機
会を多く取り入れる

　理科教育のスタートに当たり、
きっかけは、遊びからという学習内
容も多くあります。「おもりで動く
おもちゃ」（2 年次）はその一つの例
です。

恐竜の化石標本

俵ころがし
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

　ここでは、俵ころがしのおもちゃを子ども達と作ることから始めます。紙
で作った入れ物の中にビー玉を入れます。そして、実際に遊ぶ時間を取りま
す。最初は、筆箱の上に下敷きを置き坂道を作って転がします。子ども達は
次々に工夫をしていきます。もっと長い時間転がすにはどうすればよいか。
俵ころがしを行ったり来たりさせるにはどうすればいのか。友達より早く転
がすためにはどうすればよいのか。坂道から落ちないように下まで行ける
か。…等々。次々に活動が広がっていきます。こうした子ども達の発想を大
切にしていきます。
　この活動の後、俵ころがしの面白い動きの原因を皆と考えていきます。先
の体験が、この問題の糸口となります。
　このほかにも各単元の学習の初めに、興味を引きそうな現象を見せるとい
うこともあります。

　②　用語を早い段階から正しく使う態度を養う
　正しい用語は、正しい科学認識の上に身に付きます。大切なことは、どの
ような科学への認識を持たせることができるかということになります。例え
ば、「とける」という言葉があります。2 年次に水に溶けるものの学習をし
ます。水に溶けるのはどのようなものか考えていきます。さらに速く溶かす
にはどうすればよいのかを考えます。この「とける」という言葉には様々な
意味があります。子ども達にとってはどれも同じ「とける」と捉えがちで
す。ですから、学習を通し、どの「とける」なのかを整理して学習を進めて
行くことになります。
　日常生活の中に入り込んでいる科学に関わる言葉も慎重にその意味するこ
とを吟味して授業で取り扱うようにしています。こうすることで物事のつな
がりを整理し、科学的なものへと深めていくことができます。

③　観察力を養うために、自然観察ノートを活用する
　2 年生で自然観察ノート「自然のたより」を利用しています。これは、自
らが見つけた生き物や面白いと思った現象についてノートに記録していくも
のです。週に一度提出し、学年で冊子を作り、その内容を皆のものとします。
　身近な自然に目を向けるということと観察力を養うということをねらいと
して進めています。みんなに発表することが観察力を刺激します。友達の描
いたものを見ることで形の捉え方、大きさの違いの捉え方、つながり方の捉
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え方が変わっていきます。また描き続けることによって、スケッチ自体も大
きく変わっていきます。次の図は、4 月当初のスケッチと学年末の 3 月に描
いたスケッチです。

　こうして養った観察力は 3 年次以降の植物の成長記録や顕微鏡観察で発揮
されます。

　（2）　4 年生
　①　物質の基礎概念をしっかりと身につける

　物質を、分子からできていると捉え学習を進めていく基礎をこの時期に養
います。
　その柱としている学習が、「三態変化」と「膨張」です。熱力学の基本と
なるところです。物質が分子でできていること、及び分子同士を結び付ける
力があることによって、三態変化を分子の状態変化から捉えさせたり、膨張
という現象がどのようなことなのか分子レベルで考えさせたりします。

　②　実験場面を多く取り入れる
　4 年生以降、実験を積極的に取り入れ、学習していきます。これは、前項
の理解を深めるためのものです。例えば、実際に水を温め、どのようなこと
が起こるのか、実験したからこそ気づけることがあります。日常生活の中で
お湯を沸かしたことが一度や二度はあるでしょう。日常の一場面であって
も、目的意識を持って、じっくりと観察すると、新たな発見もあります。こ

3 月に 2年生が描いた
スケッチ

4月に 2年生が描いた
スケッチ
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うして得た事実が、思考を進める大切な事実となっていきます。
　思考を進める上でも実験することは大きな助けとなっています。

　（3）　5・6 年生
　①　これまでに養った知能を活用し、問題解決

　それまでに学習してきたことを手掛かりとして問題場面を考えます。
　たとえば、6 年生に、表面張力を考察させる実験方法を考えさせたことが
あります。様々な太さの針金でアメンボを作りました。そして、どのような
水（水溶液）にすると表面張力が強くなるのかを主題としました。
　班ごとで考えました。様々な実験を考え出し、検証していくことができま
した。これは、知識を問うている課題ではありません。すでに班の中の人達
が持っている知識をどう活用し、答えを見いだしていけるのかという点に主
題を置き行いました。
　自分で考えた実験ができることは子ども達にとって大きな喜びであったと
授業後の子ども達の感想にありました。

　②　直接手に触れることが難しいものに関しても考えていく
　高学年になると、学習の題材の幅が広がっていきます。手が届かないも
の、大昔のもの、巨大なものへと広がっていくのです。しかし、たとえその
ようなものであっても、身近なモデルを用いて考えさせていきます。
　「星の動き」「太陽と月」（いずれも 6 年次）は、高学年ならではの学習とな
ります。

4．校外学習と理科教育

　（1）　恐竜の学習
　2 年生が国立科学博物館に赴き、
恐竜の化石を観察します。学校にあ
る四分の一の大きさの標本ではわか
らないその大きさに驚きます。そし
て、生活の様子を思い浮かべてみま
す。生身の生きている姿が頭の中に 国立科学博物館
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浮かんでくるようです。学校で学んだ時にはそこまでの想像が難しいのです
が、実物を前に子ども達の発想は広がっていきます。

　（2）　星空の学習
　私たちは、地球から星空を眺めています。地球に視点を置くと、星が動い
ていると捉えることもできます。しかし、視点を宇宙に転じてみると、地球
の動きに原因があると捉え直すことができます。このように学習を進め、視
点を転換してみて星の見え方の原因を考察した上で、プラネタリウムに出か
けていきます。
　日本からの見え方に捕らわれず、赤道や北極点での星の見え方、動き方を
イメージしてみます。そして、実際にプラネタリウムで動かしていただき検
証していきます。
　このことから、改めて地球の自転を肌で感じることになります。

5．自然観察会

　一歩学校の外に踏み出せば、自然が
そこに広がっています。教室の中の学
習では、限界があります。子ども達の
探究心に見合った教育を考えると、自
然に触れることが必要になります。理
科の授業で学んだことを実際に自然に
触れながら、さらに深化させていくべ
く、学年に応じ希望者を対象に、自然
観察会を年 1 〜 2 回実施しています。それぞれの活動の内容は以下の通りです。

　（1）　川原での学習（3 年次と 4 年次）
　川原に出かけて行けば、石があります。植物も生えています。虫もいま
す。川原の石がなぜそこにあるのか考える時、教室で写真等を手掛かりに考
えることもできます。しかし、一歩外に足を運べば、実際に川原の石を手に
することができます。手にすることで大きさや形に自然と目が向きます。石

川原の観察会
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の美しさに心奪われる人も出てきます。こうなれば、石の起源についての学
習の素材が整ったといえます。

　（2）　星空の観察（5・6 年次）
　東京の夜空にどのくらいの星が輝
いているのでしょうか。本校の屋上
に出て星空の観望会を行います。普
段星に関心がない人も多く、実際に
観望して初めて、予想以上にたくさ
んの星が見えることに驚きます。明
るい星の多い冬の夜空を楽しみま
す。また惑星に望遠鏡を向けてみる
と土星の輪や木星のガリレオ衛星が
見えてきます。月のクレーターも間近に見えその美しさに心奪われます。

　（3）　水鳥の生活（5・6 年次）
　生き物を愛おしむ心を育むために
は、何よりも生き物との触れ合いの
時間を欠かすことができません。図
鑑が好きで眺めている人も名前を知
ることだけが学びの目的ではないは
ずです。鳥たちとの触れ合いを求
め、図鑑を見ているはずです。
　本校のある武蔵野市には井の頭公
園があり、そこの池にはたくさんの野鳥が生息しています。その鳥たちの生
活の様子を知ることは、鳥への愛情を育むことにもつながります。この会に
参加した子ども達のほとんどが口を揃えて「かわいい。」と言います。

星空観望会

水鳥の観察会
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地理教育 

1．地理教育について

　地理学習のねらいを一言で表わすと、「空間的な広がり」をつかませるとい
うことになります。これは、場所と場所、国と国の関係などについて、さまざ
まな角度から眺め、思考する態度の養成ということであり、「視野の拡大」と
いう言葉で言い換えることもできるものです。
　2 年生（ただし 2 年生は学期末のみ）から 5 年生で地理を学習するわけです
が、それぞれの発達段階に応じた「視野の拡大」をねらって、まず主題を設定
し、それに沿った教材を作成し、指導法を工夫しながら授業を進めています。

2．各学年における目標と具体的な指導内容

　（1）　2 年生
〔目　標〕

ア．視点の違いによって物の見方が違ってくることを理解させ、物を見
る時に視点を変えて見ていく態度を養う。

イ．鳥かん図的視点を刺激しイメージ力及び地図を見る基礎となる力を
育てる。

ウ．空間が連続してあることに気づかせ、空間的な広がりを持って鳥か
ん図的視点を身につられるようにさせる。

　上記の目標を達成するために、具体的には次のような指導を行っています。
①　コーヒーカップを見て、こちら側からどう見えるかだけでなく、向こう

側や上から見たらどう見えるかを考えさせます。
②　自分の教室や校庭などの空間を、上からの視点で見ることができるよう

にイメージさせます。
③　鳥かん図的視点を意識させながら、駅から学校までの地図を描かせます。
④　上流から下流までの川の風景を、川の連続性と変化、また周囲の風景の
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変化をイメージしながら描かせていきます。（写真）

　（2）　3 年生
　〔目　標〕

ア．地図の読図や作成を通じて、地図上での空間の表し方を理解させる。
イ．資料の見方に慣れさせ、資料を作成したり、読み取っていく基本的

な知識や技能を習熟させる。
　上記の目標を達成するために、具体的には次のような指導を行っています。

①　地図記号の表す意味やその起こりについて理解させ、地図の読み取りの
中で活用させます。

②　等高線の意味を理解させ、平面図と断面図の読み取りができるようにさ
せます。（写真）

③　地図の縮尺について理解
し、地図上の距離を求めさ
せます。

④　山の高さや川の長さ、各都
道府県のデータなどを地図
帳を使って調べさせ、地図
帳を自在に扱うことができ
るようにさせます。

川の絵巻物づくり

等高線の立体模型づくり
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　（3）　4 年生
　〔目　標〕

ア．地図・地球儀の基本的な見方や違いを理解するとともに、地図や地
球儀を通して、世界の中の日本というものに目をむけることができ
るようにさせる。

イ．地形図の学習から、土地の景観や起伏を読み取り、その地域の特徴
を把握できるようにさせる。

ウ．日本の地形、気候、人口の学習により、日本の概略を知り、人々の
生活とそれらの結び付きを考えるようにさせる。

　上記の目標を達成するために、具体的には次のような指導を行っています。
①　地図と地球儀の違いをおさえながら、それぞれを十分に活用できるよう

にさせます。
②　日本の地形・気候・人口について、土地利用や人口分布と関連させなが

らとらえさせていきます。

　（4）　5 年生
　〔目　標〕

ア．我が国の農業・水産業・工業の現状と特徴を理解し、その問題点に
ついて考えさせる。

イ．国際社会の中で占めている日本の役割を理解させることにより、国
際的な視野を育てる。

　上記の目標を達成するために、具体的には次のような指導を行っています。
①　農業・工業・水産業について詳しく学びながら、現状や今後の課題につ

いて考えさせていきます。
②　産業の学習の中で、諸外国との関わりについて考えさせていきます。
③　世界のいろいろの国について調べさせ、日本との違いを明らかにさせな

がら他国の文化を尊重する姿勢を養っていきます。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

3．年間指導計画表

学年
月 2年生 3年生 4年生 5年生

4 ⃝方位と地図
⃝ 地図と地球儀 ⃝ 日本の農業

5
⃝ 地図記号と地

図6 
・ 
7

⃝ 視点の転換
 （3 時間）

⃝ 二万五千分の
一地形図 ⃝ 日本の水産業

9 ⃝ 地図帳 ⃝ 日本の地形

⃝ 日本の工業
10

⃝ 統計資料 ⃝ 日本の気候11 
・ 
12

⃝鳥瞰図的視点
（3 時間）

1 ⃝縮図
⃝ 日本の人口 ⃝世界の中の日本2 

・ 
3

⃝ 空間の連続性
（4 時間） ⃝ 等高線

4．巡　検

　子どもたちの地理に対する興
味の拡大と発展学習をねらいと
して、地理科主催で年 1 回巡検
を実施しています。5・6 年生の
希望者が対象ですが、毎回 30
名ほどの参加者があり、成果を
あげています。
　教師が知識を与えるのでな
く、児童が主体的に活動しな
がら地理的な観察の方法を身につけていける内容になっています。
　最近の数年間は、小金井周辺や三鷹周辺のウォークラリーを実施していま
す。コマ地図を読み取りながらコースを進み、途中で地形の特徴や歴史的な事
柄について考え発見させる内容です。

巡検の様子
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歴史教育 

1．歴史科の教育目標

⃝英才教育としての体系的歴史教育
　一般の義務教育のなかでの歴史教育といえば、社会科教育の柱となる「地
理」「歴史」「公民」の一分野として小学校 6 年生から取り扱われます。歴史
的な視野ができるのが 11 歳から 12 歳という調査に基づいて昔から 6 年生か
らというカリキュラムとなっているのです。知能指数 = 知能年齢／生活年
齢（実際の年齢）という考え方に基づき、生活年齢ではなく、知能年齢を基
に歴史教育を始めたのが本校の独自のカリキュラムの始まりです。
　学習目標は、本校歴史科がねらうものと一般の社会科は大筋においては
同じです。しかし、単に学習内容から「地理」「歴史」に分け、早期教育を
行っているわけではありません。それは、本来高校・大学レベルで行う学問
としての「歴史」の中に潜在する知的好奇心・想像性・追究心・観察力・分
析力・実証性といった学問の魅力を見いだせるように組み立てられている日
本で唯一の小学校歴史教育カリキュラムです。
　知能訓練としては、教師の話を聴き、具体的な場面を想像する聴力を通し
た空間認知力を刺激します。
　したがって、歴史科では、先取り学習として難解な知識を詰め込むのでな
く、歴史的思考を 4 つの思考に絞り、各発達段階における歴史を素材とした
ものの考え方 ･ 思考力を養成していくことを目標としています。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

○歴史科で育成する思考力

① 創造的思考力
 学習内容を、単に与えられたものとして受け取るのでなく、

その時代の学習のねらいをおさえて理解し、考えていく力。
② 資料活用能力
 知りたいことにあった資料をさがし、調べていく力。
③ 客観的思考力
 立場を変えて、違う視点から発送できる思考の転換力。そ

の時代なりの見方でものを考える力。
④ 論理的思考力
 物事の原因・結果・影響の流れをつかんで分析する力。

2．学習指導の実際

〈昔話の段階〉　─3 年（10 時間）〜 4 年 1 学期─
①　児童が楽しく取り組める学習である事が何よりも大切にされています。
②　身につけるべきものは、「歴史イメージ」であり、のばす能力は「想像

的思考力」です。
　「今昔物語」などを題材に、説話・伝説を語り、歴史学習における「物語性」
や「人間の生き方に焦点を当てた学習」に意識を向けさせていきます。写真や
絵を最初に提示するのではなく、読み聞かせによってお話の世界に惹きこまれ
る中で、想像力を刺激し映像的に思考し、「歴史イメージ」を積み重ねていく
ことが目的です。その方法として、「想像絵」「続き話」といったことを中心に
行い、まとめとして「絵巻物づくり」に取り組みます。
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〈人物伝Ⅰの段階〉　─4 年生 2 学期・3 学期─
①　昔話で児童に身に着けた「物語性」を崩さないように授業を展開してい

ます。
②　「歴史科学習ノート」の使用方法の指導を通して学習能力の育成を図り

ます。
③　授業展開における教師の「語り」が中心です。

〈人物伝Ⅱの段階〉　─5 年生 1 学期─
①　人物の考え方に注目させ、それが当時の社会情勢とどのように関わって

いるかを考えさせることが中心です。この「社会情勢」というのは、あ
くまでもその人物の考え方を知ることから、それが当時の社会情勢とど
う関わっているかを考えさせます。

②　「資料操作」は、授業が楽しく、しかも高度な思考を要求されるように
展開するので、その人物の考え方や行動を探ることが中心となります。

③　「歴史科学習ノート」の記入においては「個性的」「論理的」になるよう
に指導し、定期的に内容をチェックして励ましています。

　人物伝学習では、常にその当時の異なった立場の人間になったつもりで、社
会問題について意見をぶつけあうことになります。ある社会事象を、当時の人
間の立場から多角的・多層的に考えてさせていきます。

歴史絵巻物　屋島扇の的
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

〈日本通史の段階〉　─5 年生 2 学期〜 6 年生 2 学期─
①　時代の特徴をつかむことを中心にして、日本歴史の全体像をつかむこと

をまずねらいとしています。
②　「歴史科学習ノート」の指導を通して知識の定着を目指します。
③　3 年生より培った「歴史イメージ」を発展させ、まず時代イメージを

はっきりさせます。最終的に日本の歴史を自分の言葉で語ることができ
るということを目標にしています。国際化の時代の中で、自国の歴史を
自分の言葉で語ることはとてもたいせつなことであると考えます。

④　人物伝学習と通史学習のつなぎとして「聖徳学園のあゆみ」を学びま
す。時代背景と共に建学の精神について学びます。

⑤　「現代社会」では、最低限教科書の内容をおさえさせ、知識としての社
会の仕組みを学びますが、社会への関心を持たせるために時事問題は日
常的に扱います。

〈特別研究〉

　日常の限られた時間数の中では取り扱うことができない作業・調査中心の学
習を行います。
　
　1 学期 ･･･ テーマ学習⇒ ①歴史学習の方法論→発掘・文化比較・文献調べ
 ②もののルーツ調べ→家系・家紋など
 ③インターネットを活用しての学習法
　2 学期 ･･･ 縄文土器作り⇒ 5 年生→土偶・ミニチュア土器の制作
 6 年生→使用に堪える得る土器の制作
　3 学期 ･･･ 検証実験⇒ ①制作した土器を用いての料理
 ②火起こしの実験
 ③時代別人生ゲームづくり　　　　　　等
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美術教育 

1．美術教育について

　美術教育の大きなねらいは表現や鑑賞の活動を通して美術に親しみ、美術を
生活に生かし、豊かな情操を育むことにあります。そのためには子ども達が学
校での美術の授業で「つくりだす喜び」を味わい、創作意欲を向上させるよう
な体験をさせることが必要です。
　それには美術の幅広い領域を通して、それぞれの子どもが美術の楽しさを実
感できるような「場」を与えることが大切になってきます。
　授業では基礎的技能の習得、考える力を伸ばしていきながら、表現すること
の楽しさと奥行きを感じさせ、感性を高めていくことを目標にしています。
　絵や工作、デザイン、彫刻などをバランスよく子ども達に学ばせ、学年、学
期ごとによる偏りがないようなカリキュラムにしていくよう、留意しています。
　

2．年間指導計画表

月 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

4 月 自分の顔 絵手紙 想像の世界 自然を描く 窓からの風景 夢のマイホーム

5 月 自分の顔 未知の世界 墨で描く ビー玉コースター 窓からの風景 夢のマイホーム

6・7 月 不思議な木 1 枚の紙から わたしの街 記号で描く 窓からの風景 切手のデザイン

9 月 夏休みの思い出 絵のパズル 理想を描く クリエイトバルサ 木のパズル 銅製表札

10 月 紙版画 紙粘土のお弁当 自分のマーク 運動会の切り絵 木のパズル 銅製表札

11・12 月 先生の顔 迷路を描く コロ画 未来の町 将来の自分 写真を見て描く

1 月 好きな食べもの かるたづくり 鉛筆画 友達の肖像 伝えたいこと ステンドピラミッド

2・3 月 楽しかったこと 不思議な乗り物 タックステンド 未来のロボット 伝えたいこと 自画像
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

3．各学年の特色と主な課題

［第 1 〜 2 学年の特色］
　この時期の子ども達は見ることと感じることが一体化しています。見るだけ
でなく触ってみる、曲げてみる、叩いてみるなど様々な働きかけを試みる時期
です。
〇主な課題
①　不思議な木
　絵の具や布、色紙など、様々な素材を使うことで、造形への興味を引出し、
作ることの面白さを発見させます。
②　お弁当つくり　
　紙粘土を使い自分でデザインしたお弁当を作り、着色をほどこしながら、か
たちを作ること、配色を工夫すること、全体のバランスを考えることなどを学
びます。

［第 3 〜 4 学年の特色］
　中学年の子どもは身の回りの対象との間に、ある程度の距離をおいて接する
ことができるようになります。絵の表しかたを工夫することや、形や色、主題
から思いついた物語を創作することや、教師の助言をきっかけにして、自分の
考え方を確認したりするようになります。
〇主な課題
①　友達の顔
　友達と向き合い、その顔の表情や肌合いか
ら感じ取った自分のイメージを基に、自分な
りの表し方を工夫して表現していきます。
②　サイコロ画
　自分が考えたデザインでサイコロの目を表
現していきます。数字をデザインで表現する
ことで柔軟な発想力を養います。
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［第 5 〜 6 学年の特色］
　高学年の子ども達は自分を見つめ、他者や社会に関わろうとする意欲を持ち
はじめます。美術の活動を通して、自分の内なる世界と他者とのコミュニケー
ションができることの可能性を感じ取り、作品制作をしていきます。
〇主な課題
①　ポスター制作
　自分が普段生活している中で感じていることをポスターにすることで表わし
て、他者とのコミュニケーションの手段としての作品という気持ちを持たせま
す。
②　風景画
　対象をしっかり観察することで普段気が付かなかったかたちや色合いなどを
発見させ、表現に生かしていきます。

③　鑑賞
　校内展示などで自分達の作品や名画を鑑賞する機会を設け、子ども自身の感
じ方やものの見方、直観的な判断や考え方を身に付けるようにしていきます。
　美術室内でも画集などの参考資料を自由に観覧できるので、古今東西の様々
な作品にふれることで鑑賞体験を豊かにしていきます。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

音楽教育 

1．目　標

　「表現」及び「鑑賞」の活動を通して、音楽を愛好する心情と、音楽に対
する感性を育てるとともに、音楽活動の基礎的な能力を培い、豊かな情操
を養う。加えて、鑑賞や創作で個性を引き出し尊重しながらも、器楽や歌
唱を通して全体で合わせる喜びや楽しさを味わう。

2．内容の構成

　「表現」と「鑑賞」の 2 領域からなるものとし、それらの 2 領域の能力を育
成する上で必要となる「共通事項」を置く。さらに「表現」の領域は「歌唱」

「器楽」「創作」の 3 分野から構成する。指導に関しては、様々な音楽活動を通
して刺激を与え、感性を育て、基礎的な能力がバランスよく身につくよう工夫
する。また、歌唱、器楽、創作、鑑賞の 4 つが持つ多面性を授業の中で効果的
に生かせるようにし、それが 6 年間を通じて体系的に作用するよう考慮する。

3．本校における指導方針

①　年ごとに「今月の歌」「学期の歌」「年間の歌」を設定し、全学年で行事
や朝礼等で一緒に歌い、日常的に音楽に親しむ。

②　聖徳祭だけでなく、入学式・卒業式・運動会など行事においても児童自
身が責任を持って音楽を創りあげていく。

③　毎年 11 月に行われる聖徳祭では、クラス主体の発表の場であると同時
に、音楽科としてはその学年での音楽の技能、表現の発表の場と位置付
け、音楽を通して子どもたちが成長できるように留意する。

④　「個性」と「個の力量」を重視し尊重している本校だからこそ、集団で
音楽を聴くことや表現することの楽しさを学べるように工夫する。
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⑤　高学年としての技量向上と本物のコンサートホールを体験するという観
点から、4 年生で東初協音楽祭（私立小学校の合同音楽会）に参加する。

4．特別授業・特別活動

①　9 月にリコーダー奏者を招き、4 年生に向けた特別授業を実施する。
②　2 月に邦楽（尺八・筝）奏者を招き、5 年生に向けた特別授業を実施する。
③　外部会場で行われるコンサートやミュージカル等に、有志を募り鑑賞する。
④　聖徳学園中学・高等学校の吹奏楽部・合唱部・和太鼓部の演奏を鑑賞す

る。
（※③④に関しては不定期開催）

5．音楽特別研究と器楽クラブ

　本校では授業の他に、5・6 年の希望者を対象とした音楽特別研究（特研）、4
年以上の希望者を対象とした器楽クラブがあり、それぞれの特徴に合わせた活
動を行っている。
　音楽特研では年ごとにテーマを決め、西洋のクラシック音楽や世界の民族楽
器、日本の伝統的な芸能などを知る。また書籍等を使って各々で調べ、レポー
トやポスターにまとめながら深く学んでいく。音楽の授業では取り扱うことの
ない、より高度で専門的な内容に触れることが一番の目的である。作曲にも取
り組む。ここ数年は、毎年 3 学期に歌舞伎の観劇も行っている。
　器楽クラブは行事（入学式・卒業式・運動会等）での演奏や、校内での発表
会に向けた演奏を行い、器楽アンサンブルを通して音楽に親しむ。

6．全学年共通「今月のうた」「学期のうた」「年間のうた」（2017 年度版）

○今月のうた（季節に合う・歌集に載っている曲という観点で選択）

4 月 はじめの一歩
5 月 エーデルワイス
6・7 月 にじ
9 月 ゴーゴーゴー
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

10 月 世界中の子どもたちが
11 月 まっかな秋
12 月 ジングルベル
1 月 北風小僧の寒太郎
2・3 月 ありがとう 6 年生・はじめましてのともだち

○学期のうた（行事に向けた取り組みという観点で選択）

1 学期 COSMOS（林間学校のキャンプファイアーに向けて）
2 学期 世界中の子どもたちが（聖徳祭の全体合唱に向けて）
3 学期 Believe（スキー学校のスノーセレモニーに向けて）

○年間のうた（総合的な力が発揮できるという観点で選択）

2017 年度 「いまだよ」
（NHK 全国学校音楽コンクール小学校の部　課題曲）

7．行事に関わる学年と曲目（2017 年度版）

入学式 6 年 入場「生命のいぶき」退場「威風堂々」
合唱「ともだち」

1 年生を迎える会 全学年 斉唱「はじめましてのともだち」
林間学校 3 〜 6 年 合唱「COSMOS」

運動会
全学年 斉唱「ゴーゴーゴー」

器楽クラブ アンサンブル「学園歌」「得賞歌」「君が代」
「ゴーゴーゴー」他

聖徳祭 全学年 合唱「世界中の子どもたちが」
スキー学校 3 〜 5 年 合唱「Believe」
6 年生を送る会 1 〜 5 年 斉唱「ありがとう 6 年生」

卒業式
6 年 合唱「旅立ちの日に」
5 年 入場「威風堂々」退場「生命のいぶき」
4・5 年 合唱「明日へつなぐもの」

卒業生を祝う会 6 年生 合唱「（NHK 合唱コンクールの課題曲）」
合奏「（未定）」
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8．音楽科通信

　年 8 回、音楽科で通信「ハルモニー」を発行している。各学年の授業の様
子、児童が仕上げた鑑賞や創作のプリントの内容、持ち物や実技テストのお知
らせ、教員のコラム等を載せ、保護者に日頃の取り組みを伝える。

9．写真で見る音楽科の取り組み（2016 〜 2017 年の様子から）

教科書以外の曲集も使い、
鍵盤ハーモニカを演奏します。

もうすぐ聖徳祭。本番の並び順で、
通し練習を繰り返し行います。

有志で金管楽器のコンサートへ。
生で聴く演奏の迫力に感動 !

鑑賞では、自分なりの気付きや
解釈をワークシートにまとめます。

聖徳祭本番。どのクラスも個性が
よく表れた発表になりました。

プロの演奏家からレクチャーを受け、
珍しい尺八に挑戦です。
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体育教育 

1．体育教育について

　子ども達は遊びを通じて、身体を動かす喜びを知っており、体力を養うには
遊びの中で身につけていくことが望ましいと言われています。それが、今日で
は生涯体育と言われる時代になってきました。それは子ども時代だけでなく、
生涯に渡って運動する喜びを感じながら体力を身につけていくもので、どの児
童もそれぞれの能力・体力に応じて無理なく身につけていくことを目指してい
ます。本校では生涯体育という観点に立って、ただ身体を鍛えていくだけでな
く自主的・主体的な活動をさせていく中で、多くの内容や難しい技に挑戦させ
ていくことを目標としています。また児童があらゆる場面で発表する機会を多
く与えることにより、一人ひとりが自分の得意とする種目を伸ばし、自信をつ
けさせてあげたいと考えています。
　将来的にはリーダーシップのとれる逞しい児童を育てていくことを目標と
し、そのために必要な運動技能や体力・能力などを無理なく、スムーズに伸ば
せるように運動の適時性に注目し、学習内容が子ども達の発達段階に合うよう
なカリキュラムの内容を構成しています。

2．目　標

　調整力を中心に、運動する時に必要な将来に役立つ基礎能力をバランス
よく養う。

3．本校における指導方針

（1）調整力の 4 領域である平衡性・巧緻性・敏捷性・柔軟性を各学年におい
てバランスよく養うことで、運動能力を蓄積させる。

（2）基礎体力について重点を置き、基本の運動として位置づけ、特に弱いか
らだの筋肉を補っていく。
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（3）主体的な取り組みをさせることで、生涯に渡って運動を楽しむ態度を身
につけさせる。

（4）児童ができるだけ多くの運動に接する機会や場を与え、運動能力を伸ば
していく。

（5）一人ひとりが自分の得意とする種目を伸ばし、自信をつけさせる。
（6）リーダーシップのとれる逞しい児童を育てていく。
（7）集団を意識しながら、運動技能の追及や創意工夫した取り組みができる

ようにさせる。
（8）能力の限界に挑戦させる。

4．各学年における指導の重点項目

　1・2 年（遊び・ゲームを中心とした学習内容）
・ 遊びの中から運動の楽しさを感じ、反復して技能を身につけさせるよう

にする。
・ 集団行動を身につけさせながら、ルールついてしっかりと守らせる。

　3 年（ゲームを中心とした学習内容）
・ 遊びの中で身につけてきた技能を競わせることで、活発にさせながらお

互いの技能をより伸ばしていく。
・ ゲームでのルールをしっかりと学ばせることで、公正な態度をしっかり

と養うようにさせる。
　4・5 年（基本・基礎を中心とした学習内容）

・ 活発に取り組んできた技能をより伸ばすために、しっかりとした基本・
基礎を学ばせることで、幅広い能力を身につけさせる。

・ 苦手種目をこの段階で目標まで到達できるように、しっかりと反復させ
ながら身につけさせることで、粘り強い学習をさせていく。

　6 年（発展と応用を中心としたまとめの学習）
・ 今まで学習してきた基礎を活かし、自ら工夫したり、応用させることで

技能を伸ばしていく。
・ 自分から進んで得意種目を更に伸ばすことにより、積極的な姿勢や自信

をつけさせ、最上級生としての自覚を養わせる。
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5．年間指導計画表

1 学期 4 月 5 月 6 月

1 年
基本の運動（鬼ごっこ・模倣・跳び箱・マット運動（前転））

ボール遊びⅠ（ドッジボール）
鉄棒（前回り）

2 年
基本の運動（宝陣取り・マット運動後転・跳び箱開脚跳び））

ボール遊びⅢ（ドッジボール）
もぐらたたき

3 年
力試し運動（S ケン）

ドッジボール
マット運動（とび込み前転）

4 年
バスケットボール（シュート・ピボット）

障害走（ハードル走）
鉄棒運動（足かけ上がり）

5 年
短距離走（ クラウチング ･ スタート・50m 走）　 走り幅跳び又は走り高跳び

バレーボール（スパイク・ローテーション）
マット運動（倒立・側転）

6 年
障害走（ハードル走）

バスケットボール（守り）
マット運動（まとめ）

2 学期 9 月 10 月 11・12 月

1 年
回旋リレー（短距離走 50 ｍ）

持久走（粘り強く）
ボール遊びⅡ（サッカー）

2 年
鉄棒運動（こうもり降り）

持久走（粘り強く）
短距離走とリレー

3 年
鉄棒運動（逆上がり）

持久走（呼吸法）
バスケットボール（ドリブルの基本）

4 年
バレーボール（パスの基本）

持久走（呼吸法）
跳び箱（閉脚跳び）

5 年
リレー（バトンパス）
　　　　　持久走（ペース配分）　バスケットボール（攻撃・速攻）

跳び箱（台上前転）

6 年
リレー（バトンの受け渡しの工夫）

持久走（ペース配分）
リズム縄跳び（創作発表会）
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3 学期 1 月 2 月 3 月

1 年 縄跳び（検定）

2 年 縄跳び（検定）

3 年
リズム縄跳び（基本技）

縄跳び（検定）
サッカー（パス）

4 年
リズム縄跳び（連続技）

縄跳び（検定）
サッカー（ポジションと役割）

5 年 リズム縄跳び（規定演技）
縄跳び（検定）

6 年 バレーボール（サーブとゲーム）

6．小学生の時期に大切な調整力について

　体力には大きく分けて「行動体力」と「抵抗力」の 2 つに分かれています。
その行動力の中にも 3 つ程に分かれ「調整力」、「筋力」、「持久力」と言われて
います。子ども達が運動していく上で、ただ教えるだけでなく、運動生理学か
ら見て、どのような能力を養えば伸びていくのかを知っておく必要があります。
　（1）　大切な調整力

　運動生理学から見た行動力の 3 つには、それぞれ伸びる時期があります。
例えば筋力は男性ホルモンなどの影響が大きく、思春期以降の時期が顕
著に伸びていきます。また最大酸素摂取量についても肺の酸素摂取能力・
循環器系の摂取運搬能力が小学校の時期では、発達しにくいところから、
この能力を早く養っていくことは、弊害を及ぼす結果となります。

　（2）　神経系の発達
　小学校の時期に何の能力を養えば良いのかについてですが、調整力

（瞬発力・筋持久力・調整力）については、逆に早い時期の方が良いと考
えられています。すなわち、神経系の発達が今までの能力とは別に早い
時期にもっとも著しく伸びていくからです。伸びる能力だからこそ発揮
させていく必要があります。

　（3）　運動体験の必要性
　調整力を要する動作は、やさしい動作から習熟し、難しい動作へと発展
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します。難しい動作は、これまで獲得した動作を基礎として成立します。
　最も効果的に学習できる幼・少年期に豊富な運動経験を持ち、多種多
様な基本的動作を身につけておくことは、思春期以降の運動能力の発達
にも大きく影響します。

　よく小さい頃、「身につけた運動は忘れない」と言われ、水泳や自転車乗り
などでよく例に出されます。逆に大人になってから覚えようとすると時間がか
かるということです。これは小さい頃、覚えなくてはならないような内容や感
覚をその時に十分養えなかったことが原因としてあります。このように、小学
校の段階では調整力の役割が非常に大きく、神経系の発達が成人の値に達して
いる小学校の時期に調整力の要素をバランスよく養わせる必要があります。ま
た、その他の要素などは身体的な成長とも密接に関係していることから思春期
以降に養う方が効果が得られる場合もあります。
　以上のことを児童の発達を見極めながら調整力を確実に養っていけるように
日々精進していきたいと思っています。

7．聖徳の特色ある体育科の取り組み

　①ボール運動
　聖徳のボール運動では、「ドッジボール」「サッカー」「バスケットボール」

「バレーボール」へと神経系の発達を考えた一貫性を持った単元の内容を設
定しており、手の平から徐々に指先の末端へ力を送りながらボールをコント
ロールできる能力を身につけることをねらいとしています。

単元 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生
ドッジボール ○ボールⅠ ○ ○

サッカー ○ボールⅡ ○ ○ ○
バスケットボール ○ ○ ○ ○

バレーボール ○ ○ ○
※  1 年のドッジボール・サッカーについては、ボールに慣れることを到達目標に設定しているため、

単元名はボール遊びⅠ・Ⅱとして表示しています。
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②もぐらたたき
　単元としては、どこの学校もやっていない内容です。聖徳では 2 年生で導
入していますが、基本的にはどの学年でも行える内容です。5・6 年生で本
格的なバトンを使ってリレーの授業を行いますが、それまでの準備段階とし
て考えています。
　もぐらたたきでは、「どうしたら上手に渡せるのか」を工夫させています。
そして、自分達で a）順番を考えさせる。b）お互いに意見を出し合う。c）
チームごとに作戦を決めてから行う。など様々な工夫をしながら行うように
しています。
　子ども達の反応として、追う・追われるというスリルのある内容なので大
変興味を示します。
　また、雨が降って校庭が使えない朝などは、講堂で学年関係なく、みんな
で楽しく遊ぶ姿が見られます。動きが単調なので、参加者全員で盛り上がれ
るのも特徴です。
　盛り上がる要因として名前を「もぐらたたきゲーム」としてゲーム化した
ことが興味・関心を引き出しているようです。

単元 1 年生 2 年生 3 年生 4 年生 5 年生 6 年生
回旋リレー ○

もぐらたたき ○
リレー ○ ○

※  1・2 年生はリング（輪）バトンを使い、5・6 年生では本格的なバトンを使用します。

　③持久走（マラソン大会）
　聖徳では昭和 53 年から現在までマラソン大会を実施しています。目的と
して児童の体力向上と精神面、粘り強い気持ち、最後までやり遂げる気持ち
を養っていくことを目標としています。毎年、二学期の運動会が終わった頃
から、マラソン大会に向けての練習が本格的にスタートします。
　現在では低学年（1 〜 2 年生）・中学年男女別（3 〜 4 年生）、高学年男女別

（5 〜 6 年生）のブロック別に分かれて、全学年が 2km を実施しており、東
京都の小学校においては私立学校並びに公立学校においてマラソン大会を実
施している学校は少なく、その中においても聖徳は強い心を育て、逞しい児
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童を目指すという意味で、全学年で毎年実施しています。その点からもマラ
ソン大会は特色ある取り組みのひとつと言えます。

　○マラソン大会に向けての取り組みⅠ
　 体育の授業では
　◦全学年 200m × 5 周走の 1000m（1km）を走ります。
　　ペース走、または全力走などのタイムトライアルの練習を行います。
　◦駅伝方式のチーム対抗戦（1 人 2 周× 5 〜 6 名）
　◦インターバルトレーニング　など。
※ 各学年の発達段階に合わせて、無理のない範囲で取り組める内容を設定して

います。
　○マラソン大会に向けての取り組みⅡ
　 朝練習では

　運動会が終わった後、朝の 8：25 〜 8：35 の時間を使って、マラソン大
会に向けて練習を行っています。

④縄跳び（検定と規定演技、創作リズム縄跳び発表会）
　三学期は、全学年が縄跳び（検定）を中心に行っています。個人の成長に応
じた色々なレベルの技に挑戦ができるため、どの子も興味を持って取り組んで
います。一年生も興味・関心の高い子は、何度も何度もそのレベルを超えよう
と集中して取り組み、毎日校庭で挑戦している姿が見られます。
　レベルの高い技（級）を超えることは容易なことではありませんが、そのレ
ベルを超えたいと思い、興味・関心を持つ子どもは、限界に挑戦する姿が見ら
れます。熱心に取り組んでいる子どもに刺激を受けて、切磋琢磨しながら上達
していく姿は、とても素晴らしいものです。
　毎日、練習に明け暮れて、そのレベルを乗り越えた時の満足感は計り知れな
いようです。更に上へ上へと挑戦する姿は目を見張るものがあります。
　縄跳び一つ取っても、子どもたち同士が刺激を受けながら、頑張っている姿
は、聖徳の良い部分の一つとも言えます。
　また 5 年生では、リズム縄跳びの規定演技（ジンギスカン）の練習・発表会
を行っており、一回も引っ掛けることなく上手に跳べるように頑張ります。
　最高学年の 6 年生になると総まとめということで、今まで習ってきた技能を
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全て出し切れるように、創作リズム縄跳びとして自分達で考えて音楽や演技な
どを決めて作り上げ、最後には発表会を行います。
　また、有志を集めて運動会ではリズム縄跳びの演技も行っています。
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家庭科教育 

1．家庭科教育について

　5・6 年生の家庭科の授業では、衣食住に関する体験を通して日常生活に必
要な知識や技能を身につけていきます。様々な活動の中にも、子ども達の個性
を生かし、創意工夫する力が養われるよう指導していきます。子ども達は楽し
みながら学び、家庭生活を大切にする心情を育んでいきます。
　本校の家庭科教育において、

①　生活を工夫する楽しさや物を作る喜びを知る。
②　家族の一員としての自覚を持った生活を実感する。
③　自分の成長を理解し、家庭生活を大切にする心情を育む。

　以上、3 点を目標として、日々の学習活動を行っています。

フェルトでペンケース作り（5年生）
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2．年間指導計画

学年

月
5 年生 6年生

4 家庭科を学ぼう
見つめてみよう、私と家族の生活 きれいにしよう、クリーン大作戦

5 はじめてみよう、ソーイング 考えよう、これからの生活

6 はじめてみよう、クッキング 暑い季節を快適に

7 元気な毎日と食べ物 工夫しよう、朝の生活

9

わくわくミシン
工夫しよう、楽しい食事

10

11
生活を楽しくしよう、ソーイング

12 かたづけよう身の回り

1 寒い季節を快適に
上手に使おう、物やお金

成長した私たち2 できるようになったかな、家族の仕事

3 家庭科の学習をふり返ろう

3．各学年の特色

① 5 年生
　家庭科の授業が始まる学年です。まず、初めにこれまでの生活の中で、どの
ようなことが自分一人で出来るようになってきたのか、家族の一員としての自
分自身の役割がどのようなものがあるかを確認していきます。そして、実際に
裁縫や調理等に取り組んでいきます。
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　裁縫では、自分の生活に役立つペンケース、東袋を製作していきます。実際
に針や糸、ミシンを使う事が初めての子ども達も多いのですが、新しい体験を
楽しみながら活動しています。
　食物では三大栄養素を学び、バランスの良いメニュー作りをします。調理で
は『茹でる』ことを中心に『ゆで野菜のサラダ』を作り、一年のまとめとして
は、各クラスで柔軟にメニューを決め、実習を行っています。
② 6 年生
　5 年生で学習した学習内容を更に発展させていきます。
　年度当初には自分の生活時間の見直しをし、家族の一員としてできる内容を
再確認していきます。
　裁縫では 5 年次で基本的な裁縫道具の使い方と基本縫いを学習したので、そ
れを生かし、ミシンと手縫いを用いてトートバッグ（29 年度はナップザック）
を製作します。
　まち針を打ったり、チャコペンで印をつけたりするのに初めは苦労します
が、作業工程が進むにつれてどんどん形になっていくことが励みになり、楽し
んで作品を完成させることができます。
　調理では、一学期に栄養バランスを考えたメニュー作りを活かして（29 年
度は餃子・煮込みハンバーグ）二学期にはじゃがいもを使った料理（例年は
ジャーマンポテト）三学期は人をもてなすための簡単調理（例年フルーツサン

バランスの良いメニュー作り（5年生）
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ドや白玉などのおやつ作り）を実施します。

　2 学年を通じ、体験を通して日常生活に役立つ様々な知識や技能を身につけ
ることができます。
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５年生　年間カリキュラム
月 年 間

テーマ 単元（題材） 時
数 指導の重点 児童の活動

4

生
活
を
見
つ
め　

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う

家庭科を学ぼう
（ガイダンス）
 （1 時間）

1 ◎ 入学からの生活や学習を
ふり返り、これまで家族
や周囲の人々に支えられ
てきた事に気づかせる。

● これまでの自分の成長を
見つめ、2 年間の学習の
見通しを持つ。

①見つめてみよう
　私と家族の生活
 （1 時間）

1 ◎ 家族の状況に配慮しなが
ら、家族との関わりあい
や支えられていることを
理解させる。

● 1 日の生活をふり返り、家
族との関わりや生活の仕
方を見つめ、できるよう
になったことを確認する。

5 ②はじめてみよう
　ソーイング
 （4 時間）

2

2

◎ 裁縫道具の安全な扱い方
に十分配慮し、基本的な
技能を身につけさせる。

◎ ペンケース作りに取り組
ませる

● 針と糸を使って、玉結
び・玉止め、ボタン付け
などを練習し、慣れる。

● なみ縫い・返し縫い・か
がり縫いを練習する。

● 習った縫い方を生かし、
ペンケースを作る。

6 ③はじめてみよう
　クッキング
 （2 時間）

2 ◎ 器具の安全な使い方に気
をつけ、扱い方を身につ
けさせる。

◎ 調理方法の『茹でる』を
指導し、茹で方や時間に
よって出来上がりに違い
があることを理解させる。

● コンロを使って湯を沸か
したり、危険な道具の扱
い方を身につける。

● 卵や青菜を茹で、『茹で
る』方法を習得する。

7

④元気な毎日と
　食べ物
 （3 時間）

可能であれば
 +2 時間で実習

1

1

1

2

◎ 普段の食事の中で、どん
なものを食べているかを
調べ、食品に含まれる栄
養素の体内での主なはた
らきにより、３グループ
に分け、その問題点に気
づかせる。

◎ 食事では主食・汁物・お
かずが組み合わせられて
いることに気づかせ、バ
ランスの良いメニューを
考えさせる。

◎ 米や味噌の特徴を調べ、
理解させる。また、ご飯
をうまく炊くために水の分
量や加熱時間を考えたり、
実の組み合わせや切り方、
加熱の仕方を考えさせる。

◎ ご飯を炊き、みそ汁の調
理をさせる。

● 普段の食生活でどんなも
のを食べているか調べ、
３グループに分類する。
また、食品に含まれる五
大栄養素と体内での主な
はたらきについて知る

● 前時に学習した栄養を考
えながら、バランスの良
いメニューを考える。

● 米や味噌の特徴を知る。
● ご飯とみそ汁の調理に向

けた計画を立てる。

● ご飯とみそ汁を調理する。

林間学校で 4 ◎ 林間学校でカレー作りに
取り組ませる

● 班の友達と協力し、下級
生の面倒を見ながら自分
の役割に取り組む

17
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月 年 間
テーマ 単元（題材） 時

数 指導の重点 児童の活動

9

10

11

生
活
を
見
つ
め　

で
き
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
こ
う

⑤ わくわくミシン
 （11 時間）

3

7

1

◎ ミシンの安全な使い方を
確認しながら準備・から
縫い・直線縫いができる
ようにさせる。

◎ 紙と比べながら布の特徴
を分からせる。

◎ 計画を立て、直線縫いを
生かした作品を作らせる。

◎ アイロンの安全な取り扱
いができるようにさせる。

● ミシンを安全に操作し、
直線縫いができるように
なる。

● 布の特性を調べる。

● 自分の生活に役立つこ
とのできる作品を作る。

（体操着入れ ?）
● アイロンを安全に使用す

ることができる。
12 ⑥ かたづけよう

 身の回り
 （1 時間）

1 ◎ 生活している空間に目を
向け、整理整頓の必要性
を知らせる。

● 学校・家庭での身の回り
を整理整頓する計画を立
て、工夫しながら整理・
整頓する。

1
⑦ 寒い季節を
 快適に
 （2 時間）

1

1

◎ 衣服の働きを知らせ、衣
服の着方を考えさせる。

◎ 暖房器具の安全な使い
方・換気の方法などを確
認させる。

● それぞれの季節に合った
着方の特徴や衣服の働き
について考える。

● 日光の役割を考えたり、
温かく過ごす方法を考え
る。

⑧ 上手に使おう、
 物やお金
 （1 時間）

1 ◎ 物やお金の大切さに気づ
き、計画を立て、適切な
買い物や使い方ができる
ようにさせる。

◎ 適切な買い物の仕方をま
とめ、生活に生かすよう
に声を掛ける。

● 物やお金の使い方をふり
返り、上手な買い方につ
いて話し合う。

● 買物をする時の気をつけ
る点を調べ、上手な買い
物についてまとめる。

2 ⑨ できるように
 なったかな
 家庭の仕事
 （5 時間）

（家族とほっとタ
イムと統合）

1

2

2

◎ 家庭には衣・食・住に関
する様々な仕事があり、
自分や家族の生活を支え
ていることを分からせる。

◎ 家族とのふれあいや団ら
んの大切さを理解させ、
その方法には様々あるこ
とに気づかせる。

◎ 簡単なお菓子作りの計画
を立て、家族と過ごす時
間についての計画を立て
させる。

◎ お菓子作りの実習を行わ
せる。

● 家庭にはどんな仕事があ
るかを考え、自分が担え
る仕事はどんなものがあ
るかを考える。

● 一緒に生活する家族との
触れ合いや団らんした経
験について話し合う。

● 団らんを持つ計画を立て
る。

● 実習を行い、家族に作っ
てあげられるようにす
る。

3 家庭科の学習を
ふり返ろう
 （1 時間）

1 ◎ 家族の一員として自分が
どのように成長したかを
確認させる。

● 一年間の学習をふり返
り、できるようになった
ことを確認しあう。

21
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

6 年生　年間カリキュラム
月 年 間

テーマ 単元（題材） 時
数 指導の重点 児童の活動

4

工
夫
し
て
生
活
に
活
か
そ
う

① きれいにしよう
 クリーン大作戦
 （2 時間）

1

1

◎ 生活の仕方や場所により、
汚れの種類や汚れ方が違
うことに気づかせる。

◎ 掃除の方法や手順につい
て、効率の良い掃除方法
を考えさせる。

（ゴミの分別については普
段の掃除の中で指導。牛乳
パック等を利用するなどのリ
サイクルは工作科に依頼）

● どんなところにどんな汚
れがあるか調べる。

● 身近な場所の汚れに合っ
た掃除の仕方を考え、発
表する。

5
② 考えよう、
 これからの生活
 （4 時間）

1

3

◎ 自分たちの生活環境につ
いて考えさせる。

◎ 学習を生かして家族への
感謝の気持ちをまとめさ
せる。

● 身近な環境について、気
が付いたことを話し合う。

● 身近な人へ感謝の気持ち
を伝える方法を考え、計
画的に作業を進める。

6 ③ 暑い季節を
 快適に
 （2 時間）

1

1

◎ 涼しくする住まい方の工
夫や冷房器具の上手な利
用法を調べ、生活に生か
すようにさせる。

◎ 寒い季節の着方と比較し
たり、衣服の中の風通し
を良くする方法について
考えさせる。

● 涼しい住まい方を調べ、
自分の家でできることを
確認する。

● 暑い季節を気持ちよく、
健康に過ごすための衣服
の着方を考える。

7
④ くふうしよう、
 朝の生活
 （4 時間）

可能であれば
+2 時間で実習

1

1

2

2

◎ 時間の使い方について見
直し、確認させる。

◎ ごはんとみそ汁、または
パンと飲み物に合ったお
かずを考え、栄養のバラ
ンスが取れているかを確
認させる。

◎ 材料の買い方、選び方、
保存方法を調べ、実習に
向けた準備をさせる。

◎ 油で炒める調理の良さや
注意点がわかり、フライ
パンの後始末ができるよ
うにさせる。

● 一日の生活時間を調べ、
見直す。

● 栄養のバランスがとれた
朝食のおかずを考える。

● 朝食のおかず作りの計画
を立て、必要な材料を準
備する。

● フライパンを安全に使って
朝食のおかずを調理する。

林間学校で 4 ◎ 林間学校でカレー作りに
取り組ませる

● 班の友達と協力し、下級
生の面倒を見ながら自分
の役割に取り組む

18
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月 年 間
テーマ 単元（題材） 時

数 指導の重点 児童の活動

9

10

工
夫
し
て
生
活
に
活
か
そ
う

⑥ 工夫しよう
 楽しい食事
 （5 時間）

1

4

◎ 栄養のバランスや色どり、
味付けを考えながら献立
を考えさせる。

◎ ジャガイモを用いて、同
じ食品でも調理の方法に
よって色々な料理ができ
ることに気づかせる。

● ごはんとみそ汁を中心とし
た一食分の献立を考える。

● 身近な食品を組み合わせ
て計画を立て、おかずを
作る。

11

12

⑤ 生 活 を 楽 し く
しよう、

 ソーイング
 （7 時間）

2

4

1

◎ 身近にある布で作られた
ものから、生活に役立つ
物を考えさせる。

◎ 個々の計画に沿った作品
作りをさせる。

◎ 実際に作った作品につい
てのまとめを行なわせる。

● 布を用いた生活が楽しく
なるものを考え、計画を
立てる。

● 立てた計画に沿って、作
品作りに励む。

● 完成した作品について、
工夫した点や使ってみて
の感想などを発表しあう。

1

2

3

⑦ 成長した私たち
 （5 時間）

1

4

◎ この 2 年間の成長を実感
し、更によりよい生活を目
指していくよう助言する。

◎ 学習した内容を生かして、
調理実習（あるいは作品
制作）計画を立てさせる。

● 2 年間の学習をふり返り、
生活の中でできるように
なったこと、工夫してきた
こと、また、これらを生か
して今後どのようにしてい
きたいかなどを発表する。

● 2 年間の集大成になるよう
な作品作りに取り組む。

17
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

道徳教育 

■道徳教育の意義

　「なぜ勉強するのか？」と問われたら、多くの子どもたちが「将来の自分の
ため。」「豊かな人生を送るため。」などと答えるでしょう。しかしながら、勉
強していれば人生が上手くいくかといえば、そういうわけではありません。学
力は、大人になったときに社会で必要になる多くの力のうちの一つにしか過ぎ
ません。社会では、コミュニケーション能力、主体性、忍耐力、適応性、向上
心、責任感、課題解決力、リーダーシップ力なども必要になるのです。これら
の力は社会に出た後に育つというよりは、幼少期から少しずつ育まれるもので
す。家庭の価値観が多様化して、地域の教育力が下がっている現代こそ、道徳
教育の必要性が高まっています。聖徳の英才教育の上に、さらに道徳教育を行
うことで私たちの卒業生の理想像である『志のある英才児』に育ていくことが
できる、そう考えています。道徳教育が加わることにより『卒業生が日本を変
えていく教育』すなわち卒業生がそれぞれの得意分野で日本を変えていくこと
を実現していくのです。

■ 7 つの習慣に基づくリーダーシップ教育『リーダー・イン・ミー』

　スティーブン・Ｒ・コヴィー博
士が提唱する『7 つの習慣』に基
づく、『リーダー・イン・ミー』
を取り入れ、リーダーシップ教
育を行っています。リーダーシッ
プ教育とは、全員が「人の上に立
つ」という意味ではなく、一人ひ
とりが自分自身のリーダーとな

り、主体的に行動できるように成長を促すことです。
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『7 つの習慣』
第 1 の習慣：主体的である
第 2 の習慣：終わりを思い描くことから始める
第 3 の習慣：最優先事項を優先する
第 4 の習慣：Win-Win を考える
第 5 の習慣：まず理解に徹し、そして理解される
第 6 の習慣：シナジーを創り出す
第 7 の習慣：刃を砥ぐ
 キングベア出版『完訳 7 つの習慣 人格主義の回復』より

■道徳教育の目標

　新しい時代を拓く英才児にふさわしい、豊かな人間性とたくましい心を育て
る。

■教育課程の特色

1 ．子どもたちの主体性、創造性、自主性を養うために、7 つの習慣に基づく
リーダーシップ教育を行う。

2 ．世界平和に貢献をする子どもたちを育てていくために、修学旅行において
平和学習を行う。

3 ．自分の身の周りの人と共存共栄をしていくために、お互いを尊重し合う社
会性を養う。

4 ．社会正義を重んじ、堅固な規範意識を持てるようにする。
5 ．主体的に自己の進路を選択・決定できる能力を高めるために、キャリア教

育を行う。
6 ．互いの良さを認め合う人権教育を行う。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

■各学年の指導方針

低学年
　・挨拶などの基本的な生活習慣を

身に付ける。
　・様々なことに対して、自ら関わり

を持とうとする気持ちを育てる。
　・善悪を判断し、社会生活上のき

まりを守る気持ちを育てる。
　・他者を思いやる、いたわる気持

ちを育てる。

中学年
　・身近なものに対して主体的に取り組む姿勢を育てる。
　・善悪を判断し、正しいと判断したことを行う心を育てる
　・身近な人々を尊重し、助け合う心を育てる。
　・集団や社会のきまりの理由を考え、そのきまりを守る姿勢を育てる。

高学年
　・物事に主体的に取り組み、自分の行動に責任を持つ姿勢を育てる。
　・相手の考え方や立場を理解して共に支え合う精神を育てる。
　・法やきまりの意義を理解して進んで守る姿勢を育てる。
　・自分の将来を見通し、努力を続ける力、物事をやり抜く力を育てる。
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特別研究 

1．特別研究とは

　5・6 年の児童を対象にして特別研究の時間を設置しています。
　本校の児童は、
　（1） 興味や関心が多方面にわたっており、その内容も多種多様である。多く

の児童は、知的興味や好奇心を満たす世界をもっている。
　（2） 未知の領域に対して好奇心や意欲が旺盛で、好きな教科や得意な教科に

対しては幅広い取り組みや粘り強い追究の姿勢がみられる。
などの特性が多く認められます。そこで、そうした子どもの特性や長所を更
に伸ばしてゆくため特別の研究時間を設けて、大いに取り組ませています。

2．特別研究のねらい

　本校の教育方針は、各教科の学習課程で、
◦ 12 歳までにできるだけ知能を伸ばす
◦基本的な知識を知能のいろいろな角度から考えさせる

の 2 つが大きな柱になっていますが、知能活用期（5 年次以上）の段階を考慮
して、これまで育てられた知能や学力を総合して自己の力を十分に発揮させる
ことが大切になってきます。そこで、

◦教科内容の固有のねらいをおさえながら教科の枠にとらわれない
◦ 5・6 年の児童が参加するが、学年の枠にとらわれない

といった 2 点を踏まえ、適切な指導や助言を与えながら、できるだけ児童の創
意工夫を生かし自由にかつ大胆に取り組ませています。そして、児童がもって
いる好奇心や興味を大切にしながら、一つのことにじっくり取り組み、広く深
く追究させながら、一人ひとりの個性や能力を伸ばしています。特別研究の主
な目標は、次の通りです。



105

Ⅱ　教科の基本方針と内容

①　教科や領域のねらいをおさえたり対比させたりしながら、特別研究の特性を生
かした取り組みをさせ、興味や関心を深めさせる。

②　具体的な目標を持って、各自に応じた計画や実践をさせ、理解を深めさせたり
発展させたりする。

③　一人ひとりの興味や関心を大切にしながら、自由な研究のもとで自主的に創意
工夫したり探究する態度を伸ばす。

④　事物や事象に対して、柔軟性をもって多面的にとらえる力を養い、創造したり
発展したりする思考を育てる。

⑤　取り組む過程で成功や失敗、試行錯誤など豊かな体験や経験をさせ、根気強さ
を養う。

⑥　個別の作業や学習、成果とともに協力したり助け合う態度を育てる。

3．目標と学習項目

教科 目　　　　標 学　習　項　目

国　
　

語

（1）　英才児特有の思考・感情及び意
識の発達といった実態に即し、一
人ひとりが持つ問題意識を掘り起
こし、そうした過程の中で自ら課
題を設定し追及できるようにさせ
ていく。

（2）　雑誌、新聞などの創作的な活動
や問題意識に沿った論文、更には、
故事成語や、論語などを使用して
のレポートなど、そうした取り組
みを通して人間理解を深める。

・ 随筆や詩などの創作活動
・ 故事成語、慣用句、ことわざ、論

語などの研究
・ 落語の世界の追究　　など

数　
　

学

（1）　数学の集大成として、興味を
持ったものを発展・研究する能力
を養う。

（2）　数学学習の発展として、数学的
な関心・態度を育てていく。

（3）　パソコンを利用し、論理的・効
率的に考える能力を育てる。

（4）　研究・作品で自らの表現能力を
育てる。

・ 研究にパソコンを活用する。
・ パソコンの操作を習得する。

英　
　

語

（1）　英語の音やリズムに慣れる。
（2）　自然な英語を聞き取ったり、言

うことができるようにする。
（3）　英語と日本語の違いから文化を

比較させる。

・ 英語と日本語の違いを研究
・ 英語の歌や映画のディクテーション
・ インターネットを使った海外の子

どもたちとの交流
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理　
　

科

（1）　自主的にテーマを設定し、実験
の計画を立て、計画に基づいて研
究を進め、結果について考察し、
科学への理解を深めさせる。

（2）　研究した結果明らかになったこ
と、疑問に思うことをわかりやす
く報告できるように工夫させるこ
とを通し、発表する力を養う。

（3）　安全に配慮して実験を進める態
度を養う。

（4）　大学の先生や研究者の方を招い
て、研究している内容の話を聞き、
研究の最前線にふれる。

（1）　必須実験（物理・化学・生物・
地学）

（2）　自主研究
・ 自然観察（校内の植物、気象観測、

顕微鏡観察・魚類の解剖等）
・ 科学工作（分子模型、化石レプリ

カ、ホバークラフト、リニアモー
ターカー等）

・ 実験（例）テルミット反応、炎色
反応、青銅鏡作り、結晶作り

（3）　SSISS（NPO 法人科学技術復興
のための教育改革支援計画）の特
別授業

地　
　

理

（1）　世界の国の中から一ヵ国を選
び、その国の子ども達の生活を中
心に調べさせるなかで、さまざま
な地域の人々の生活や習慣につい
て興味を広げさせる。

（2）　世界との様々な関係を通して、
日本の国について再把握していく。

（3）　世界的な視野の中で、世界の
人々が抱えている課題を捉え、そ
れについて自分なりの解決策を見
出していく。

（1）　世界の国々
 人々の生活
 子どもたちの生活
 生活習慣

（2）　自然
 文化
 産業

（3）　環境問題
 南北問題
 地域紛争

歴　
　

史

（1）　自らの疑問を追及し、より深い
歴史的概念を身につけさせる。

（2）　土器・火起しなどの体験学習を
通して、当時の人々の生活の工夫
や考え方を学ばせる。

・ 発掘調査と文化比較による分析
・  文書資料、絵画資料の見方と歴史

事象の関連
・ もののルーツを探る
・ 人物伝記による年表作り
・ 古事記の研究
・  父母・祖父母の少年時代の社会
（ビジュアル年表）

・ 縄文土器作り

家　
　

庭

（1）　教科に対する興味を深め、縫う
喜び・調理する喜びを体に感じさ
せ創意工夫し内容を深めながら楽
しく取り組ませる。

（2）　家庭生活を支えている身近な物
や家族、仕家庭生活についての基
礎理解を図る。

〇裁縫（小物作り）
・ 針、糸、はさみ等の取り扱いを覚える。
・ 基本的な縫い方を練習し、技術を

習得する。
 生活の中で利用できるものを創意

工夫しながら作り上げる。
○食物
・ 食生活の栄養について関心を持つ。
・ 健康に留意した献立を考え、調理

への興味を持つ。
○家庭生活
・ 自分や家族が家庭でどのように生

活しているか関心を持ち、家庭で
の自分の役割について考える。
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

音　
　

楽

（1）　各自の音楽への関心を高め、知
識の幅を広げていく。

（2）　西洋音楽や世界の民族音楽、日
本の伝統芸能など、年毎にテーマ
を決めて学習を行う。また書籍や
音源、映像資料等を活用して作曲
家や時代の特徴などを理解する。

（3）　創作の活動を通し、記譜や分析
の基本的な力を伸ばす。

○音楽史
・ 作曲家や時代の特徴を知る
・ 楽譜の分析と鑑賞を行なう
・ 調べ学習を行う
○創作
・ 旋律づくりを行う
・ 自作曲の演奏をする

美　
　

術

（1）　能動的・主体的な表現活動の中
から創造力を獲得し、造形能力を
伸ばし育てる。

（2）　身近な生活を見つめ、とらえた
現実・イメージを、色と形で描写
表現することを通し個性を育成す
る。

・ 児童の興味関心を持ったモチーフ・
テーマで描写する。

・ 身近な生活空間の中からモチーフ
を見つけ出し描写する。

・ 身近な世界をテーマに絵で表現す
る。
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聖徳学園小学校の図書室 

　知的好奇心を満たす。心に残る一冊と出会う。学年を超えて憩う。
　本校の図書室は、いつでも気軽に出入りできる場所です。
　バラエティーに富んだ蔵書や雑誌・新聞。迷宮に踏み込んだような書架の通路。
木のぬくもりを大切にした書架や机。そしてカウンターで皆を迎える司書教諭。

　聖徳の学校図書館では、聖徳の特色ある授業のカリキュラムに沿って教育活
動が展開できるよう、また児童個人の興味を伸ばしていけるよう、幼児向けか
ら大人向けの本、専門書まで幅広いレベルと分野の図書を集めています。たと
えば数学の書架では、小学生向きの算数本と数学の専門書が隣接していてよく
驚かれますが、これは数学好きの子のためであり 6 年生のまとめで数学の卒業
研究をするクラスのためにも必要なのです。
　教科学習だけでなく、自由研究、児童の委員会やクラブ活動、修学旅行、国
際交流などでも利用されます。インターネット接続の PC も図書室に 6 台あ
り、印刷資料と並行して学習活動で使用しています。
　また、児童は物語が大好きです。校内でもちょっとした時間に読み、借り、
友だちや先生と共感しあう。そんな光景が校内のあちこちで見られます。
　2015 年の蔵書電算化により、校内の図書分散配置が始まりました。特別教室

（理科室や音楽室等）にはその教科関連書を、また各クラスには蔵書をローテー
ションする学級文庫で、読書習慣を形成できるよう環境作りを進めています。

聖徳学園小学校図書室概要（平成 30 年 1 月現在）

　施　　　　　設　：6 号館 3 階、139.08 平方メートル
　座　　席　　数　：36
　コ ン ピ ュ ー タ　：インタ―ネット検索用 6 台
　　　　　　　　　　うち小学校蔵書検索 OPAC　常時 2 台
　校 内 蔵 書 数　：16,856 冊（児童一人あたり約 44 冊）
　逐 次 刊 行 物　：新聞 4 紙、雑誌 15 タイトル、年鑑・統計 17 タイトル
　利　用　方　法　：利用できる時間　8：00 〜最終下校時間まで
　　　　　　　　　　校外貸し出し期間　二週間　長期休み前の特別貸出あり
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Ⅱ　教科の基本方針と内容

1年生の放課後。
高い棚も踏み台に乗れば届きます

昼休み、ちょっと
気になる雑誌を発見 !

5 年生　理科での一コマ

5・6年生　特別研究　真剣な表情

週一回のお楽しみ、自由参加のお話会

お話会の後、
民族衣装体験♪

本と雑誌のリサイクル、
年に一度の『知恵の市』

図書分類サインが新しくなりました !
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１．方　針

○　低学年は、集団生活の習慣づけとして守らなければならない基本的なき
まりを指導し、自主性を育てる。

○　中学年では、学校生活等から集団生活を意識させて、一般的な生活習慣
を指導し、社会性を育てる。

○　高学年では、上級生としての役割と責任を自覚させ、多様な場面での指
導力を育てる。

２．組織図と指導内容

　　生活指導部　　校内指導…日常の指導（学校のきまり・施設利用の方法等）
　　　　　　　　　校外指導…校外の生活指導（登下校の指導）
　　　　　　　　　安全指導…交通安全指導・避難訓練・不審者侵入訓練

３．生活指導の実際

　本校では、3 つの発達段階に合わせて、生活指導を行っています。
　1 つ目は入学から 2 年生までの段階で、この時期は基本的生活習慣を身につ
けさせ、個々の「自主性」を育成することを目標としています。様々な取り組
みでは、頑張った点をできるだけほめて自信を持たせるように心がけていま
す。これは、子どもたち一人ひとりが育んできた自主性を、正しく伸ばすこと
を目指しているからです。
　2 つ目は 3 年生から 4 年生の段階で、この時期は一般的な生活習慣を身につ
けさせ、個々の「社会性」を育成することを目標としています。入学後、子ど
も達は学校という社会の場で、色々な体験や経験を通して集団の規則を大切に
することや、友だちと協力する中で社会性を学び取っていきます。これまで育
んできた自主性を大切にしながら、さらに子ども達一人ひとりの豊かな社会性

Ⅲ  生 活 指 導
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Ⅲ　生活指導

を伸ばしていきます。
　3 つ目は 5 年生から 6 年生の段階で、この時期は上級生であることを意識さ
せながら、自主的な判断や自立的な実践力を身につけさせ、指導力を育成する
ことを目標にしています。

　【学校のきまり】

一、 登校の時間を守り決められた通学路を登校する。
一、 登校・下校は制服を着用する。
一、 電車やバスなどの交通機関を利用する者は、車内・駅などでのルール

を守り他の人の迷惑とならないようにする。
一、 登校後はすぐ学習着に着替え始業の準備をする。
一、 授業の準備は休み時間中に行い、チャイムの合図と共に学習に入れる

ようにする。
一、 昼休みは各施設のきまりを守り、学年ごとに定められた場所で活動する。
一、 危険な品物、その他学校の指定した品物は持ってこない。
一、 所持金は必要以上持ってこない。高額の所持金については担任に連絡

をし、許可を得る。
一、 定められた最終下校時刻までに下校する。理由があってその時刻を過

ぎて校内に残る場合は、担任に申し出る。

　本校のきまりは、９項目に限定しています。それは、きまりが子どもの生活
を管理したり、自由を束縛したりするものであってはならないと考えるからで
す。最小限のきまりを押さえ、子どもの健康や安全に留意しながら、自主性・自
律性を伸ばし高めることを目指しています。



112

【ボランティア活動】
　生活委員会が中心となっ
て行っているボランティア
活動の一つで、学校から武
蔵境駅までの通学路を清掃
しています。
　毎回熱心に取り組んでい
るので、地域の方々からも
温かい言葉をかけていただ
いています。
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入 学 式 

新しい一歩を踏み出す日
　4 月。青い空に桜の花びら
が今を盛りと咲き誇るころ、
本校の入学式が行われます。
真新しい、少し大きめの制服
に身を包み小学生としての第
一歩を踏み出します。
　会場となる講堂に担任とと
もに入場すると、そこには保
護者の方々・全教員・そして
在校生の代表として式に参加している 6 年生の大きな拍手に迎えられます。新
入生の子どもたちにとっては緊張の一瞬ですが、とても誇らしく明るい笑顔で
の入場です。
　式では、担任から新入生児童ひとりひとりの名前が呼ばれます。大きな声で
返事をして壇上へ。学校長から入学の記念の品が手渡されます。なかには「あ
りがとうございました !」と元気よくお礼を言う新入生もおり、和やかな雰囲
気に包まれます。続いて、在校生代表児童より歓迎の言葉が贈られます。

歓迎の言葉

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
　昨日はよく眠れましたか ?　小学生の制服は、自分一人で着られましたか ?
　皆さん、とても上手に着ることができています。
　どこから見ても、立派な聖徳の 1 年生です。
　はじめまして。僕は 6 年の柏手 太陽といいます。

Ⅳ  学 校 行 事
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　ここに居る僕達 6 年生、そして今日は参加していませんが 2 年生〜 5 年
生までの聖徳生全員が、今日こうして新しい仲間を迎えることを嬉しく
思っています。
　今から 5 年前、僕たちも皆さんのように、ちょっとぶかぶかの制服を着
て、ここで 6 年生と新しい先生に迎えられました。
　皆さんの中には聖徳幼稚園を卒園してきた人や、ほかの幼稚園や保育園
から来た人がいると思います。
　当然聖徳から来た人は、この中にも何人か知ってる先輩もいると思います
が、そうでない人も、何の心配もありません。全然だいじょうぶです。今こ
の瞬間から、皆さんは僕達の大切な仲間で、可愛い後輩になったわけです。
　この学校は行事として、運動会や校外授業の他に、他の学年と競う校内
ゲーム大会、全校百人一首大会といった盛り上がる行事があります。
　1 年生でも 3 年生に勝つチャンスがあります。とても胸が張れます。
　今はルールも知らないかもしれませんが、ゲームの授業で分かってくる
と楽しくて、きっと夢中になるでしょう。
　そしてラッキーなことに、今日ここには 6 年生がいます。この中には大
人より将棋が強い先輩や、百人一首の強い先輩も沢山います。
　ぜひ顔を覚えていって、ルールがわからない時や勝利のコツが知りたい
時、そして困ったことがあった時は、いつでも 6 年生の教室まで来てくだ
さい。
　さあこの後は、いよいよ担任の先生の発表があります。1 年生には、1
クラス 2 人担任の先生がつきます。
　幼稚園の時は、女の先生が多かったと思いますが、小学校には男の先生
も沢山います。女の先生は、もちろん優しい感じで嬉しいですが、男の先生
には男の先生にしかできない、ワイルドな遊びも教えてくれたりもします。
　僕が 1 年生の時は、2 人とも男の先生でした。
　お父さんのように大きくて逞しい憲夫先生とちょっとお母さんのような
優しい泰介先生でした。
　2 人の先生に守られて、小学生活が始まりました。毎日とにかく楽しく
て、朝どんどん学校に行く時間が早くなりました。
　皆さんの担任の先生はどんな先生でしょうか ?
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Ⅳ　学 校 行 事

　新入生のお父様、お母様方。
　学校内のことは勿論のこと、明後日から慣れない通学を始めることに
も、ご心配のことと思います。でもこの学校では、先生と一緒に僕達が面
倒を見ます。そして、同じ敷地内にある中学校、高等学校の先輩方や、大
人の人達が、これからは仲間として、どこにいても見守っていきます。
　一人一人が運動会の時と同じく、スタートの合図とともにフルパワーで
走りましょう。一緒に楽しい学校を作っていきましょう。本日はご入学、
おめでとうございます。

 平成 30 年 4 月 7 日　在校生代表　柏手 太陽

　これに応え、新入生代表が元気よく「誓いの言葉」を述べ、新入生ひとりひ
とりの胸にある希望と期待を膨らませつつ、6 年間の本校での小学校生活をス
タートさせます。

誓いの言葉

　今日は、ぼくたち新入生のために、入学式を開いてくださりありがとう
ございます。朝、新しい制服に着替えると、いよいよ小学生になるのだ
と、ドキドキした気持ちになりました。
　ぼくは野球がだいすきです。毎日野球をしたり、野球の試合を見たりし
ています。野球の面白いと思うところは、チームスポーツだというところ
です。野球はチームスポーツですが、一人一人の役目が全く違います。投
げるのが得意な人、打つのが得意な人、足の速い人、守備のうまい人。そ
れぞれが得意なところで力をはっきして、助け合いながら、一つのチーム
として成長していく。そこがぼくは好きです。
　聖徳学園小学校は色々なことが得意な人たちがいると聞きました。電車
にくわしい人、将棋やオセロの得意な人、発明の好きな人、漢字が好きな
人。聖徳学園小学校では、そういった色々なことにくわしい、たくさんのお
友だちと、一つのチームとして、うれしい時は喜び合い、つらい時ははげま
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し合いながら、大きく成長していけたらいいなと、ぼくは思っています。
　小学校では色々なことを、先生方や上級生のみなさん、お友だちから教
えてもらいたいと思います。たくさん考えて、たくさんのことに挑戦した
いと思います。そのことを考えると、今からワクワクします。ぼくたち新
入生をあたたかく見守ってください。
　皆で力を合わせて、楽しい 6 年間を送れるように、がんばります。

 平成 30 年 4 月 7 日　新入生代表　杉村 英亮
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Ⅳ　学 校 行 事

卒 業 式 

新たな歩み
　やわらかな春風にさそわれて、桜の新芽が少しずつふくらみ始めた三月。六
年間の小学校生活を終えようとしている卒業生は、友との別れの寂しさと新た
な道への希望を胸に、開式を待ちます。
　前日に行われた『卒業生を送る会』で一層交流を深めた在校生の温かい拍手
に迎えられ、厳粛な式場に入場し、拝礼、献花・献茶を経て、最後の『お誓い
三か条』を唱和します。心身共に大きく成長した姿を聖徳太子像の前に示します。
　一人ひとりが呼ばれ、学校長から聖徳学園小学校で学んだ確かな証である卒
業証書を受け取りに進みます。卒業証書授与の後は、母校を巣立ちゆく卒業生
に学校長が励ましの言葉を述べます。
　そして、在校生が感謝をこめ、新しい人生の一歩を踏み出した卒業生に合唱
のプレゼントをします。その後、児童代表者が『送る言葉』を卒業生へ。

送る言葉

　卒業生のみなさん。みなさんを意識したのは、聖徳幼稚園年長の時でし
た。
　運動会で、僕は初めてリレーメンバーに選ばれました。みなさんも知っ
てのとおり、聖徳では幼稚園と小学校の運動会が合同で行われます。更に
小学校低学年リレーでは、幼稚園の年長と小学 1、2 年が一緒に走ります。
　初めての運動会合同練習。
　幼稚園生にとって、名前のゼッケンのついていない体操着を着た小学生
は、別世界の大人に見えました。そんな中でも一番身近な先輩は、当時小
学 1 年生の、ここにいるみなさんでした。慣れない校庭でウロウロしてし
まう僕たちを優しく誘導してくれました。
　何度も練習を重ねていくうちに、この先輩と一緒に勝ちたいという気持
ちが生まれてきました。
　運動会当日、初めて小学生と協力して、大舞台で競技に参加する時が来
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ました。しかも第一走者は幼稚園生です。僕はとてつもなく緊張しました。
　「僕のせいで遅くなったら、どうしよう。」そんな考えが頭から離れず、
スタンバイ中も、ただ黙って待っていました。
　そんな時、「大丈夫、心配ない。頑張ろう。」と声をかけてくれたのは僕
の後ろを走る先輩たちでした。「あぁ、そうか。僕の後ろには先輩がいる。
きっと大丈夫。」そう思えました。結果は一番ではありませんでしたが、
誰もお互いを責めることなく、僕は大役を果たした達成感を味わうことが
できました。
　僕の聖徳生の理想の小学生は、間違いなくあの時から始まりました。
　あの日から毎年リレーを走る度に思い出します。優しい先輩の言葉。
　そして、その理想の先輩に、僕はなれているのか。
　あれから 6 年が経ちました。
　あの時も今も、僕達と先輩との差は、たったの 1 年です。なのに百人一
首も将棋大会も、そして部活でも、上にはいつも優しくて、でも絶対に手
を抜かない強い先輩がいて、大好きでした。
　いつでも全力でぶつかっていきました。また、一人では乗り越えられな
くても、友達と協力することで、越えられることも教えてくれました。
　そんな先輩方が、今日卒業します。先輩方みたいになりたいと思って、
今日までやってきましたが、4 月からはそばにいないというのは、正直
ちょっと淋しいです。でも先輩方は、聖徳で培った精神や思いを大切にし
て、自分の将来の夢に向かって、真っ直ぐに進んでください。
　みなさんが僕らに示してくれたように、これからは僕たち在校生が、聖
徳学園小学校をしっかりとつくっていきます。
　本日はご卒業おめでとうございます。そして、ありがとうございました。

 平成 30 年 3 月 17 日　在校生代表　柏手 太陽

　これに応え、卒業生代表が『お礼の言葉』を述べ、6 年間の小学校生活に別
れを告げ、新しく始まる中学校生活への希望と期待に胸を膨らませます。



119

Ⅳ　学 校 行 事

お礼の言葉

　日を追うごとに暖かくなり、春の訪れを感じられるようになりました。

　6 年前の 4 月。新しい生活への期待を胸一杯に私達は入学しました。そ
して今日、私達あずさ組・やくも組 62 名はこの聖徳学園小学校を卒業し
ます。

　小学校の 6 年間には数えきれない程たくさんの思い出が詰まっています。
　修学旅行では、前年同様広島・山口を 4 泊 5 日で巡りました。平和記念
資料館では実際に被爆された方からお話をうかがいました。また、秋吉台
では自然の神秘にふれ、非常に実りのある時を過ごすことができました。
　運動会。勝利をめざしクラスで団結してたくさんの練習を積みました。
結果は一点差で負けてしまいましたが、逆に良い思い出となりました。

　私達のそばには常に先生がいらっしゃいました。まだまだ未熟な私達に
腹が立ったことやあまりの生意気さにあきれてしまったことは何度もあっ
たはずです。それでも見放す事なく優しく、時には厳しく何回でも指導し
て下さいました。先生方が教えて下さったことは卒業しても消えることな
く私達の胸に留まり続けることでしょう。

　私達を一番近くで支え続けてくれた家族。嬉しい時は共に喜び、悲しい
時は共に涙しました。辛い時、励ましてもらいました。がんばっている
時、応援し続けてもらいました。その愛情があるからこそ、私達はこれか
らも歩み続けることができます。

　在校生の皆さん、今日は卒業式に参列していただきありがとうございま
す。これからはあなた達がこの学校をひっぱってゆく番です。今よりも更
に楽しく快適な生活を送れる学校にして下さい。

　今日、今まで共に同じ道を歩み続けてきた私達 62 名はそれぞれの未来
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へと歩み出します。4 月になったら多くの新たな出会いが私達を待ってい
ることでしょう。これから先、つらい事にくじけそうになっても、聖徳の
卒業生だという誇りをもって立ち向かってゆきます。

　最後になりましたが、私達の学校生活を支えてくれた全ての方々に感謝
の気持ちをあらわしお礼の言葉といたします。

　6 年間本当にありがとうございました。

 平成 30 年 3 月 17 日　卒業生代表　町谷 心優
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林間学校 

　本校では、夏休みに入るとすぐに 3 泊 4 日の林間学校を実施しています。昭
和 46 年度から行われている伝統的なこの行事は当初 4 年生から 6 年生までを
対象にしていましたが、本校における児童の体力やその意義を考え、現在では
3 年生から 6 年生までを対象に実施するようになりました。（※平成 29 年度ま
で。平成 30 年度から、4 年生は同時期にイングリッシュキャンプに参加するこ
とになり、林間学校に参加するのは 3、5、6 年の 3 学年となります。）

　その中心的なプログラムは、各学年に応じた登山やハイキング、縦割り集団
による野外炊事、また、5、6 年生を対象としたテント泊、更には、林間学校の
フィナーレを飾るキャンプファイヤーなどで構成されています。また、雨天時
にはハンドクラフトや体育館等で学年での屋内ゲーム、室内スポーツなどをそ
の状況に応じ実施しています。
　こうした内容からも分かるように、私たちは、この行事を通し、普段なかな
か接することの出来ない自然と親しみ、自然と向き合いその感動を肌で感じる
と共に、寝食を共にして様々な活動に参加する中で集団生活のルールや規律と
いったものなどを自ら身につけて欲しいといった願いも持っています。
　活動場所としては、3 年生以上の異学年集団が共に行動する事が可能である場所
として、標高 2037m の本格的な登山コースがある志賀山や広い湖沼地帯を周辺に
持つ四十八池めぐり、焼額山から竜王山への縦走コースなど、多彩な登山、散策
コースが散在している長野県の志賀高原を中心に、平成 23 年度から行っています。

　3 泊 4 日の行程の主な内容を次に紹介します。（平成 29 年度までの内容）

1 日目
　子どもたちのホテルはスキー学校でも利用している北志賀高原竜王にありま
す。長野県北部という遠距離にある関係上、初日はほとんどバスの移動で終わ
りますが、5 年生はすぐにこの日のテント泊のための準備に入ります。その他
の学年もキャンプ場やその周辺の散策を行います。
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　全学年、宿舎に到着するとすぐに荷
物整理やお世話になる宿舎の方のお話
を聞き明日への活動の準備を行いま
す。全学年が一堂に会しての夕食や学
年ごとの入浴など、日常の生活から解
放されてのこうした活動に、子ども達
は新鮮な喜びを感じ初日から笑顔が絶
えません。

2 日目
　前日の夜からキャンプ場にテント
泊をしていた 5 年生が早朝に戻り少
し休憩した後、3 年生との野外炊事
の準備が始まります。慣れない手つ
きで包丁を握り、薪に火をつける 3
年生に優しく指導する 5 年生の姿は
ほほえましいものがあります。メ
ニューは初めて参加する 3 年生やあ
る程度経験している 5 年生でも作り
ごたえのあるカレーライスです。自
分たちの手でつくった食事は特別な味がする様子、毎年「今まで食べたカレー
ライスの中で一番おいしい」「カレーが苦手だったけど食べられるようになっ
た」といった声が必ず聞こえてきます。昼食後、3、5 年生はバスで 20 分ほど
移動したところにある木島平「やまびこの丘公園」に移動します。3 年生は広
い公園の中でアスレチック遊びをしたり、クイズオリエンテーリングをしたり
して集団での交流を深めます。5 年生は草木染め体験に挑戦し、世界に 1 枚し
かない「オリジナル手ぬぐい」をお土産に持ち帰ります。一方、この日 4 年生
と 6 年生は別々に一日かけて登山やハイキングを行います。
　4 年生は、志賀高原の硯川までバスで出かけ、そこから四十八池めぐりをしま
す。森林の中を歩き進める中、目の前に現れた湿原には湿原ならではの植物が広
がり、その絶景に心が解放されます。さらに足を進めると澄んだ青色が美しい大

寝袋で一晩寝ます。（テント泊）

みんなで協力してカレーライスを作ります。
（野外炊事）
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沼池にたどり着き、そこで昼食です。
向いには志賀山が見えます。
　6 年生は、焼額山から竜王山への
縦走に挑戦します。バスで約 1 時間、
焼額山ゲレンデまで移動し、はじめ
はスキー場を登っていきます。途中、
山間部を通りぬけ山頂の稚児池まで
たどり着くとそこで昼食。穏やかな
水面を眺めながら澄んだ空気と一緒

に食べるおにぎりはまた格別です。昼食の後は、尾根を登ったり下りたりしな
がら竜王山に向かいます。山頂まで来るとそこに待っているのはロープウェイ。
朝はバスで 1 時間かけて焼額山登
り口まで来ましたが、このロープ
ウェイに乗って下るとそこは宿泊
しているホテルのある北志賀高原
竜王スキー場のゲレンデまで戻る
ことになります。子どもたちは何
とも不思議な気持ちでホテルに帰
ります。ホテルに戻ると、この日
の夜はテント泊が待っています。

3 日目
　この日は、前日とは逆に 4、6 年
生が共同して野外炊事を午前中に
行い、午後には 4 年、6 年のたて
割りで「7 種の活動」（平成 29 年
度は「おやきとりんごジャム作り」

「木工クラフト」「籐クラフト」「ピ
ザ作り」「バームクーヘン作り」「魚
のつかみ取り」「竜王渓谷散策」の
7 種）から予め選んだ活動に参加炭火を使ってバームクーヘン作り。（4・6年）

四十八池をめぐる。（4年生）

焼額山を登る。（６年生）
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します。3、5 年生とはまた違った交流です。野外炊事では日頃、クラブ活動や委
員会活動で一緒のこともあり、お互いに協力し合いながら、いっそう楽しい共同
作業といった様子です。
　一方、この日 5 年生は志賀山登山（2037m）に挑みます。昨年（4 年次）と
同じ硯川よりスタートしますが、途中から急登の登山コースに入ります。裏志
賀山頂（2040m）まで行くと、昨年歩いた四十八池とそのハイキングコースが
遥か右手に、左手には青々とした大沼池が望めます。左右のパノラマを存分に
楽しみ、四十八池へと下りていきます。
　3 年生はというと、初めての山歩き。志賀高原丸池近くで潤満滝を遠く望
み、歩きはじめます。30 分歩いては休憩、30 分歩いては休憩を繰り返し、旭
山山頂にたどり着きます。登頂感を味わった小さな登山家は琵琶池をぐるりと
めぐり、サンバレーでお弁当、草原
で遊びホテルへと帰ります。
　その日の夜は、フィナーレのキャ
ンプファイヤーが行われます。人工
的な照明のない世界で燃え上がる炎
は子ども達に心を自然の中にいざな
います。そして、歌やダンス、寸劇
など子ども達のスタンツがキャンプ
ファイヤーを盛り上げます。

4 日目
　最終日、荷物整理を朝早くから行い、一路家路に向かいます。
　お世話になったホテルの方が全員外に出て子ども達を送り出してくれます。
子ども達も感謝の気持ちを込めてホテルの方の姿が見えなくなるまで手を振
り、別れを告げます。
　その日の夜、多くの子どもたちが眠い目をこすりながら家族に楽しかった 3
泊 4 日の思い出を語るのも毎年の姿のようです。

旭山山頂へ。初めての林間学校での登山。
（3年生）
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スキー学校 

　昭和 51 年度から始まったスキー学校は、その長い年月が示す通り聖徳学園
の伝統的な行事の一つといえます。
　場所を志賀高原にある竜王スキー場とし、3 年生から 5 年生の児童を対象に
毎年 2 月中旬に 3 泊 4 日の日程で実施しているスキー学校では、単に技術的な
ものだけを追求するのではなく、親元を離れて集団で生活する宿泊行事ならで
はの位置づけをもって取り組んでいます。
　その目的を児童に配布される「しおり」の最初にこのように記しています。

1 ）スキー技術の上達はもちろんですが、そのためにもきまりを守り、安全
で楽しく滑れるようにしましょう。

2 ）また、集団生活は互いを尊重し協力する場であることを忘れずに行動し
ましょう。特に以下の点にこころがけましょう。
①　自分のことは自分で行うと共に、みんなで協力しあい進んで行動しま

しょう。
②　時間のけじめをはじめ、常に､ 先を見通して行動しましょう。
③　人に対する思いやりをもって行動しましょう。
④　あいさつをはじめ普段の学校生活を送るうえで大切にしてきたことを

普段通りに行えるようにしましょう
3 ）上級生と下級生の交流を通し、それぞれに対する態度に気を付けるとと

もに協力しあえる関係を作りましょう。
4 ）雪国での自然の厳しさや美しさを心と体で感じましょう。

　宿泊場所は一般のホテルですが、家族旅行のように食事が用意され、部屋に
戻ればすでに布団が敷かれているといったわけにはいきません。食事の時間に
なれば互いに協力し合いご飯やお味噌汁をよそい用意しなくてはなりません。
終われば、同じように食器を協力して揃え、食事を用意し片づけてくださる人
のことを考え行動しなくてはなりません。また、敷布団を敷きシーツをかける
といったことも当然のこととして行わなくてはなりません。初日、ぼんやりと
眺めていた子も、その様子に気づきいつの間にか協力して準備する姿を毎年の
ように目にし、そうしたこと一つとってみても貴重な経験といえます。
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　スキー実習に関しては、1 班から 18 班まで学年を越え技能別のクラスを編成
します。そして、各班には専門の指導員の方がつき指導に当たります。もちろ
ん初めてスキー靴を履くといった児童もいます。そうした班には、学校の教員
が 2 名ずつつき指導員の方と一緒に指導に当たることになります。
　これも学校ならではの成果といえますが、参加したほとんどの児童が驚くほ
どにスキー技術を向上させ実習を終えることになります。家庭とは異なり友達
がいるというだけで自分自身を奮い立たせ、自分に甘えることなくスキー技術
を身に着けようとするからでしょう。
　こうしたねらいと活動があるからこそ、学校行事として定着してきたのであ
り、今後も学校の重要な行事として取り組まれていくことでしょう。
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聖 徳 祭 

　本校では、日々の音楽活動およびクラス活動の発表の場としての聖徳祭を、
毎年 11 月下旬に行っています。平成 26 年度からは、場所を講堂から武蔵野市
民文化会館大ホールに移し、保護者のみならず卒業生や外部からの来賓にも鑑
賞していただけるようになりました。1000 人を超える観客と、大きな舞台に負
けることなく、回を重ねるたびに子どもたちの発表は質的に向上しています。さ
らに、聖徳祭では鑑賞マナーも同時に指導しています。自分たちの発表だけで
なく、他のクラスの発表をしっかりと聴くことも大切な活動だと考えています。
　主な発表内容は以下の通りです。

　 1 年生：斉唱 2 曲
　 2 年生：斉唱・鍵盤ハーモニカ
　 3 年生：斉唱・リコーダー
　 4 年生：合唱・リコーダー
　 5 年生：合唱・合奏
　 6 年生：クラス合奏・合同合唱

　元気でかわいらしい 1 年生から始まり、本格的な合奏に挑戦する高学年ま
で、クラスごとに担任の先生のカラーを出しながらの構成はバラエティーに富
み、最後の 6 年生の全員合唱は、毎年心に残る素晴らしいものとなっていま
す。また、演目の中には教職員による合唱もあり、子どもたちがとても楽しみ
にしてくれています。
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運 動 会 

　運動会は、幼稚園と小学校の一貫教育として、毎年合同で行われています。
主な目標として、

①　学校（園）行事に積極的に参加する態度を育て、日頃の学習成果の総合
的な発展を図るとともに、学校（園）生活を充実させ、より豊かなものと
する。

②　体育（運動）的活動をより充実させ、園児・児童の体力の向上を図ると
ともに、心身の健全な発達を促進する。

③　高学年（4 年生以上）は係活動に積極的に参加する態度を育て、責任感
や指導力を養う。

　以上の三点を園児・児童の発達段階に応じて工夫しています。
　種目については、学年別や低・中・高学年のブロック別が中心となります。
幼・小合同の良さを生かした、幼稚園児と低学年（1 〜 2 年）の選抜リレー、
そして、合同種目の大玉送りなどが行われます。
　応援リーダーは、4 年生から代表が選抜し、運動会に向けて放課後や昼休み
に練習を行ない、本番では「応援合戦」で力を発揮されます。
　また、3 年生以上の有志を集めて、「リズム縄跳び」の発表を行っており、
二学期が始まると毎朝、講堂で練習に取り組む姿が見られます。
　運動会の運営には、4 年生以上の児童が積極的に参加し、色々な係と仕事を
行います。このような活動を通して、自主性や責任感、そして指導力を育てて
いけたらと思います。
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マラソン大会 

　10 月に入ると、朝早くから子ども達の走る姿が見られるようになります。
また「今日は 20 周走ったよ。」「今日はマラソンの練習のために朝早く来た
よ。」「家のそばの公園で練習してきたよ。」そんな言葉が子ども達から聞かれ
るようになります。10 月の下旬にマラソン大会があるからです。
　マラソン大会は 28 年度までは低学年（1 年生〜 3 年生）が 2km、高学年（4
年生〜 6 年生）が 4km を走っていましたが、29 年度は 1・2 年生、3・4 年生、

5・6 年生の 3 つのブロックに分け、すべ
ての学年が 2km を走りました。マラソン
大会の本番はここ数年、昭和記念公園で行
われています。この公園は毎年箱根駅伝の
予選会が行われる場所で緑豊かなコースで
す。このコースを子ども達は元気一杯に走
りぬけていきます。走ることが得意な子は

大人もついていけない程の速さで走ります。また走ることの苦手な子も、自分
のペースで精一杯走ります。コースには毎年大勢の保護者の方も来園し、精一
杯走っている子ども達に暖かい声援を送ってくれています。
　走り切った子ども達には毎年記録賞が渡され、次の年子ども達は、自分の記
録をさらに更新しようと頑張ってくれています。

マラソン大会の目的
①　持久力（体力）、耐久力（精神力）を養う。
②　自分のペースを知り、それを守って最後まで粘り強く走り抜く態度を育

てる。
　「最近の子ども達は、体格は大きくても、体力や精神力が弱くなった。」とい
うことがよく聞かれます。日ごろの体育の授業や休み時間に元気一杯体を動か
して体力をつけていくことは勿論のことですが、マラソン大会を通して、最後
まで諦めずに頑張る気持ちや、日ごろから自分の健康を意識していく姿勢も身
に着けていって欲しいと願っています。
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修学旅行 

　本校の修学旅行は 6 年生を対象にして「広島、山口」方面へ 4 泊 5 日の日程
で実施しています。

1　見学の目的

　小学校を卒業していく 6 年生にとって修学旅行はまさに大きなまとめ学習の
ひとつと言えます。これまで各教科で学んできた単元の中から実際に訪ね、見
たり、触れたり、あるいは現地の方のお話を直接聞くことで学習を深めます。
教科学習に関しては主に「歴史」「地理」「理科」を中心に、その中から訪問地
を考えています。

　見学地の目的は下記のように大きく 4 か所を設定しています。
　 1 . 原爆投下地、戦争の傷跡 広島
　 2 . 地球誕生から現代にまでに及ぶ自然の雄大さ 秋吉台・秋芳洞
　 3 . 近代日本の発祥・維新を支えた人々 萩
　 4 . その他 広島城　宮島

 錦帯橋

2　主な見学先（各年度によって変動することがあります）

◦ 1 日目─東京から広島まで新幹線による移動　原爆ドーム
 平和記念資料館　被爆体験講話
◦ 2 日目─広島 広島城　宮島
◦ 3 日目─山口へ移動 錦帯橋　秋芳洞　秋吉台（化石発掘体験）
◦ 4 日目─萩 松陰神社　至誠館　松下村塾
 吉田松陰生誕地　吉田松陰の墓　
 伊藤博文生家　武家屋敷
 野山獄　岩倉獄　萩焼き手びねり体験



131

Ⅳ　学 校 行 事

◦ 5 日目─新山口から東京まで新幹線による移動

3　写真で見る修学旅行

被爆体験講話を聴いて そそり立つ広島城の前で

爆心地へ千羽鶴を供える

宮島・厳島神社内を観光

新幹線の移動中の風景

お好み焼き村にて昼食
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萩焼の手びねり体験

松下村塾を目の前に秋吉台で化石を発掘？

世界遺産の萩反射炉にて
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自由研究展 

　本校では、毎年 2 学期の初めに「自由研究展」を開催しています。これは、
日々学んでいる教科の学習や自分の趣味、家庭での生活などの中から出てきた
疑問や興味のあることを調べて、発展させて深めた内容について夏休みを利用
してまとめたもので、毎年素晴らしい作品が、多数出品されています。内容
は、次の 3 つの部門に大きく分けられています。

　　①　『アイデア』部門　　②『調査・研究』部門　　③『創作』部門

　①　 『アイデア』部門は、創意工夫を凝らした作品を作り上げるもので、独
創性や社会に役立つ度合いなどがポイントになります。

　②　 『調査・研究』部門は、各自の課題に沿って調査・研究をし、記録し発
表するものです。

　③　 『創作』部門は、広い意味での創作ではなく、物語や詩を書いたり絵を
描いたり、作詞・作曲をしたりするものです。

　出品された作品の審査は「努力」と「創造力」を基準として、全教員で 1 か
月間かけてじっくりと審査し、表彰を行っています。
　全作品は、校外コンクールへの出品作品を除いて、9 月末日頃まで校内に展
示・公開されます。
　さらに、校外の各種コンクールにも積極的に出品しており、今までに恩賜記
念賞（全国最高賞）内閣総理大臣賞、文部大臣賞を初め、東京都知事賞、朝
日小学生新聞社賞など、数多くの賞を受賞し、本校児童が活躍していること
は、すでにご存じのことと思います。主なコンクールにおける、最近の入賞実
績は、次の通りです。また、平成元年度には、本校のこれまでの成果が認めら
れ、「第 31 回創意工夫育成功労学校表彰事業」に東京都代表として推薦され、
科学技術庁長官賞を受賞しました。それ以来、平成 6 年、9 年、13 年、17 年、
21 年、25 年、29 年と計 8 回受賞しました。
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◇最近数か年の主な入賞実績
【東京都児童生徒発明くふう展（主催：発明協会）】

年度 出品数 入賞数 授賞の内容

H29 20 15 発明協会奨励賞蟻川発明記念・優秀賞（5）・入選（10）

H28 20 14 優秀賞（7）・入選（7）

H27 20 10 東京都知事賞（1）、毎日新聞社賞（1）、優秀賞（2）・入選（6）

※ 昭和 49 年度から参加を始め、東京都知事賞の受賞や東京都代表として、全国学生児

童発明くふう展においても入賞しています。毎年、他校に比べて多くの優れた発明ア

イデアの作品が入賞し、これまでに学校賞を合計 30 回受賞しています。

【全国児童生徒発明くふう展（主催：発明協会）】

年度 入賞数 授賞の内容

H27
H24
H23

2
1
1

恩賜記念賞（1）、豊田佐吉賞（学校賞）（1）、入選（1）
入選（1）
入選（1）

【全国小・中学校作文コンクール（主催：読売新聞社）】

年度 入賞数 授賞の内容

H29
H28
H27

5
6
5

東京都教育委員会賞（1）、読売新聞社賞（3）、佳作（1）
東京都教育委員会賞（1）、読売新聞社賞（3）、佳作（2）
東京都教育委員会賞（1）、読売新聞社賞（2）、佳作（2）

　読売新聞社主催の『全国小・中学校作文コンクール』に、昭和 51 年度から
参加を始めて、毎年東京都で入賞者を出しています。作文の部では平成 23 年
度に全国コンクールにて文部科学大臣賞を受賞（これまで計 4 度目の受賞）
し、平成 28 年度にも東京都教育委員会賞を受賞しました。作文コンクールに
おいても、本校の自由研究展で培われた着眼点の良さが評価されています。
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ゲーム大会 

　本校では、低学年（1・2 年生）の教科指導の中にゲームの時間を設けてい
ます。その授業では、それぞれのゲームのルールを学び、ゲームを通して知能
を伸ばし、創造性豊かな人間性を育てることを目標にしています。
　そこで、さらにゲームに積極的に取り組めるよう、一年を通してゲーム大会
を実施しています。実施する種目と時期は次の通りです。

1・2 年生
（低学年ブロック）

3・4 年生
（中学年ブロック）

5・6 年生
（高学年ブロック）

1 学期 オセロ大会 オセロ大会
オセロ・五目並べ・将棋
の中から 1 種目選択する

2 学期
五目並べ大会 五目並べ大会

将棋大会 将棋大会

3 学期 百人一首大会（1 〜 3 年生の部） 百人一首大会（4 〜 6 年生の部）

　低・中学年オセロ・五目並べ・将棋の大会は、各クラスで大会を開き、代表
2 名を選出した後、ブロック毎での勝ち抜き戦を実施します。高学年は一人ひ
とりの興味が分かれてくるので、3 種目の中から 1 種目を選択し、試合を行っ
ています。
　百人一首大会は他のゲーム大会とブロック編成が異なり、低学年の部（1〜3 年
生）と高学年の部（4 〜 6 年生）の 2 ブロックに分かれます。また個人戦ではなく、
3 人一組の源平戦で試合をします。
　どのゲームにおいても、熱い戦
いが繰り広げられます。その戦い
の中で、子ども達は活躍の場を見
つけ、認められたことに自信を持
ち、また自然と知能因子を刺激し、
楽しみながら能力の限界に挑戦し
ていくことをねらいとしています。
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校外授業 

　本校では、1 学期と 2 学期に 1 回ずつ、計 2 回校外授業を実施しています。
学年ごとに行い、1 学期は自然に親しむこと、クラス替えのあった学年は新し
いクラスに慣れ、互いに協力することを目的としており、さまざまな公園を訪
れます。2 学期は、各学年の地理・理科・歴史・英語の学習内容がより深まる
ように、工場見学をしたり、科学博物館やプラネタリウムを訪れたりします。
　普段の学校生活では味わえない体験をすることで、知的好奇心を刺激してい
きます。

【主な場所】

春 秋

1・2 年生
野川公園
小金井公園

葛西臨海水族館
国立科学博物館
鉄道博物館

3・4 年生

高尾山
昭和記念公園

多摩六都科学館
立川防災館
虹の下水道館
TGG　東京都英語村

5・6 年生
平和の森アスレチック 自動車工場

江戸東京博物館
国会議事堂
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オーストラリア国際交流の旅 

　毎年 8 月に、9 日間の日程で 4・5・6 年生の希望者を対象に『国際交流の
旅』を実施しています。
　このプログラムは 2004 年に日本フルブライト MTP に参加したことをきっ
かけに、本校児童によるアメリカ・ミズーリ州の学校への短期留学とホームス
テイが始まりました。その後、交流校をオーストラリア・ブリスベン近郊の学
校へと変更し現在行われています。
　このプログラムでは、本校児童が交流校に毎日通い、「スクールバディー」
という交流校の子どもたちと、普段の授業を受けたり休み時間や昼食時間など
を一緒に過ごしたりします。また、日本を代表する「親善大使」としてオース
トラリアの子どもたちに「折り紙」などの日本文化を伝える活動や聖徳の特色
ある教育内容の紹介も行います。
　同時に、近隣のご家庭にホームステイさせていただき、オーストラリアの生
活を体験します。ホームステイの初日は不安が大きいですが、二日目には不安
が半分になり、最終日には「もっとここにいたい。日本に帰りたくない。」と
多くの子どもたちが言います。丸ごとホストファミリーに解け込めるのが、小
学生というこの年頃でホームステイをする大きな良さです。また英語について
も、最初は「何を言っているのか分からない」と言っていた子どもたちも、最
後の方には「英語はよく分からないけど、相手が何を言いたいのかは分かる」
になります。毎年、子どもたちの適応力には驚かされます。

　大まかなプログラムは、以下の通りです。
1 日目： 出発
2 日目： ブリスベン見学（ローンパイン・コアラ保護区でのコアラの抱っこ、カン

ガルーの餌付け体験など）
 ホームステイ初日
3 〜 7 日目：
 ・ 現地校へ登校（学校体験、スクールバディーとの交流、オーストラリアの文

化・先住民アボリジニーの文化体験、日本文化や聖徳の教育の紹介など）
 ・ 校外学習（1 泊 2 日のモートン島旅行、野生のイルカの餌付け体験、砂丘

での砂滑り体験、ダウンタウンで英語でのショッピングなど）
8 日目： お別れ会
9 日目： 帰国
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イングリッシュキャンプ 

　7 月に、4 年生の学年行事として 2 泊 3 日の「イングリッシュキャンプ」が
行われます。4 年生の子どもたちが成田空港近くのホテル滞在し、ネイティヴ
の先生たちと 3 日間英語だけでの生活です。初日に学校に集合する時にはとて
も緊張している子どもたちですが、移動のバスの中でネイティヴの先生と楽し
くゲームをするうちにすっかり打ち解けてしまいます。
　キャンプではネイティヴの先生と様々な活動を通して英語に親しみ、英語の
力を伸ばしていきます。「自己紹介発表会」では簡単な英語を使って皆の前で
一人ひとりがスピーチができるように取り組みます。
　キャンプではその他、国旗を使って世界の国々の英語の名前をカルタゲーム
や神経衰弱で学ぶ活動や、ホテルの敷地内に隠された「トレジャー」を英語で
探す「宝探しゲーム」、ホテルのスポーツバーで玩具のドル札を使って、外国
人のスタッフに飲み物を注文する「ドリンクオーダー」にもチャレンジしま
す。自分の英語で手に入れた飲み物の味は最高です。屋外の芝生の上で、朝の
英語体操や英語を使ったスポーツ活動にも取り組みます。ベッドメイキングや
ナイフ・フォークだけでの食事も、海外での生活の良い予行練習となります。
　そうした様々なキャンプの活動の中で最も印象的なのが、「クルーとの夕食
会」と「成田空港でのインタビュー」です。成田空港に近いホテルですので、
たくさんの外国の方が宿泊しています。その中でも航空会社に務めるパイロッ
トやキャビン・アテンダントの方が多いですので、チェックインしてくる方に
子どもたちは勇気を出して声をかけ夕食に招待します。飛行機のことや外国の
ことについて、普段は知ることができない貴重な話が聞けて、子どもたちも
大喜びです。また成田空港で出国前の外国の方へのインタビューも実施しま
す。「日本ではどこに行きましたか ?」、「日本食で一番好きなものは ?」などの
子どもたちの英語の質問に皆さん優しく答えてくれます。「日本の何が好きで
すか ?」の質問に「人々」、「文化」、「街がきれい」、「食べ物」と答える人が多
く、日本の良さを再認識するインタビューにもなります。
　この 3 日間のキャンプを通して子どもたちは、英語の力を伸ばすだけでな
く、外国の人と接する抵抗感はほとんどなくなるのではないかと思います。こ
のキャンプでの勇気と経験を自信にキャンプ後も英語の学習に取り組み、いつ
か世界で活躍する人になってくれればと願っています。
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新入生を迎える会 

　「僕の名前は○○です。得意なことは、将棋とサッカーです。……」
　入学してまもなく児童会行事として行われるのが、「新入生を迎える会」で
す。今まで一番下の学年で甘えていた 2 年生も入学してきた子ども達を見て、

ちょっぴりお兄さん、お姉さんに
なった気持ちにさせてくれます。そ
して、もっとも大きな気持ちの変化
を感じさせてくれるのが新 1 年生で
しょう。
　迎える会では、入場後すぐに 2 年
生から手作りのペンダントが一人一人
に手渡され、その後、自己紹介をして
もらいます。そんな時の子ども達は、
講堂中に響き渡るような声で先に書い
たように自分を思い思いにアピールし
ます。もちろん恥ずかしそうにしてい
てマイクで声を拾うのがやっとという
子もいますが、2 年生を含めどの子も
その子達の紹介をじっとして聞いてく
れています。だからでしょう。話し終

えたときのほっとした顔は、ほほえましく自然に大きな拍手が起こるのです。
　会は進み、今回のメインでもあるゲームが始まりました。ゲームの名は「名
刺交換ゲーム」といいます。すべての子ども達が小さな色紙に思い思いに名前
などを書きその子ならではの名刺を数枚作っておきます。もちろん新入生の子
ども達もです。見てみるとどの名刺も個性にあふれ、ある子は似顔絵を描いた
り、またクイズや迷路、中には数学の問題を書いている子もいます。その名刺
を持ってお友達とじゃんけんをし、負けると相手に自分の名刺をあげるのです。
　「みなさん、必ず 1 年生の人とじゃんけんをしてください !」と司会者である
児童会役員の声で、多くの子が 1 年生のところにやってきます。それを嬉しそ
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うに迎えじゃんけんをする姿は、やはりほほえましくもあります。
　こうして会の終わりの頃には、ほとんどの 1 年生が、とてもリラックスした
様子を見せ、「僕も小学生になったんだ」「明日もお兄ちゃん達と遊べるかな」

「どんな勉強をするのかな、楽しみだなあ」などといった気持ちにさせてくれま
す。
　同時に、2 年生以上の子ども達も、こうした行事を通し､ 進級した自分を再
確認しているようにも感じます。

　なお、プログラムは以下の通りです。
1 ．新入生入場
　　（1 年生のクラスまで呼びに行った 6 年生と手をつないでの入場です）
2 ．校長先生のお話
3 ．新入生の自己紹介
　　（名前と共に好きな事、小学校でしてみたいことなどを自由に語ります）
4 ．お祝いの言葉
5 ．学園歌の紹介
6 ．名刺交換ゲーム
7 ．2 年生からのプレゼント
　　（手作りのペンダント）
8 ．1 年生からのお礼の言葉
9 ．全員合唱「地球に乗ってどこまでも」
10．新入生退場
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卒業生を送る会 

　毎年、卒業式に先立ち全校児童出席のもと行われるのが「卒業生を送る会」
です。
　スポットライトを浴びながら入場してくる 6 年生の姿は、少し緊張しながら
入場してくる児童もいれば、仲良くしていた下級生の姿を見つけうれしそうに
手を振りながら入場してくる児童もいます。それぞれその子ならではの表情を
浮かべ、この日を楽しみにしていたことが手に取るようにわかります。そし
て、会も進み終わりの時を迎えようとするときの姿は、うって変わり、考え深
げに天井を見上げる児童の姿や、涙をこらえようとしても次々にあふれ出る涙
をぬぐうこともできずにいる児童の姿がそこにあります。
　それは、次のようなプログラムの中で、一人一人が自らと向き合い、この学
園で過ごした日々を振り返ることができたあかしであり、友との別れを実感と
して感じたあかしだともいえます。
　第一部
　　 1 ．卒業生の入場とペンダント贈呈
　　 2 ．校長先生のお話
　　 3 ．児童会代表の言葉
　　 4 ． 6 年間の歩み
　　　　（スライド上映と当時の
　　　　エピソードの語り）
　第二部
　　 5 ．下級生からの呼びかけと歌
　　 6 ．卒業生からの呼びかけ歌
　第三部
　　 7 ．全員合唱
　　 8 ．終わりの言葉
　　 9 ．卒業生退場
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　ここに書かれている卒業生の退場の時には、個人あるいはグループが壇上に
順々に上がり、思い思いのパホーマンスをしながら退場していきます。手品を
披露したり即席のダンスを披露する児童もいれば、下級生に最後のメッセージ
を大きな声で伝えたり感謝の言葉を大型の紙に書きそれを見せる児童もいま
す。それもまた聖徳ならではの姿といえるでしょう。
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Ⅳ　学 校 行 事

テスト関係 

1．基本的な考え方

　テストの目的としては 3 つあります。1 つめは子どもたちの学力を調べると
ともに、授業内容を理解できているかどうかを確認する役割があります。理解
に勘違いがあれば、それを正す必要がありますし、授業内容に興味が持てなく
なっているのであれば、何らかのフォローが必要になります。授業での取り組
みや理解に問題があるのであれば、早めに発見し、適切な対応をしていくこと
が重要になります。
　2 つめはテストを通して子どもたちに答えを導き出す力を養うことを目的に
します。保護者から「授業に習っていない内容が、どうして出題されるのです
か。」という質問をよく受けます。聖徳のテストは、児童が授業内容を理解で
きているかどうかを確認する基本的な内容も出題しますが、授業内容を理解し
た上で、テスト時間中に悩み、思考を重ね、解答を導き出すような応用問題、
発展問題も重視しています。つまり、テストの答えは 1 つではなく、その子な
りの解決法を見つけ出させます。テストにおいて初めて見る問題に対して取り
組むことで、練習なしに力を発揮する本当の学力を磨いていきます。
　3 つめは、教師の授業改善の資料とすることです。クラス全体として授業の
理解は十分だったか等を分析し、より効果的な授業を目指していきます。ま
た、一人ひとりの子どもの実態や考え方を押さえ、それぞれの子にふさわしい
方法を検討します。

2．知能検査

　知能の発達を知るためと知能訓練の効果を測定するために、1 年間に 1 回、
聖徳式知能検査を実施しています。その結果については、実施した学期末の面
接の時、『知能評価書』でお知らせしています。
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3．定期テスト

　年 5 回実施しています。1 学期と 2 学期は中間テストと期末テスト、3 学期
は期末テストのみです。中間テストでは国語、数学、英語（3 年生以上）、期
末テストでは国語、数学、英語（3 年生以上）、理科、地理、歴史を実施して
います。

4．学力テスト

　本校の教育課程は文部科学省の『学習指導要領』に準拠していますが、児童
の学力を客観的に見るために、年 1 回標準学力検査を実施しています。

5．実力テスト

　学年としての実態、中学校内部推薦の資料、長期休暇中の学習の目当てと
して、年 1 回実施しています。

6．その他

　通知書には、全学年、個人の得点とクラスの平均点、評定などが記入されて
います。
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Ⅳ　学 校 行 事

公開研究発表会 

1．趣　旨

（1）　英才教育の啓蒙
　昭和 44 年に“英才教育”をスローガンに、教育内容と方法において新し
い教育システムを導入しました。言うまでもなく知能教育を基本にした英才
教育はわが国ではまったく未開拓の分野であり、まずその主旨と実態を一般
公開して理解してもらう必要がありました。そのために第 1 回目の公開研究
発表会を昭和 44 年 11 月 20 日に実施し、以来これまで毎年継続して実施し
ています。

（2）　学校紹介
　わが子の学校を選択する場合に、実際に自分の目で確かめ、本当に自分の
子どもに適した学校かどうか判断し、選ぶことになります。ですから学校と
しては、教師も含めた教育内容、すなわち聖徳学園ではどんな教育方針でど
ういう教師がどんな教育をしているのかを紹介し、私どもの教育をできるだ
け正しく理解してもらう必要があります。

（3）　教育活動及び研究活動の充実と向上を図る
　「常に進みつつある者のみが、人を教える権利を持つ」という有名なこと
ばがありますが、教師の研鑽の必要なことをこれほど的確に厳しく表現して
いることばは少ないと思います。しかしながら、分かっていてもややもする
と惰性に流れて、日々の実践がマンネリ化してしまう面が少なくありませ
ん。これは目標がないからです。目標がないところには、研修意欲もわかな
いし、進歩も向上もないのです。ですから、この研究発表会のもうひとつの
目標に、研究活動の推進と研修意欲の高揚を図ることがあります。
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2．主題英才教育の追究

　私どもの教育の特色は、知能教育を基本にした英才教育です。これは、
　　　　第一に英才児を育てる教育
　　　　第二に英才児に応じた教育
の二本の大きな柱から成っています。
　したがって、「英才教育の追究」が私どもの主題となります。この主題は昭
和 49 年 10 月に掲げられ、現在も引き続きこの主題のもと年度毎の研究テーマ
が設定されています。

3．主な内容

　内容は年毎に若干異なりますが、次のようなものによって構成されています。
　⃝公開保育・公開授業
　⃝授業についての懇談会
　⃝研究発表
　⃝講演
　⃝展示による公開（園児・児童作品、教材・教具など）

4．平成 30 年度発表会要項は、次のとおりです。

　◇期　日：平成 30 年 6 月 16 日（土）
　◇主　題：英才教室の追究
　　　　　　　知能教育を目指した学習指導
　　　　　　　考える力を育てる保育
　◇時　程：

▼
9：00

▼
9：30

▲
10：20

▼
10：00

▼
10：30

▼
11：50

▼
12：30

公開保育

公開授業

全体会

懇　談　会 解 散
1．あいさつ
2．園児・児童発表
3．研究発表

受 

付

▼
11：40

休 

憩
休 

憩

▼ ▼ ▼ ▼ ▼
9：00

▼
9：15

▲
10：20

▲
9：20

▼
10：00 10：30 11：40 11：45 12：30

公開授業（各教室）

公開保育（各保育室）
全体会（小学校4F講堂）

懇談会
（小学校4F講堂）
聖徳の教育

（小学校音楽室）

解 散
1．園長・校長挨拶
2．園児・児童発表
3．研究発表　

受 

付
1F

休 

憩
休 

憩



147

Ⅳ　学 校 行 事

　◇内　容：
　（1）　公開保育及び公開授業
　◇公開保育（幼稚園　9：15 〜 10：00）
　　　※　4・5 歳児は、興味・関心に応じた選択制になっています。
　◇授業公開（小学校　9：20 〜 10：20）

　（2）全体会　（会場：講堂　10：30 〜 11：40）
　　＊あいさつ　　　　校長・園長：和田　知之
　　＊園児発表　　　　年　長　児　　歌　唱
　　　　　　　　　　　 4 　年　生　　合　唱
　　＊研究発表　　　　「学校生活で知能を伸ばす」
　　　　　　　　　　　　歴史科主任：内　藤　　　茂

　（3）懇談会　（会場：講堂・3 階教室　11：50 〜 12：40）
　　＊懇談会は、下記の四つの分科会に分かれて行います。

分科会名 主　　　　　　　　題 主な出席教員

幼 稚 園 教 育

本日の保育・
授業をもとに

創造的知能の開発と育成を目指した学習指導
考える力を育てる保育

（ 保育内容についてお知りになりたい方は、こちらの
懇談会にご出席ください。）

幼稚園担当者

小 学 校 教 育
創造的知能の開発と育成を目指した学習指導
知能開発を目指した学習指導

（ 教科教育についてお知りになりたい方は、こちらの
懇談会にご出席ください。）

大河内教頭
知能訓練担当者
小学校担当者

幼稚園の入園・
入試に関する
こと

幼稚園の概要および入園についてお知りになりたい方は
こちらにご出席ください。

松浦教頭
幼稚園担当者

小学校の入学・
入試に関する
こと

聖徳学園小学校入学についてお知りになりたい方はこち
らにご出席ください。

校長
幼稚園担当者
小学校担当者
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過去５年間の歩み

▪第 45 回（2013 年）
主題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅧ）
個性と能力差に応じた複数指導（Ⅻ）

⃝全体会
　① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 加　賀　光　悦
　② 未来をひらく戦士を育てるために
　　 〜一年生の学級経営を中心に〜 低学年主任 由　里　敏　夫

▪第 46 回（2014 年）
主題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅩⅨ）
個性と能力差に応じた複数指導（ⅩⅢ）

⃝全体会
　① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 加　賀　光　悦
　② 〜創造性をはぐくむロボット教育〜
 教頭 和　田　知　之

▪第 47 回（2015 年）
主題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅡⅩ）
個性と能力差に応じた複数指導（ⅩⅣ）

⃝全体会
　① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 和　田　知　之
　② 自分をするために　〜聖徳の国語から〜
 国語科 川　口　涼　子
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Ⅳ　学 校 行 事

▪第 48 回（2016 年）
主題：英才教育の追究

創造的知能の開発と育成（ⅡⅩⅠ）
個性と能力差に応じた複数指導（ⅩⅤ）

⃝全体会
　① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 和　田　知　之
　② 聖徳学園における児童会活動
 児童会担当・学年主任 板　橋　裕　之

▪第 49 回（2017 年）
主題：英才教育の追究

英才教育を目指した学習指導
考える力を育てる保育

⃝全体会
　① 講演「聖徳学園小学校・幼稚園の教育」
 小学校長・園長 和　田　知　之
　② 未来をひらく戦士を育てるために
　　 ─本校の自由研究にみられる児童の個性・創造性─
 自由研究担当・数学科主任 米　持　　　勇



国立 4.7％公立・その他
6.9％

公立中高一貫
0.6％

私立 57.8％

聖徳 30.0％
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中学校への進路状況 

　中学校への進学指導・進路指導は原則保護者に任せています。自分の進路を
決めていく上で将来を見通した考えを持つことで、主体的な学習を習得させて
います。聖徳を卒業するに当たり、六年間学んできたことで自分が行きたい学
校に行くことができる学力をしっかりつけさせるための授業を目指しています。

1 ．進学先の分布

昭和 49 年から平成 29 年３月末現在の卒業生（総数 2,142 名）
上図の「私立」は聖徳学園中学校以外の私立中学校

2 ．偏差値から見た卒業生の進学先

　卒業生が中学校を選んで進学していく理由にはいろいろあります。校風や校
舎などの施設、大学進学などの進学状況、クラブ活動やその他の活動などさま
ざまな理由から学校を選んでいます。

Ⅴ  卒業生の進路状況
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Ⅴ　卒業生の進路状況

　平成 17 年度から平成 28 年度までの 12 年間の卒業生、偏差値別進学状況に
ついては次の通りです。

偏差値 主な進学先 人数 主な進学先 人数 主な進学先 人数

共学校 343 男子校 296 女子校 140

48 聖徳学園中学校（内部生） 147

70
以
上

慶応系列校
渋谷教育学園幕張（千葉）
国立 : 筑波大学附属
栄東（埼玉）
市川（千葉）
渋谷教育学園渋谷
東邦大学付属東邦

47

国立筑波大附属駒場
開成
灘
麻布
駒場東邦
早稲田系列校
武蔵
栄光学園
聖光学院
立教新座
海城

190

桜蔭
女子学院
豊島岡女子
雙葉
浦和明の星（埼玉）
白百合学園
鷗友学園

52

69
〜
65

国立：学芸大学附属小金井
頴明館
法政大学中
江戸川学園取手（茨城）
広尾学園
海陽学園海陽中等教育（愛知）
関西創価（大坂）
中央大学附属
明治大学附属明治
東京農業大学第一中等部

34

巣鴨
城北
学習院
桐朋
本郷
明治大学付属中野
東京都市大付
世田谷学園
攻玉社
城北埼玉（埼玉）
高輪

77

吉祥女子
昇華学園
フェリス女学院
立教女子学院
光塩女子学院
学習院女子
大妻
頌栄女子学院
開智
東京女学館
カリタス女子
普連土学園

37

64
〜
60

国学院久我山
桐光学園
開成学園大宮開成（埼玉）
西武文理（埼玉）
国立 : 学芸大学附属国際
日本大学第二

44

法政大学第二（神奈川）
曉星
独協
東京大学教育学部
附属中等教育
ラサール中学（鹿児島）

21

大妻中野
共立女子
山脇学園
実践女子学園
跡見学園
恵泉女学園

25
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59
〜
55

成蹊
東京電気大付属
宝仙理数インター
成城
多摩大学附属聖ヶ丘
沖縄尚学高等学校附属
八王子学園八王子
日本大学第一

44

郁文館

5

星野学園（埼玉）
不二聖心女子学院（静岡）
日本大学豊山女子
東京純心女子学園 5

54
〜
50

明法
工学院大学附属
明治学院
淑徳
東海大学付属浦安（千葉）
佼成学園

12

城西川越
聖学院

2

女子美術大学付属
十文字学園
十文字
桐蔭学園中等教育
桐朋学園女子
文化学園大学杉並
和洋九段女子
麹町学園女子
淑徳 SC 中等部 21

49
以
下

秀明（埼玉）
日本工業大学駒場
立正大学附属立正中学
目白研心
東邦音楽大学付属東邦
順天中学
開智日本橋学園

15

淑徳巣鴨

1

中学偏差値ランキング 2018『中学偏差値情報』より
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Ⅴ　卒業生の進路状況

大学への進路状況 
　聖徳では卒業生が進学や就職などが決まった節目によく遊びに来ます。
　大学の進学については追跡調査をしておらず、全員を把握しているわけでは
ありませんが、平成 29 年３月末現在で、卒業生が数多く進学している大学名
を、わかっている範囲で載せています。
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主な就職先 

①　医学
医師（歯科医・獣医含む）多数、看護士、臨床検査技師、日本赤十字社、
管理栄養士、薬剤師、カウンセリングマネージャー

②　法曹
検察官、裁判官、弁護士

③　公務員
財務省、自治省、外務省、防衛省、兵庫労働局、日本学術振興会特別研
究員、市役所、町役場、警視庁、特別公務員、東京都公務員

④　教育
東北大学教授、日本大学芸術学部講師、東大法学部助手、東大医学部解剖
学教室助手、高校教員、小学校教員、保育士、学校事務員、幼稚園経営

⑤　金融
東京三菱 UFJ 銀行、三井住友銀行、大和銀行、安田信託銀行、住友海上
火災保険、住友生命保険、太陽生命、日本生命、ソニー生命、AIU 保険２
名、国際証券、大和証券 SMBC

⑥　マスコミ
日本経済新聞社、毎日新聞、NHK 教育、電通、博報堂、フリージャーナ
リスト

⑦　出版
日之出出版、ぱど、美術関係出版社

⑧　総合商社
三井物産、住友商事

⑨　その他の企業
NTT 系列、ソニー、京王帝都電鉄、日産自動車、日本電気、富士通、コ
クド、サッポロビール、朝日ビール、JR 東海、JR 東日本、リコー、ヤマ
ハ発動機、清水建設、竹中工務店、東京電力、石川島播磨重工業、日本
IBM、トヨタ自動車、ディー・エヌ・エー、東京ガス、エンプラス、三
菱重工業、興和、日本総研、東急リバブル、サントリー、資生堂　……
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Ⅴ　卒業生の進路状況

⑩　芸術
女優（文学座、すごろく）、オペラ歌手（二期会、所属不明）、ダンサー

（在米）、宝塚歌劇団、バレエ団所属（在英）、インディペンデント・バレ
エ・ウェールズ

⑪　自営業
不動産業、印刷所経営、ネジ会社経営、工業所経営、建築業、公認会計
士、貸衣装業、宗教法人（日本寺）

⑫　研究機関
宇宙航空研究開発機構（JAXA）、東京大学生産技術研究所

⑬　その他
大学院修士・博士課程在籍多数、司法修習生、司法試験等、資格試験挑
戦中多数
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Ⅵ  聖徳の思い出

矢部あずさ（1999 年　聖徳学園小学校卒業）
 2010 年知能教育夏期セミナーにて講演

　皆さま、おはようございます。今ご紹介にあずか
りました、早稲田大学政治学研究科の矢部あずさで
す。どうぞよろしくお願いいたします。
　私は 1986 年（昭和 61 年）に日野市で生まれまし
た。聖徳学園小学校に入学して、中学・高校もその
まま聖徳に進学しました。その後は早稲田大学国際
教養学部に進学して、現在は早稲田大学大学院政治
学研究科に在籍しています。

〈小学校時代〉

　まずは小学校の話をさせていただきます。私は「はつかり・ゆうづる組」で
した。部活は粕加屋先生が指導するバスケットボール部でした。4 年生の時は
6 年生の素敵な先輩が多く賑やかな部活でした。5 年生の時は人数が少なく、
男女混合で試合に出ることもありました。その分仲は良かったです。6 年生に
なると、4 年生が多く入ってきてまた賑やかになりました。

◇授業の内容と教科担任制
　聖徳の大きな特徴のひとつに、教科によって担任の先生が違うということが
あります。たとえば数学。プリントを解き終えたら先生に採点してもらって、
100 点になったら次のプリントに進めるというシステムでした。1 回で 100 点
を取ると赤ペンで書いてもらえるのですが、2 回目からだと青ペンでつけられ
るのが悔しかった。1 回で 100 点をとってやろうと、またクラスメイトに負け
ないように早く解こうとしていて、今思うと鍛えられたなと思います。国語で

6 年生当時の矢部さん
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すと、素読読本という 1 冊の本がありまして、『論語』とか『太平記』とかそ
れを暗唱して、言えるようにするのも、国語の専門の先生がいるからこそでき
ることだと思います。私の通っていた時は小 4 から英語の授業が始まりまし
た。9 人の小さなクラスで、ハエたたきを使って英語のカードを取るゲームを
したり、歌や絵本を使って楽しく学ぶことが出来ました。理科も実験器具がた
くさんあって、それぞれの児童が実際に手を動かして実験ができるというの
は、今思うとすごく恵まれていた環境だったのだなと思います。歴史も、教科
書に載っていないような深い話が色々と聞けて良かったと思っています。
　また、1・2 年生にはゲーム・工作という他の学校にはなかなかない科目が
あります。最近は『科学技術立国』とか『ものづくり』といったことが言われ
ますが、この時間で『ものづくり』の楽しさを覚えました。色々な道具を使っ
てコリントゲームを作ったのが印象的でした。なかなかこういうことも家では
できないし、ノコギリやカナヅチを使わせてくれない。人数が少ないクラスな
らではなのかなと思います。オセロ、五目並べ、将棋、百人一首大会がありま
した。「ゲーム」の時間にクラスの予選があり、そこで勝ち抜いたクラスの代
表が、お昼休みにトーナメント形式で大会を行います。そこで勝ち抜くと盾と
賞状がもらえました。将棋の道を志した同級生もいますが、これもゲーム大会
というきっかけがあったからこそだと思います。私も五目並べと将棋に熱中し
て、特に将棋は高校のときまでプロ棋士の先生の元で学びました。ゲームにつ
いての知識は、その後もさまざまな人と打ち解けられる話題や遊びとして役
立っています。

◇図書館の充実
　授業以外で聖徳の誇れることの 1 つに図書室の充実があります。専門の司
書の先生がいらっしゃるので、「こういうことが知りたい」「何か面白い本はな
い ?」といったアバウトな質問でも、いい本をたくさん勧めてもらいました。
私も含めて卒業後に小学校に顔を出しては司書の先生とお薦めの本の情報交換
をする人は少なくないと思います。また、子ども向けの本だけじゃなくて、大
人向けの本、専門書もたくさん揃っています。最近映画化されたような「指輪
物語」や「ゲド戦記」のような面白い物語もたくさん小学生のうちに読ませて
もらって感謝しています。
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◇遊びながら覚えたパソコンの操作
　今はウィンドウズのパソコンが導入されていると思うのですけれども、私が
低学年の頃にマッキントッシュ（Mac）が早速導入されました。昼休みや放課
後に自分たちで「Hypercard」という本来はプレゼンテーションを作るソフト
ウェアを使い、ゲームを作って遊んでいました。こうして自然にパソコンの操
作を学んでいくことができました。

◇予習して臨んだ修学旅行
　小学校における最大の思い出は「修学旅行」です。私たちは長崎の出島へ
行ったり、熊本の阿蘇山に行って馬に乗ったり、山口県の萩で鍾乳洞に行った
り、萩焼を作ったり、松下村塾の見学をしました。みんなで旅行に行くことも
勿論楽しかった理由ですが、一ヶ月くらいでしょうか、授業の中でも修学旅行
に向けて事前に予習をしていったことが印象に残っています。例えば、理科の
授業では阿蘇山のような「カルデラ」のできる仕組みや鍾乳洞に関連する知識
を学び、歴史の授業では出島や吉田松陰について勉強をしてから行きます。

◇資格の修得
　小学生のうちは時間があったので、漢検や英検といった資格の勉強に取り組
むことができました。私の場合は漢検 2 級、英検 3 級を小学校在籍時に修得し
ました。漢検はその後受けていないのですが、現在履歴書に書く際に他の資格
に比べて修得年度が浮いてしまって、ちょっと変な感じがするのが悩みの種で
もあります。同級生の中には数学を得意として、算数オリンピックに出場する
ような人もいました。それぞれが得意分野を活かした活躍をしていたと思いま
す。

〈中学・高校時代〉

　小学校時代の話はここまでで、ここから中学・高校時代の話をさせていただ
きます。私は中学・高校でも引き続き女子バスケットボール部に入っていまし
た。聖徳の女子バスケ部はそこまで厳しくなかったので、書道部と将棋部にも
入っていました。
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　中学校時代のことはあまり覚えていないのですが、小学校に比べて勉強がと
にかく楽だったということが印象的でした。100 点を取ることに執念を燃やし
ていました。小学校から内部進学をする生徒は割と皆成績が良かったので、一
問落とすと席次ががくっと下がりましたね。勉強が楽だった分、習い事や部活
動に時間を割くことができました。習い事としては、聖徳には音楽教室もある
のですが、そこで小学校から継続してピアノを習っていました。（音楽教室は
現在閉室しています。）また、近所で習字も習っていました。

◇ニュージーランド国際研修旅行
　中学校での最大のイベントは、何と言ってもニュージーランドでの国際研修
旅行です。今はニュージーランドだけではなくオーストラリアという選択肢も
あるようです。私のときは、最初の 1 週間はみんなでキャンプ場に泊まり、後
半の 2 週間はホームステイをしました。私がホームステイをしたのは、ニュー
プリマス（New Plymouth）という町です。そこでお父さん、お母さん、美人
の三姉妹、犬や猫と一緒に過ごしました。毎日学校に通い、家では子供たちと
トランプをしたり、折り紙を教えてあげたりして遊んでいました。ある日筆ペ
ンで姉妹の名前を漢字で書いてあげたら、それを学校に持って行って自慢して
きたと嬉しそうに話してくれました。小学校で英語を勉強していたおかげもあ
ると思いますが、2 週間のホームステイの間特に英語で困ることはなく、充実
した時間を過ごすことができました。

◇大学受験
　高校生になると、やはり大学受験を意識することになります。私は理系クラ
スにいましたが、国立大学を目指していたので、五教科七科目の勉強が必要で
した。国語は小学校のときの「素読読本」で覚えた内容が非常に役に立ちまし
た。「論語」などの問題を過去問で見て「素読読本に載っていたやつだ」と思
うこともしばしばありました。おかげで、古文や漢文ではほとんど苦労しませ
んでした。
　五教科七科目を勉強していると、いろんな組み合わせで受験をすることがで
きたので、文系理系問わず様々な学部を受けました。理工学部、経営工学、法
学部、情報コミュニケーション学部など……今思うと何がしたかったのかよく
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わかりませんけれど。結局進学先には早稲田大学の「国際教養学部」を選びま
した。文系の学問も理系の学問も学べるということで、大学でも自分のやりた
いことを迷いながら探せるかなと思ったからです。

〈大学時代〉

　国際教養学部はほぼすべての授業を英語で行うことと、留学を行うことが特
徴です。さすがにネイティブと比べると劣りますが、小学校のときからの英語
教育のおかげもあって、授業についていけるくらいの英語力は身についていま
した。大学のゼミは宇宙物理学の先生のゼミを選びました。理系への執念が捨
てきれなかったので……。両方学べるといっても、理系の科目は限られていた
ので、ゼミの他は文系の科目やプログラミングなどの科目を中心に勉強しまし
た。デザインやバラバラの科目を履修していたのですが、ある意味それも聖徳
生らしいのかなと思います。モンゴル語やアイヌ語、ロシア語などの語学も
色々手を出しました。
　ロシア語を学び始めた頃、まだ数を 10 まで数えるのがやっとの時期にウラ
ジオストクへ 1 ヶ月留学しました。教科書には「もっと安くしてください」の
ような表現は載っていなかったので、必要な言葉はほとんど現地で覚えまし
た。驚いたことに、寮で相部屋だったのはなんと聖徳中高出身の先輩でした。
面識はなかったのですが、妙に話題が合う。同じ学校出身と知ったのは留学が
始まってから 1 週間経った後でした。その先輩とは交流が続き、先輩がモスク
ワに留学している時に遊びに行ったりもしました。
　国際教養学部では留学が義務付けられており、私はウズベキスタンに行きた
かったのですが家族の猛反対に合い、フィンランドへの留学を決めました。し
かし、授業を詰め込みすぎて体調を崩し、残念ながら留学を中止せざるを得ま
せんでした。留学が卒業要件になっているため、委員会にかけられ、留学の代
替として論文の提出が要求されたりしました。フィンランドのヘルシンキ大学
ではソフトウェアについての勉強をしたいと思っていたので、それに関連した
論文を提出しました。ギリギリまで卒業判定が「不可」になっていたので、本
当に卒業できるのか不安でしたね。
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◇大学院への進学

　大学院への進学は早々に決めていましたが、進学先としては政治学研究科の
科学技術ジャーナリスト養成プログラム、国際情報通信科、環境エネルギー科
の間で迷っていました。文系と理系、両方の知識が要求される分野に進みたい
と考えていましたが、環境エネルギー科はキャンパスが遠く、国際情報通信科
は研究室でお世話になりたいと思っていた先生を伺うと「来年度はいるかどう
かわからない」とのことで、科学技術ジャーナリスト養成プログラムへの進学
を決めました。このプログラムは北海道大学の「科学技術コミュニケーター養
成ユニット」、東京大学の「科学技術インタープリター養成プログラム」と同
様に、文部科学省の助成を受けて設置されました。5 年間の期限付きのプログ
ラムで、私たち 4 期生が最後の受講生となりました。今はジャーナリズムコー
スに統合されています。
　

◇「科学技術ジャーナリスト養成プログラム」

　このコースで養成される学生は研究者と非専門家をつなぐことを期待されて
います。研究者の言葉をわかりやすく伝えるだけでなく、研究者に社会からの
声を伝えることも求められます。
　「科学技術ジャーナリスト養成プログラム」を通じて、ジャーナリストに必要
な素養だと思ったことを 2 つお話します。まず、「人の言葉を鵜呑みにしない
こと」。これは小学校の時にも「先生の話も鵜呑みにしないで、自分の力で考
えること」を叩きこまれていたので、あまり抵抗はなかったですね。もう 1 つ
は、「自分の足で情報を集めること」。インターネットで簡単に情報が集められ
るようになりましたが、そうして集められる情報にも偏りが生じている可能性
があります。今こうして皆さんの前でお話をしていると、表情や声の抑揚も汲
みとってもらえると思いますが、文字だけでは伝わらないこともたくさんありま
す。実際に人に会って、話を聞くということがいかに大切かということを学び
ました。こうしたことは、ジャーナリスト以外にも必要な事だと思います。
　また、ジャーナリストには中立性や建設的批判精神が求められていると思い
ます。科学技術ジャーナリストは「科学技術が大好き！」ということだけでは



162

ダメで、例えば原子力問題や遺伝子組み換え作物についてなど、賛否両論ある
話題についても立場の違いを超えて話し合えることも必要だと思います。

◇「理科離れ」と聖徳学園小学校
　このプログラムにおいて避けて通れない話題といえば「理科離れ」と「事業
仕分け」でした。授業を離れての飲み会の場などでも、この 2 つについてはた
くさん議論を重ねました。ちょうど聖徳でも「聖徳の理科教育について」を
テーマとした公開研究発表会が行われていたので、参加させてもらいました。
理科の専門の先生がいる聖徳の場合は、理科が好きな子はどんどんその知識を
伸ばすことができる環境があります。とはいえ、私の同級生の中にも「理科が
嫌い」という子はいます。でも、そういう子も動物が好きだったり、「はやぶ
さ」の話で一緒に盛り上がったりもするので、「物理」などの科目が嫌いかも
しれないけど、決して「科学が嫌い」という訳では必ずしも無いと思います。
なので、個人的には「理科離れ」という言葉はあまり好きではないですね。

◇サイエンスライターとして

　今後についてはまだ決まっていないのですが、現在駆け出しの「サイエンス
ライター」としても活動しています。さきほどご質問もいただいたのですが、

「サイエンスライター」とは何かということについて説明させていただくと、
主に研究者の方に話をうかがって記事を書くライターです。大学院の授業に
も「科学コミュニケーション実習」という形でライティングの授業があり、研
究者の方に取材を申し込んでお話を伺って記事を書き、先生の指導のもとで編
集作業をして、大学院のブログで公開するというものがあります。この授業で
学んだのちに、実際に早稲田大学高等研究所や東京大学地震研究所、日本化学
会などの仕事をさせてもらいました。なかには「20 世紀の西洋演劇について」
などいわゆる“科学”とはぜんぜん違う内容のものもあるのですが、駆け出し
のライターには仕事を選ぶことなどできませんから、苦労して取材をしまし
た。とはいえ、記事を読む人も専門家ではありませんから「先生、これはどう
いう意味ですか」と聞くことができる素人の視点も大切になります。このよう
に幅広い分野の取材をすることが必要であり、またその分野について詳しい知
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識が必要というわけではありません。どの先生も、こちらがその分野に興味を
持っているということが伝われば、熱心にお話をしてくださります。ライター
にとって大切な事は、何でも興味を持てるということだと思います。その意味
では、私に非常に合っている仕事だと思っています。

◇宇宙分野との深い縁

　ライター以外の仕事としては、学部の時に宇宙物理学のゼミで学んでいたこ
とと、先輩がインターンをしていた縁があって、修士 1 年から三鷹にある国立
天文台でアルバイトをしています。ここでは月 2 回天体観望会を行っており、
学生スタッフとして天体の解説や、天文台内の案内をしています。聖徳からも
バス一本で行くことができ、聖徳の児童・生徒にもちょくちょく遊びに来ても
らっているようです。観望会の他にはインターネットからの質問への回答のお
手伝いをしています。天体についても、文章を書くことについても大いに勉強
をさせてもらっています。
　国立天文台以外にもうひとつ縁の深い宇宙関連の機関として、宇宙航空研究
開発機構（JAXA）にもインターンシップや取材でお世話になっています。ま
た、今年（2010 年）の 2 月には、5 人の派遣学生の一人としてフランスのスト
ラスブールにある国際宇宙大学で行われたシンポジウムへ行かせていただきま
した。さまざまな国から来た学生たちと知り合うことが出来、他の国でどんな
取り組みが行われているのか、何が重視されているのかといったことを聞くこ
とができてとても有意義な時間でした。
　はじめは決して宇宙に詳しかったわけではありませんが、こうした縁から

「はやぶさ」についての取材記事を書かせていただけることになったり、何か
と宇宙と関係した仕事をさせてもらえることは嬉しく思っています。

◇同級生の進路と近況について

　最後に、私の同級生が今どういった道を進んでいるのかについてお話しま
す。私の学年の人数は卒業時で 51 名でした。途中で転校した人も含めて、多
分 8 割くらいは今でも連絡をとることができるのではないかと思います。最近
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は mixi や Facebook といった SNS や Twitter などが浸透しているので、お互
いの近況を意識せずとも知ることができます。そのなかでも 5、6 人くらいと
は今もよくご飯を一緒に食べたり、カラオケに行ったりします。
　進路は本当にばらばらで、ボイストレーニングに励んでいる子もいるし、獣
医学部に進んだ子、ゲーム会社に就職した子など……医学部に進んだ人も多い
と思います。自分の好きなこと、夢を追っている子が目立ちます。

◇聖徳学園小学校出身者の特徴

　最後に、私が思う聖徳生の特徴についてお話します。聖徳の出身者の特徴は
「何でもできる人」が多いことだと思います。後から「やっぱり○○がやりた
い」と思ったときに、そこからでも対応できる柔軟さが身についていると思い
ます。私も高校では生物を全く勉強していなかったのですが、小学校でも応用
的な内容を扱っていたおかげもあって、そのおかげで大学に入って必要になっ
たときに勉強が多少は楽になっていたと思っています。また、「好きなこと・
やりたい事を貫くことができる人」が多いです。小学校でやりたい事を見つけ
られる環境もあるし、その後必要になる能力の基礎を身につけることができる
と思います。私は理系とか文系とかといった垣根を超えた分野を、もっと伝え
ていきたいし勉強したいと思っているので、好きなことをなんでもすることが
できた聖徳の環境は非常に合っていたと思っています。以上で私の話を終わら
せていただきます。ご清聴ありがとうございました。



165

Ⅶ　学校生活

Ⅶ．学 校 生 活

学校規定服装用品 

　制服として男女とも下記のように決められています。常に制服を着用して登
校してください。
　制服は夏冬兼用ですが、夏期は上着を着用しなくてもよいことになっています。

冬　　用 夏　　用

制　

服

上着・半ズボン（男）
スカート（女）・白のＹシャツ
ネクタイ（男）・リボン（女）
制帽（黒）

半ズボン（男）・スカート（女）
半袖白ボタンダウンシャツ《ノー
ネクタイ期間》
ネクタイ（男）・リボン（女）
制帽（白）

学
習
着

上着（長袖・水色）
半ズボン（紺）〈体操着と兼用〉

（寒いときは長ズボン（紺）も可）

上着（半袖・水色）
半ズボン（紺）〈体操着と兼用〉

（寒いときは長ズボン（紺）も可）

体
操
着

白色の半袖・半ズボン（紺） 白色の半袖
半ズボン（学習着と兼用）

カ
バ
ン

入学時に指定のカバンを購入していただきます

そ
の
他

セーター・ベスト…長袖紺色で、指定のもの。
コート類・上履き…指定のもの。
靴（運動靴が好ましい）
靴下…白紺黒の無地

☆上記規定服装の取扱店
　三越…………………… 制服・カバン・制帽（黒・白）・カバン
　校内売店（ハシモト）…… Y シャツ・上履き・制帽（白）・学習着・体操着

Ⅶ　学 校 生 活
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　〔服装（冬用）〕

※ 夏用は上着をぬいだスタイル
です。帽子は白になります。 
夏用期間の一部に、ノーネクタ
イの時期を設定します。ノーネ
クタイ期間は、上着がボタンダ
ウンシャツのみ（ネクタイ・リ
ボンなし）となります。

日課時限表 

登校時間 ８：00 〜８：25

ホームルーム ８：30 〜８：40

１・２時限 ８：45 〜 10：25

３・４時限 10：35 〜 12：15

昼食及び休憩 12：15 〜 13：00

掃　　除 13：00 〜 13：25

５・６時限 13：30 〜 15：10

ホームルーム 15：15 〜 15：30

最終下校時間 １〜 2 年生　15：30　3 年生以上　16：00

注１．  上記は標準時程で、曜日によって若干異なります。4 月に配布される時
間割でご確認ください。

　２．  1 年生は二学期から週一日 6 時限、２年生は週二日 6 時限・他は 5 時限
で終了します。

　３． 毎日、弁当持参になります。（給食センターの弁当が注文できます。）

リボン（緑色）ネクタイ（緑色）

制帽（黒）
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年間行事予定表 

（年度により若干異なりますので、年度始めに予定表を発行します。）

学
期 月　日 行　　　事

１　
　
　

学　
　
　

期

4 月上旬 始業式
〃 入学式
〃 新入生を迎える会

　　下旬 健康診断
授業参観及び懇談会

5 月上旬 避難訓練
5 月 22 日 創立記念日（休校）
　　下旬 中間テスト

〃 校外授業
〃 修学旅行（6 年生）

6 月中旬 公開研究発表会
7 月上旬 期末テスト
　　中旬 クラス懇談会

〃 評価、面接（保護者面接）
　　下旬 終業式

〃 林間学校（３・5・6 年生）
〃 イングリッシュキャンプ（4 年生）

学
期 月　日 行　　　事

２　
　
　

学　
　
　

期

9 月 1 日 始業式・防災訓練
　　上旬 自由研究展
9 月中旬 校外授業
　　下旬 授業参観
10 月 1 日 都民の日（休校）
　　上旬 運動会
　　下旬 中間テスト

〃 避難訓練
10 月下旬 マラソン大会
11 月上旬 入学考査
　　中旬 新入生一日入学
　　下旬 聖徳祭
12 月上旬 期末テスト
　　下旬 評価、面接（保護者面談）

〃 終業式

３　
　

学　
　

期

1 月 7 日 始業式
　　上旬 百人一首大会
２月上旬 授業参観及び懇談会
　　中旬 スキー学校

（３年生〜５年生）
〃 新入生一日入学

　　下旬 学力テスト
３月上旬 期末テスト
　　中旬 卒業生を送る会

〃 年度末懇談会
　　下旬 終業式・卒業式
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児 童 会 

1．児童会の主な活動とその目的

主な活動内容

① 学級活動（学級を単位とした日常活動）
② 委員会活動（奉仕的位置づけの活動）
③ クラブ（同好の児童による活動）
④ 児童会行事（児童会主催の行事）
 　新入生を迎える会
 　スポーツ大会
 　君も何でもチャンピオン
 　卒業生を送る会
 　（林間学校・スキー学校におけるリクレーション活動）
⑤ ボランティア活動
 ユニセフ募金　　　清掃活動（生活委員会）
⑥ あいさつ運動
 生活重点目標の設定（代表委員会）と実行
⑦ 児童会役員選挙

　学園としての目的
　上記のような活動を通し、学校生活の充実と向上を目指すとともに豊かな
人間関係を築いていく性格をもつ組織が児童会といえます。その究極の目的
は、集団としても個人としても豊かな人格を形成することにあるといえます。
その為には、その組織は確かな教師の指導の下、自治的・自発的活動が最大
限に保障されなくてはなりません。とりわけ、個性豊かな児童がそろう本学
園においては、個々人の豊かな発想を大切にしながら集団との利益を融合さ
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せた活動を大切にしています。

2．創意と活力ある児童会活動［活動紹介］

　（1）スポーツ大会
　スポーツを通して上級生と下級生の交流を図る目的で毎年行われてい
るのが「スポーツ大会」であり、大まかな内容は以下の通りです。
　対象学年：4 年生〜 6 年生
　競技種目：・バスケットボール　・サッカー　・野球　
　　　　　　・王様ドッジボール
　ル ー ル：サッカー、野球は学年 1 チームにによる総当たり戦

バスケットボール、王様ドッジボールはクラス対抗による
トーナメント戦

　運　　営：児童会役員、体育委員会、放送委員会（審判は教員）
　以上ですが、以前は「S ケン」という遊びも一つの競技として取り入れ
ていました。そうした種目に関しては、基本的には役員会を中心とした
話し合いを最大限に尊重し決定されていることもあり、ユニークな競技
も取り入れられることになるといえます。
　また、運営は上記の通り委員会、役員会が中心となり行います。体育
委員会は各種目ごとに分かれ試合結果や得点などを記録し、それをもと
に閉会式においては役員会手作りの賞状が手渡されるというわけです。
　結果は、どうしても 6 年生が優勝する種目が多くなるのですが、それ
も下級生にとっては憧れの上級生になりたいといった貴重な経験となる
ものだと思っています。

　
　（2）君も何でもチャンピオン

　児童会役員は、本校では立候補制による直接選挙によって選出されま
す。立候補した児童は思い思いの公約を掲げ、当選後、その実現のため
に活動することになります。その公約の一つが「君も何でもチャンピオ
ン」でした。上級生と下級生の交流を図りたい、それぞれの個性を発揮
する場を設けたい、そんな思いがこの行事に結実したのです。
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　昼の時間を使い講堂においてその場で発表できるものであれば自由に
発表することができます。
　「こまやけん玉を自由に操る児童」「ピアノやチェロなどの楽器を使い
演奏する児童」、更には、漫才や物まねなどを披露する児童もいます。ま
た、器楽部が発表の場として演奏したり、六年生が一年間のまとめとし
てリズム縄跳びとダンスを結びつけた踊りを発表したこともあります。
　その内容は年々活発になっており聖徳ならではの催しといえるでしょう。

　（3）児童主体のあいさつ運動
　人と交わすあいさつは、社会生活を送る上での礼儀であり、人と人の
心を結びつける大切や役割をもつものでもあります。当たり前のことに
思えますが、子ども自身の内面に働きかけその変革に期待する意味があ
ります。児童会役員が、学園における「あいさつ」の現状を話し合い、
それを学級委員で構成された代表委員会で提起し、全校一斉にこの問題
に関して話し合いました。そして、実際の行動として児童が考え出した
のが「4 年生以上のクラスが、月初めの三日間交代制で朝のあいさつを昇
降口で行うこと」「あいさつ運動に替わる名称を全校で考え、ポスターも
募集し応募作品の中から正式ポスターを決定すること」などでした。
　この取り組みは自然に広がりを見せ、スキー学校では朝食・夕食時に

児童会役員と共に自主的に何人
もの児童が食堂入り口に立ち元
気にあいさつしていました。六
年生の卒業論文でも、このあい
さつの問題をテーマに、自分が
変わり学校も変わってきたと述
べていました。この取り組みが
どう発展していくのかそれは児

童のこれからの成長にもよることでしょう。
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（4）ボランティア活動
　主に年末のユニセフ募金に取り組んでいますが、数年前に起こった未曽有
の大震災などその時々の国内外の災害に対し、児童からの積極的な提起に応
え募金活動に取り組んでいます。

（5）児童会役員選挙
　毎年 1 月に 4 年生以上の児童による児童会役員選挙を実施し各役員を決定
しています。
　現在のところ（2015 年度）以下の役員を選出しています。
　　会　　長：5 年生 副 会 長：4・5 年生より各 1 名
　　議　　長：5 年生 副 議 長：4 年生
　　書　　記：4・5 年生より各 1 名
　　執行委員：4・5 年生から各 2 名
 　以上 11 名で構成

　聖徳学年では、児童会の基本的な性格を以下のようにおさえています。
　　①　児童の自発的・主体的活動である
　　②　児童集団による実践活動である
　　③　学校における児童の生活に関する問題解決の活動である
　　④　学校生活をより楽しく豊かにする活動である
　　⑤　主として高学年児童によって運営される活動である
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　その中心的な役割を担うのが児童会役員です。だからこそ、「全校的視
野に立って活動する児童」「理想と目標を追い求める児童」「見通しと組織
力、行動力のある児童（その可能性のある児童）」といった資質が求めら
れるのです。
　大人のシミュレーションとして選挙を本格的に行えば、当選できな
かった子ども達は少なからずショックを受けます。しかし、それが社会
の仕組みであることを学び、それからの自分の学校生活を考えていくこ
とも大切な学習であると考えています。
　毎年、20 名以上の児童が立候補し、思い思いのチラシやポスターを作り
朝早くから校門前に立ち選挙活動をする姿はとても生き生きとしており、
こうした児童に支えられて児童会活動が成り立っていることを感じさせ
ます。一方、投票する側の児童は、演説会での内容なども加味しながら
選挙管理委員会指導の下投票するのですが、そうした一つ一つの活動が、
子ども達を成長させているようにも感じます。

3．クラブ・委員会活動（4 年生以上が参加）

　クラブ
　・バスケットボール部　　・野球部　　・サッカー部　　・バドミントン部
　・工作部　　・鉄道研究部　　・パソコン部　　・器楽部
　委員会
　・役員会　　　　・飼育委員会　　・図書委員会　　・保健委員会
　・園芸委員会　　・生活委員会　　・体育委員会　　・気象観測委員会

4．組織

　児童会活動に関する内規
　児童会役員選挙規則
　1 年生から 6 年生までの全児童で構成される児童会は、定められた内規と規
則によって組織され、4 年生以上の児童を中心に活動が展開されています。



幼 稚 園 編
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Ⅰ  聖徳幼稚園の教育

　     教育目標 ─────────────────────────

　本園では、豊かな環境と豊かな教育内容を整えて、その中で子どもたちが自
由に伸び伸びと活動する「自由あそび」と、専門的な「選択制のカリキュラム
あそび」を通して、
　①　一人ひとりの子どもの個性を育てる
　②　知能を伸ばし、創造性豊かな人間性を育てる
　③　正しい心・優しい心・たくましい心を育てる
ことをねらって、日々の教育活動を行なっております。

　     教育の特色 ───────────────────────

　（1）　知能教育
　　○ ねらい

①　知識や情報、技能を習得する力を育てる
②　習得した知識や情報、技能を新しい場面（生活や学習面等）に活用

する能力を育てる
③　洞察力や判断力を育てる

　つまり知能教育は、知識や情報を習得する“器”を大きくし、自分の
頭で考え、正しく判断して行動する能力を育てることがねらいです。

　
　　○ 内容と方法

①　自由あそび　〜意欲と集中力の育成〜
　子どもは自分の好きなあそびには、とてもよく熱中することができ
ます。そこで、子どもの興味・関心を生かして、自分で見つけたあそ
びを工夫して、発展させることができるような環境を整えます。また、
その中で積極的な意欲と集中力を育てます。
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　　②　知能あそび
　ギルフォードの知能因子構造（22 ページ参照）に基づき、小学校 4 年
生まで 1 週間に 1 因子ずつ刺激します。
　独自に開発したパズルやゲーム等の教材・教具を使い、楽しく遊びな
がら知能を伸ばすと共に、理解力・記憶力・創造的思考力・推理力・論
理的思考力・判断力などを育て、知能の幅を広げます。

　（2）　一人ひとりの個性に応じた指導
　一人ひとりの個性に応じた指導を徹底するために、次のような指導
システムを取り入れています。

①　少人数クラス編成
　ホームルーム（生活集団）クラスは、年少児 = 25 名、年中・年長児
= 30 名で編成します。

②　複数担任制
　子どもの個性や能力・発達段階というのは、一人ひとり異なります。
ですから、30 人の子どもがいたら 30 通りの指導法を必要とします。
　そこでクラス担任は、
　　＊ 年少児　　　 = 2 人担任制
　　＊ 年中・年長児 = 2 クラス 3 人担任制
にしております。

③　カリキュラム担任制
　カリキュラムあそびの時間は、クラス担任の他にカリキュラムあそ
び専門の教師も指導にあたります。その趣旨は第一に、教師は園児と
接する前に、あそびの教材研究を十分行なう必要があるからです。
　第二は、教育は教師と園児の触れ合いを通して営まれるので、いろ
いろな教師との出会いが、子どもの成長にプラスになると考えるから
です。

④　選択制のカリキュラムあそび
　本園では、「自由保育」を基本にしておりますが、幼児期には「知育」・

「徳育」・「体育」は、ある程度バランスよく与えていく必要があります。
そこで本園では、自由あそびの他に、
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＊ 知能あそび（全学年・必修）
＊ 体育あそび（年少・必修　年中長・選択）
＊ リトミックあそび（年少・必修　年中長・選択）
＊ 造形あそび（年少・必修　年中長・選択）
＊ 英語あそび（年中長・必修）
＊ 理科あそび（年長・月 1 回程度）

　6 つのカリキュラムに基づいたあそびの時間を設定して、子どもたち
が自分の興味・関心に応じて自由に選択して活動できるようにしてお
ります。自分で選択して、好きなあそびに取り組むのですから、個性
の伸長と共に判断力の育成にも効果を発揮しています。

　     教育方法 ─────────────────────────

　「自由保育」を実施しております。
　その趣旨は、第一に、幼稚園教育は幼児期の発達段階や特性を考えると、

①　環境を通して行う
②　子どもの主体的な活動である、自由な遊びを通して行うことが大切と考

えるからです。
　第二は、本園の教育目標である「個性重視」と「知能教育」を推進していく
ためには、とかく画一的な指導になりがちな一斉保育では限界があると考える
からです。子どもの個性や知能というのは、基礎基本は押さえた上で自由な時
間と自由な遊びの中で、主体的に遊びを見つけ、それに集中して取り組んでい
るときが最も促進されるのです。ですから、教育方法も教えることより育てる
ことに重点を置いております。

　     課外教育活動 ──────────────────────

　個性教育を充実させるために、課外教育活動として次の 2 つの教室を開設し
ております。
○ 英才教室
　知能を伸ばし、創造性豊かな子どもを育てることを目標にして、専門的な知
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能教育を行います。
○ 剣道教室
　剣道を通して、健康な心と体を育成します。

延長ゲームあそび 延長読み聞かせ

体育あそび
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知能あそび 

1．こんな能力を育てます !!（教育目標）

　一言で“知能”と言っても、いろいろな能力（知能因子）があります。
　その中で、聖徳幼稚園の知能あそびでは、パズルやゲームなどの独自に開発
した教材・遊具を使用し、楽しく遊びながら知的好奇心を育み、次のような幅
の広い思考力（考える力）を育てていきます。
　⃝理解力
　⃝記憶力
　⃝拡散思考力（創造力）
　⃝推理力や論理的思考力
　⃝総合的判断力

Ⅱ  領域別の基本方針と内容

知能あそび
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　こうした多くの知能因子を刺激して、自ら考える力を育てると共に、知能の
幅を広げ、学習能力の基盤となる知能を伸ばします。特に、創造的知能の開発
と育成に力を入れています。

2．こういったところに、重点をおいています !!（学年別の指導重点目標）

《年少（3 歳）児》
1 学期：形・色・ことばなどを使ったあそびを楽しむことにより、知能あそ

びへの興味を持たせる。
2 学期：切る・組み合わせる・つなぐなどの手先を使った活動を楽しみなが

ら、意欲と集中力を育てる。
3 学期：形・数・ことばなどを使ったあそびを楽しみながら、自分で考える

ことの楽しさに気づかせる。
《年中（4 歳）児》

1 学期：パズルやクイズなどのあそびを通して、友達と楽しみながら、ひら
がなや数について興味をもたせるとともに、知的好奇心を育てる。

2 学期：友達とのゲームあそび（文字や数を使ったパズルやカルタ・クイズ
など）を通して考える楽しさを知ると共に理解力を育てる。

3 学期：グループの友達と一緒に、ひらがなや数、形を使ったパズルやゲー
ムを楽しみながら意欲と集中力を育てる。

《年長（5 歳）児》
1 学期：文字や数、形などを使ったパズルやゲームを楽しみながら、理解力

と挑戦意欲を育てる。
2 学期：文字や数を使ったいろいろなゲームや課題を楽しむことで、自分で

考えることの喜びを知ると共に、推理力や比較判断力を育てる。
3 学期：文字や数を使ったゲームや課題に自分で工夫して取り組み、考える

ことの喜びを味わうとともに、拡散思考力を育てる。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3．このような特長のある教材を使っています !!

　知能あそびは、独自の教材・遊具を作成して行っています。そのため、より
子どもの実態に応じた活動が可能となっています。また、実践記録など一つの
教材を作成するためのノウハウが蓄積されているため、次年度の指導における
対応が可能になり、さらにきめ細かい対応ができるよう、努めています。

☆年少（3 歳）児が、『はじめての知能あそび』と称して、一番初めに出会う
教材です。拡散思考力を高めると共に、手先の巧緻性も含めて、下の絵に
シール貼りをする課題です。シールの貼り方にルールはありません。

•枠からはみ出して自由にシールを貼る子
•バスの窓にお客さんが乗っているように、また、アリさんが美味しいも

のを運んでいるようにイメージして貼る子
•色を分類しながらきれいに貼っていく子
•ぬり絵のように隙間なく、びっちり貼る子
•一か所にシールを重ねて貼る子（「重たいお荷物を運んでいるの !」と自

分なりの考えをきちんと持って。）

　こちらが指示しなくとも自然と、3 歳児なりの工夫や独創性といった力を発
揮できるのが特長です。
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☆年中（4 歳）児の課題の一つで、『概念で単位を拡散思考する』知能因子で
す。この課題は、ある条件に対しての答え（考え）を、いろいろと思い付い
ていくものです。自分の意見を発表することは、時には勇気が必要なことも
ありますが、それでも、お友達と刺激をしあいながら 4 歳児なりにしっかり
思考を深めていくことが出来、子どもならではのユニークな発想が見られる
おもしろい内容の一つです。
　問題例 1・ 「とがっているものは、なあに ?」
　　解答例・ ◎髪の毛　◎ハリネズミ　◎うに　◎ライオンのたてがみ
 ◎つらら　◎たけのこ　　◎ばら　◎スピノサウルスの背中
　問題例 2・ 「かわるものは、なあに ?」
　　解答例・ ◎カメレオン　◎古い家（リフォーム）　◎太陽
 ◎歯（乳歯から永久歯）　◎ママ（おばあちゃんになる）　
　問題例 3・「たいせつなものは、なあに ?」
　　解答例・ ◎命　　◎お友達　◎ママ　◎空気　◎お金
 ◎地球　◎嫌いなものを食べること　◎家族

※子どもの発想には、毎時間、感心と感動を覚えます。

☆年中（5 歳）児の課題の一つで、『図形で体系を認知する』知能因子です。
パズルを完成させていく内容です。扱う素材として“漢字”（年長児は熟語
に挑戦）を使用していますが、これは読めなくても書けなくても関係ありま
せん。なぜなら、漢字も一つの形として考えているからです。子どもたち
は、それはそれは夢中になって取り組みます。そして、この課題をきっかけ
として、漢字に興味を持ち始める子も少なくありません。こういった知的好
奇心を育むことは、知能あそびのもう一つのねらいでもあります。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

4．こういった計画に基づいています。（年間指導計画）

《年少児》

No 知能因子 教　材　名 ね　ら　い

1 はじめての知能あそび・シール貼り 知能あそびに親しむ

2 ＣＭＳ 紙芝居 お話を理解する

3 ＤＳＵ 同色のもの探し 指定された色のものを思いつく

4 ＥＦＵ 同一形探し 同一の絵（形）を比較判断する

5 ＥＳＵ シールあそび 1 同じ色並びを見比べながら作る

6 ＮＭＵ ものあてカルタ ヒントを聞いて答えを推理する

7 ＣＦＳ 乗り物パズル 見本と同じように完成する

8 ＮＦＳ ファイブ・セブンピースパズル 見本通りに形を組み立てる

9 ＣＦＵ 何の絵かな 隠された形を推理する

10 ＣＭＲ 仲良し合わせ 概念的に関係のあるものを考える

11 ＣＳＳ シールあそび 2 色の並び方の決まりを見つける

12 ＣＦＣ 仲間分け 1 多くの形の中から共通点を発見する

13 ＣＭＣ 仲間を集めよう ! 概念的な仲間を考える

14 ＤＳＳ ブレスレット作り きれいな模様を思いつく

15 ＤＭＵ 概念拡散カルタ 1 条件に合うものを考える

16 ＣＳＵ 同数の判断 同数を判断する

17 ＤＦＣ 落ち葉・木の実あそび 形の特徴を捉えて分ける

18 ＣＦＩ 迷路 1 図形的に見通しを立てて考える

19 ＣＳＲ 数の関係 左右の数をつり合わせる

20 ＤＦＵ 切り紙 いろいろな形（切り紙）を作る

21 ＮＳＳ カラーパズル 見本と同じ色の組み合わせを作る

22 ＥＦＳ 折り紙あそび 見本と見比べながら完成させる

23 ＥＭＳ 不合理の判断 絵や文の中の不合理を判断する

24 ＣＳＵ 数すごろく サイコロの目数とマス目の対応
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《年中児》

No 知能因子 教　材　名 ね　ら　い

1 ＮＭＵ スリーヒントクイズ 3 つの条件をもとに推理する

2 ＣＳＲ 数の大きさくらべ 数の大小関係を判断する

3 ＥＳＵ 同一文字さがし 文字配列から特定の文字の判別をする

4 ＥＭＣ なかよし概念カルタ 2 同じ類の仲間を集める

5 ＣＳＳ 色や数の決まりの発見 ゲームを通して 10 までの順序数を理解する

6 ＣＦＩ 迷路 2 図形的に見通しを立てて考える

7 ＣＦＵ かくされたひらがな 隠された文字を推理する

8 ＥＦＳ 道つなぎパズル 途切れた線の比較判断をする

9 ＣＳＲ 数すごろく 2 さいころの目数の対応と 2 数の和を考える

10 ＤＦＣ 仲間分けの工夫 形の共通点に着目して色々な分け方を考える

11 ＤＳＳ 数つなぎの思いつき 数の合成・分解を考える

12 ＤＳＵ 同じ字のつく言葉 同音のいろいろな言葉を思いつく

13 ＮＦＳ セブンピースパズル 2 形の組み立てを考える

14 ＣＦＳ 漢字・絵パズル 分割された漢字を完成する

15 ＤＳＲ たしざんゲーム 数の和とルールの理解をする

16 ＤＭＵ 概念拡散カルタ 2 1 〜 2 つの条件を満たすものを思いつく

17 ＣＳＵ ことばさがし 文字配列から、ひとまとまりの文字の判別をする

18 ＮＳＲ かずあてゲーム 隠された数を推理する（数の差）

19 ＥＦＳ 模様作り 1 形の構成を把握してパズルを完成する

20 ＥＭＳ 話の不合理 話の適合性を発見する

21 ＤＦＩ ひも通しあそび 手先の巧緻性・見通しを立ててひもを通す

22 ＤＭＩ もしこうなったら 仮説に基づいた思いつき

23 ＮＳＵ 文字パズル 2 条件を満たす文字を考え、語の完成をする

予備 ＤＦＳ 形つくりの工夫 1 自由な発想でイメージを広げながら具体的な形を作る
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

《年長児》

No 知能因子 教　材　名 ね　ら　い

1 ＮＭＵ スリーヒントクイズ 3 つの条件をもとに推理する

2 ＣＳＲ 数の大きさくらべ 数の大小関係を判断する

3 ＥＳＵ 同一文字さがし 文字配列から特定の文字の判別をする

4 ＤＦＳ 形つくりの工夫 2 自由な発想でイメージを広げながら具体的な形を作る

5 ＣＳＳ 色や数の決まりの発見 ゲームを通して 10 までの順序数を理解する

6 ＣＦＩ 迷路 2 図形的に見通しを立てて考える

7 ＣＦＵ かくされたひらがな 隠された文字を推理する

8 ＥＦＳ 道つなぎパズル 途切れた線の比較判断をする

9 ＣＳＲ 数すごろく 2 さいころの目数の対応と 2 数の和を考える

10 ＥＦＴ 形あそび 分割された正方形の変形されたものを判断する

11 ＤＦＣ 仲間分けの工夫 形の共通点に着目して色々な分け方を考える

12 ＤＳＳ 数つなぎの思いつき 数の合成・分解を考える

13 ＣＳＩ 見通し駒取りあそび ゲームを通して数の和とかけひきを考える

14 ＮＦＳ セブンピースパズル 2 形の組み立てを考える

15 ＣＦＳ 漢字・絵パズル 分割された漢字を完成する

16 ＥＳＳ 模様作り 2 見本の色模様の構成を把握し完成する。手先の巧緻性

17 ＤＳＲ たしざんゲーム 数の和とルールの理解をする

18 ＤＭＵ 概念拡散カルタ 2 1 〜 2 つの条件を満たすものを思いつく

19 ＣＳＵ ことばさがし 文字配列から 1 まとまりの文字の判別をする

20 ＮＳＲ 石とり 石を取り合うゲームを通して有利な方法を考える

21 ＣＦＴ 穴あき折り紙 4 つ折りの折り紙を切って出来る模様を推理する

22 ＥＭＳ 話の不合理 話の適合性を発見する

23 ＤＦＩ ひも通しあそび 手先の巧緻性・見通しを立ててひもを通す

24 ＤＭＩ もしこうなったら 仮説に基づいた思いつき

25 ＮＳＵ 文字パズル 2 条件を満たす文字を考え、語の完成をする
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※ 年中・年長教材は、同じ知能因子であっても、学年による難易度が付いてい
ます。また、アンダーラインが引いてある教材は、発達段階等を考慮し、そ
の学年のみが使用する教材となっています。

※ 尚、本学園における知能教育についての詳しいことは 21 ページをお読みく
ださい。

『図形で分類を拡散思考する』（年少教材より）
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

体育あそび 

1．体育あそびについて

　幼児期は、身体欲求の強い時期です。十分に体を動かすことで運動能力だけ
でなく骨格や生理的な機能も発達していきます。
　そこで聖徳幼稚園では、子どもたちが選択するカリキュラムあそびの一つと
して「体育あそび」を行ない、身体を動かすいろいろな遊びを楽しむ中で、も
う一度やりたい、難しいことにも挑戦したいという気持ちを持てるようにして
います。

2．指導目標

《年少（3 歳）児》
1 学期：体を動かす楽しさを知る。遊具の使い方・遊び方を知る。
2 学期：かけっこなどを楽しみながら運動感覚を養う。
　　　　集団でのルールを知り、みんなであそぶ楽しさを知る。
3 学期：マラソンなどを通して、体力の向上を目指す。

《年中（4 歳）児》
1 学期：鬼あそびなどを通して、集団でのルールに気づき、みんなで楽しく

遊べるようになる。
2 学期：かけっこやゲームあそびなどを楽しみながら、体力の向上や運動感

覚の鋭さを養う。
3 学期：マラソンリレーなど、それぞれが目標を持ちながら楽しんで取り組む。

《年長（5 歳）児》
1 学期：指示を理解し、行動できるように考えるようにする。
2 学期：リレーやチームあそびなどを通して、友だちと協力し合いながら活

動できるようにいろいろ工夫する。
3 学期：マラソンリレーや縄跳びあそびなどを通して、自分で考えたり工夫

したりしながら、目標を達成する。
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3．年間指導計画

　体育遊びの指導目標に準じて実践していきますが、常に状況判断し、最も適
した遊びの提供を念頭に置き、柔軟性を持ちながら調整を行っています。

年　少（3歳児） 年　中（4歳児） 年　長（5歳児）

1
学
期

整列・体操
遊具探検
鬼あそび
かけっこ
水あそび
 など

整列・体操
鬼あそび
遊具探検
鉄棒あそび
かけっこ
体力作り
水あそび
 など

整列・体操
色々な鬼あそび
鉄棒あそび
跳び箱あそび
かけっこ
リレー・ボール
水あそび
 など

2
学
期

運動会の練習

1 学期と同じ
マットあそび
 など

1 学期と同じ
マットあそび
ボールあそび
 など

1 学期と同じ
マットあそび
ドッジボール
 など

3
学
期

2 学期と同じ
マラソン
マットあそび
 など

2 学期と同じ
なわとび
ボールあそび
マラソン
 など

2 学期と同じ
なわとび
マラソン
サッカー
 など
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

4．指導の重点

（1）　年齢に応じた指導について
　3 歳児においては、身体を動かす楽しさを経験し、4 歳児においては、集団
でできる遊び、瞬発力・持久力・平衡性などの芽生えをねらった遊びを、ま
た 5 歳児においては、その発展をねらった遊びを選び行っていきます。

（2）　個々に応じた指導について
　幼児の個々の精神的発達・社会性の発達を含めた発育状況を見極め、個々
の発達段階に応じた指導を行います。幼児を総合的に捕らえていきます。

体育あそび
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造形あそび 

1．造形あそびについて

　聖徳幼稚園では、一人ひとりの個性を尊重し、豊かな感性、創造性を育てる
ことに重点をおいて造形あそびを実施しています。カリキュラムでは、できる
だけ様々な素材に子どもたちが触れることができるよう、内容や教材を吟味し
ています。また、子どもたち自身が技術の習得を含め、造形あそびでの経験を
活かし、さらに自由な発想で、絵画や工作を楽しむことができるよう支援・指
導をしています。

2．指導目標

⃝造形あそびを通して、豊かな感性、創造性を育てる。
⃝ 複数指導制の利点を生かし、きめ細やかな指導により個々に応じた技術の習

得を目指す。
《年少組》
⃝ 造形あそびに親しみ、自分の好きなことを自由にかいたり、つくったりする

ことを楽しむ。
⃝いろいろな素材に触れて楽しむ。
⃝クレヨンや絵の具、のり、はさみなどの使い方を知る。

《年中組》
⃝ 造形あそびに親しみ、自分の感じたこと、考えたことなどを自由にかいた

り、つくったりすることを楽しむ。
⃝ 自分の感じたことや考えたことなどを、いろいろな素材を使って表現しよう

とする。
⃝ クレヨンや絵の具、はさみ、のり、セロハンテープなどの使い方がわかる。
⃝ 友達とイメージを共有して、かいたりつくったりしたり、友達の表現に興味

をもつ。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

《年長組》
⃝ 自分の感じたこと、考えたことなどを目標に持って、いろいろな素材を使っ

て工夫し、表現しようとする。
⃝ 生活の中で、あそびに必要なものを自分で、かいたり、つくったり、飾った

りする。
⃝ さまざまな活動を通して、用具の使い方がわかる。
⃝ 友達の活動や作品に関心を持ち、いいところを認め合ったり、共同制作を楽

しむ。

3．年間指導計画（2017 年度実施例）
1 学期

月 年少組（3歳児） 年中組（4歳児） 年長組（5歳児）

4
月

クレヨンあそび

こいのぼり制作

母の日制作

こいのぼり制作

〇△□を作ろう

土粘土

絵画（桜の木）

母の日制作

5
月

ちぎりあそび
 （小鳥を作ろう）

はさみあそび
 （ライオンを作ろう）

絵画（遠足の絵）

父の日制作

絵画（遠足の絵）

空き箱制作

ドーナッツ作り

母の日制作

ビー玉ゲーム

絵画（遠足の絵）

シャボン玉の絵

父の日制作

6
月

あじさい（染紙）

気球を作ろう
（フィンガーペインティング）

父の日制作

牛乳パックで船作り

観察画（パイナップル）

花火（はじき絵）

ジュース作り（3 原色）

アルミホイルの恐竜

世界に一つだけの花
 （紙粘土）

7
月

風鈴作り

七夕制作

うちわ作り

七夕制作 

うちわ作り（墨絵）

七夕制作
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2 学期

月 年少組（3歳児） 年中組（4歳児） 年長組（5歳児）

9
月

野菜を作ろう（新聞紙）

カメラ作り（空箱工作）

カラフルふくろう

スクラッチ

小麦粉粘土

水族館作り
 （プラ板を使って）

絵画（花火）

10
月

絵画（運動会）

ハロウィンキャンディ
 （紙粘土）

みのむしを作ろう

絵画（運動会）

かぼちゃ作り（張り子）

マカロンで顔を作ろう

絵画（運動会の絵）

蜘蛛の巣作り

11
月

絵画（遠足）

クリスマスリース制作

絵画（おいもほり）

絵画（遠足）

クリスマスツリー制作

雪だるま制作（紙粘土）

クリスマス制作
 （リース作り）

12
月

カレンダー制作
 （タンポ）

絵画（おゆうぎ会）

カレンダー制作
 （スチレン版画）

絵画（おゆうぎ会）

カレンダー制作
 （紙版画）

絵画（おゆうぎ会）
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3 学期

月 年少組（3歳児） 年中組（4歳児） 年長組（5歳児）

1
月

コマ & 福笑い制作

釘打ちあそび

オニの面作り

絵画（おすもうさん）

工作（鬼の面）

絵画（お相撲さん）

オニの面作り

凧作り

釘打ち

オニの面作り

等身大の絵①

2
月

素敵な手袋
 （デカルコマニー）

工作（ひな祭り制作）

卒園生プレゼント制作

工作（ひな祭り制作）

釘打ちあそび

デュビュッフェ

卒園生プレゼント制作

等身大の絵②

工作（ひな祭り制作）

3
月

作品帳づくり 光る絵
 （アルミホイル）

共同制作
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リトミックあそび 

1．リトミックとは

　リトミックは、スイスの作曲家、音楽教育家であったエミール・ジャック・
ダルクローズ（1865 〜 1950）によって創案されたものです。またリトミック

（rythmique ／仏の語）の言葉は、運動に基礎づけられた芸術的な教育という
意味を表し、語源的にはギリシャ語、またはラテン語の eurythmic（協和、調
和）の語からきています。

2．指導目標

　我が園では、音楽を楽しむことを根底に活動を行っています。学期ごとの計
画は次の通りです。
　［ 1 学期］　身体を動かすことによって、音楽の楽しさを味わう。
　［ 2 学期］　表現する喜びを知り、身近な楽器にも触れる。
　［ 3 学期］　総合的な活動を行う中で、音楽反応を高めていく。

リトミックあそび
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3．年間教育計画

年　少　組 年　中　組 年　長　組

1　

学　

期

◦いろいろなうたや
手あそびに親しむ。

◦音楽に合わせて、
伸び伸びと身体を
動かす。

◦いろいろなうたを
みんなで歌う楽し
さを知る。

◦音楽に合わせて、 
手をたたいたり、
伸び伸びと身体を
動かしたりする。

◦うたの雰囲気を感
じながら友だちと
楽しく歌う。

◦自分の考えや感じ
たことを動きで表
現できるようにな
る。

2　

学　

期

◦リズムステップや
模唱を知る。

◦合奏する喜びを知
る。

◦模唱を通して、音
には上行下行があ
ることを知る。

◦リズムステップやリ
ズム打ちを楽しむ。

◦友だちと一緒に合
奏する楽しさを味
わう。

◦音の方向を考えな
がら、正確な模唱
をする。

◦自由表現を通して、
友だちと共感し合う。

◦みんなで曲を創り
あげる達成感を味
わう。

3　

学　

期

◦音楽に合わせて、
身体で表現する楽
しさを知る。

◦自由表現を友だち
と一緒に楽しむ。

◦音楽に合わせて、
様々な表現を楽し
みながら反応力を
伸ばしていく。

◦自分から積極的に
表現活動に参加す
る。

◦いろいろなあそび
を通して、リズム
表現を深める。

◦音楽に対する反応
力を高めていく中
で想像力を伸ばし
た り、 表 現 力 を
養っていく。
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4．実施方法

　年少はリトミックあそびをクラスで一斉に行い、年中・長は、クラスで行う
必修の日と、2 つのあそびのうち自分の好きなあそびを選ぶ、選択の日の 2 パ
ターンで活動を進めています。
◇活動の流れ
　　①　始めのうた〜あいさつ ④　メインとなる活動
　　②　模唱『お返事はい』 ⑤　終わりのうた〜あいさつ
　　③　ウォーミングアップ（資料 1 参照）

　リトミックあそびの主な内容は、ソルフェージュ（音感を身につける）、即
時反応（音の聞き分け・リズムや拍子の聞き分けなど）、自由表現（イメー
ジをふくらませて動く）です。
　音楽によって、心と身体が融合し調和がとれるということが人間形成、個
性を伸ばすことにつながるとリトミック教育では考えています。（下図参考）
  音楽的刺激 ➡ 五感による感受 ➡ 頭　脳 ➡ 神経中枢
 ➡ 筋肉運動 ➡ 身体表現・概念形成

（資料 1）

◦ピアノの音楽に合わせて動く♩……歩　く／   ………ゆっくり歩く
　　　　　　　　　　　　　　♪……かけ足／  ……スキップ
◦次の合図があったら即座に反応する
　①　高い鍵盤─ジャンプしながら、頭の上で手をたたく
　②　低い鍵盤─床をドンとたたく
　③　高低同時─片手を上に、もう一方の手は床をドンとたたく
　④　リズム“♪♩♪♩♩｜。＞ ”─アクセントのところで手をたたく
　⑤　 呼びかけ“♪

ヨ
♪
ロ

♪
シ

♪
ク

♩
ネ
n ”─友だちを見つけて握手をする

　⑥　トリルーステップの向きを変える

ウォーミング・アップ
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

5．基本的な活動内容

年　少　組 年　中　組 年　長　組

1　

学　

期

◦お返事ハイ

◦手あそび

◦模倣あそび

◦ピアノに合わせて
動く

◦簡単な即時反応

◦お返事ハイ

◦音の高低

◦いろいろな速さ

◦即時反応

◦いろいろなリズム

◦音の強弱

◦リズム絵カードの
識別

◦お返事はい

◦拍子・休符

◦自由表現

◦いろいろな感じ

◦だんだん速く、だ
んだん遅く

◦いろいろな即時反応

◦リズムカードの識別

2　

学　

期

◦自由表現

◦音の高低

◦楽器の持ち方、打
ち方

◦合奏

◦伝統的なうたあそび

◦楽器あそび〜合奏

◦音階の上行、下行

◦自由表現

◦スキップ

◦伝統的なうたあそび

◦楽器あそび〜合奏

◦だんだん強く、だ
んだん弱く

◦リズムパターン

◦伝統的なうたあそび

◦合奏

3　

学　

期

◦ギャロップ

◦伝承あそび

◦自由表現

◦音の速い遅い

◦アクセント

◦基礎リズムの聞き
分け

◦イメージ画

◦自由表現

◦ポリ（複）リズム

◦カノン

◦自由表現

◦イメージ画
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英語あそび 

1．英語あそびについて

 英語あそびは 2016 年度から、自由遊びの時間に年中組と年長組で行うように
なりました。2017 年度からは、正式にカリキュラムあそびとしてスタートし
ました。
　これからのさらなる充実を目指してカリキュラムや教材の研究・制作に努め
ているところです。
　私たちが言葉を習得するとき、まずは聞くことから始まります。そして、話
す、読む、聞くという段階へと続いていきます。
　ほとんどの子どもが初めて英語の音に触れることになる幼稚園では、たくさ
んの英語の音を耳にしてほしいので、原則としてクラスは英語のみで行ってい
ます。
　基本的な言い方を繰り返し聞かせることで、自然に身体が動くよう心がけて
います。そして、簡単なゲームやアクティビティを楽しみながら理解を深め、
まわりの友だちからも学ぶ姿勢を育てることを目指しています。
　教材においては、細かな感情表現なども伝わりやすくするために、イラスト
レータに描いてもらっています。

2．指導目標

・ 挨拶や基本動作の指示は基本的に英語で行い、英語にすぐ反応して、身体を
動かせるような態度を養う。

・ 英語の歌や絵本に数多く触れながら、英語の音に慣れさせる。
・ 絵本の読み聞かせで、集中して聞く姿勢を育てる。
・ ゲームやアクティビティを中心に、楽しみながら興味をもたせる。
・ テーマに即した独自の手作り教材を使用することで、内容に親しみをもたせる。
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Ⅱ　領域別の基本方針と内容

3．年間指導計画

年中

テーマ 指導項目

1
学
期

What�am�I? ・挨拶や支持の英語に慣れる。

・動物の名前、色、数、身体の部位に親しむ。

2
学
期

I�like�apples.

Halloween

・食物の名前に親しむ。

・おいしい、まずいといった表現に慣れる。

・ Halloween のキャラクターをビンゴで楽しむ。

3
学
期

Excuse�me�! ・短い会話文に慣れる。

・アルファベットの大文字に親しむ。

教材（ビンゴ）
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年長

テーマ 指導項目

1
学
期

I�can�do�it�! ・絵本“From Head to Toe”を中心に、動物の
名前、自分のできることの表現に慣れる。

2
学
期

Four�Seasons

Let’s�make�a�face�!

Halloween
Christmas

・四つの季節の名前と気候の言い方を知る。

・ happy, sad, angry, funny の意味を知る。

・ Halloween と Christmas キャラクターをビン
ゴで楽しむ。

3
学
期

This�is�me. ・朝から夜までの動作についての表現に親しむ。

教材（アルファベット探し）



201

Ⅱ　領域別の基本方針と内容

理科あそび 

1．理科あそびについて

　理科あそびは 2017 年度から年長さんを対象にして、学期に 3 回程度の割合
で、クラス単位で行うようになりました。まずは、自ら自然に近づいていく気
持ちにさせるために、興味関心がわくように話をしたり、実物を見せたりして
いきます。次に、身近にあるものに触れる事へと始めていきます。年長さんと
いう年齢においては、自然に対する嫌悪感はあまりなく、好んで植物や昆虫、
動物に触れようとしています。理科あそびの中では、近づいたことで得られた
実感を大切に、そこから次へとつなげていけるようにしていきたいと思いま
す。

2．理科あそびの大切さ

　子ども達がであう自然一つひとつから発見したことは、大人に成長いていく
ときの知識や知恵のもとになります。また、直接触れることで感じて得たこと
は、そのもとを更に大きく育てていく力となります。幼い時から自然な形で自
然にふれることの大切さを、身近なあそびを通して身に着けることができる時
間としていきたいと思います。

3．指導目標及び内容

　目標：興味関心を、五感（視覚・聴覚・味覚・嗅覚・触覚）を通すことで、
別なかたち（知識・経験・知恵）として身に着けさせます。さらに、
次への探求心へとつながるようにします。
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　活動内容：〇育ててみよう：植物（種から育てる・球根から育てる）
 動物（見つけた虫を育てる〈ダンゴムシ・アゲ

ハ等〉）
 〇観てみよう：いろいろな植物の葉っぱをよく観てみよう。
   花をよく観てみよう。捕まえた虫のからだをよく

観てみよう。
 〇試してみよう：
 　・砂場で遊ぼう（ 団子づくり・山づくり・トンネル堀・水を流

すて川を作る・手触り）
 　・水に沈めよう（ 水槽内の水に、砂や石を落としてみる・かき

混ぜる・静観）
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学年別の生活目標 

（年少組）

《4 月》
•新しい環境に慣れ、幼稚園生活の流れを知る。
•教師や友だちに親しみ、喜んで登園する。

《5 月》
•自分の好きなあそびを教師や友だちと一緒に楽しく遊ぶ。
•幼稚園のいろいろな場所を知り、安心して生活する。

《6 月》
•自分の好きなあそびを楽しむ。
•教師や友だちと簡単な会話を楽しみながら触れ合う。

《7 月》
•暑い時期の過ごし方等を知り、簡単な身の回りのことを自分でする。
•水あそびを通して、水の感触や心地よさを味わう。

《9 月》
•園生活のリズムを取り戻す。
•友だちとかかわりをもって楽しく遊ぶ。

《10 月》
•友だちと一緒に身体を動かすことを楽しむ。
•秋の自然に触れながら親しむ。

《11 月》
•衣服の着脱ができるようになる。
•友だちと歌を歌ったり踊ったりすることを楽しむ。

《12 月》
•寒い時期の過ごし方を知る。

Ⅲ  園生活の目標
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•教師や友だちと表現あそびや製作を楽しむ。
《1 月》
•寒さに負けず、外で身体を動かして遊ぶ。
•友だちとのあそびを通して、かかわりを広げる。

《2 月》
•身近な冬の自然に触れて遊ぶ。
•友だちの気持ちに気づけるようになる。

《3 月》
•進級することへのきたいを持って、園生活を楽しむ。
•身の回りのことを自分でできるようになる。

（年中組）

《4 月》
•入園や進級を喜び、新しい生活や環境に慣れる。
•教師や友だちに親しみを持って登園する。

《5 月》
•自分の好きなあそびを見つけ、楽しむ。
•幼稚園での生活の仕方がわかり、できることは自分でする。

《6 月》
•友だちとかかわりあいながら遊ぶ楽しさを味わう。
•雨の日のあそびを工夫して楽しむ。

《7 月》
•友だちと一緒に水や砂の感触を味わいながらのあそびを楽しむ。
•あそびに応じた身支度や後始末の仕方を知り、自分で行う。

《9 月》
•教師や友だちと一緒に遊びながら、幼稚園で遊ぶ楽しさや園生活のリズムを

取り戻す。
•外で身体を動かしてあそぶ心地よさを味わう。

《10 月》
•いろいろな運動に興味を持ち、友だちと一緒に身体を動かす楽しさを味わう。
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Ⅲ　園生活の目標

•秋の自然に親しみ、興味を持って関わりながら遊ぶ。
《11 月》
•あそびの中で感じたことや考えたことを友だちに伝えながら遊ぶ。
•友だちと、歌や合奏やオペレッタを積極的に楽しむ。
•自然の変化や季節の移り変わりに気づく。

《12 月》
•いろいろな活動に進んで取り組み、思い思いの表現を楽しむ。
•友だちと一緒にあそびを楽しむことで、ルールの大切さを知る。

《1 月》
•友だちと一緒にお正月遊びを楽しむ。
•寒さに負けず、外で元気に遊ぶ。

《2 月》
•冬の自然に触れたり、身体を動かしたりして十分にあそびを楽しむ。
•気の合う友だちとあそびを工夫していく。

《3 月》
•年長組に進級することへの期待を持って、園生活を楽しむ。
•自分から進んでいろいろな活動に取り組み、最後までやり通す。

（年長組）

《4 月》
•進級を喜び、最高学年の自覚を持って行動し、新しい生活や環境に慣れる。
•春の自然に触れ、外あそびを楽しむ。

《5 月》
•当番活動を通して、奉仕の心を育てる。
•友だちと一緒に遊ぶ喜びを味わいながらかかわりを深める。

《6 月》
•身近な自然や動植物に触れて、見たり遊んだりする楽しさを知る。
•自分の考えや思いを伝えたり、相手の考えを聞いたりしてあそびを進めてい

く楽しさを味わう。
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《7 月》
•自分で考えたり、よく見たり、試したりしながら、友だちと協力して夏のあ

そびを十分に楽しむ。
•宿泊行事に向けて、自分のことは自分でできるようになる。

《9 月》
•久しぶりの登園を喜び、あそびを通して友だちとのつながりをさらに深める。
•外で十分に身体を動かして、意欲をもって取り組む。

《10 月》
•いろいろな運動に意欲的に取り組み、友だちと力を合わせたり競い合ったり

することを楽しむ。
•秋の自然に親しみ、工夫してあそびの中に取り入れて楽しむ。
•自分の考えをはっきりと言ったり、相手の考えを聞き、自分たちであそびを

進める楽しさを味わう。
《11 月》
•友だちとのつながりを深め、共通の目的に向かって協力して遊ぶ。
•友だちと一緒に劇あそびやリズムあそびを楽しむ。

《12 月》
•あそびの中で意見を出し合いながら、あそびを進めていく。
•劇あそびをクラスのみんなで協力して作り上げる喜びを味わう。

《1 月》
•寒さに負けず、外で友だちと、元気よくお正月あそびを楽しむ。
•新しい年に期待し、目標を持って行動する。
•友だちと一緒に遊び方を考え、ルールを守りながらあそびを広げていく。

《2 月》
•冬の自然に興味や関心を深め、よく見たり試したりする。
•異年齢との交流を深めながら、思いやる心を持つ。
•自分たちであそびを考えたり発展させたりして、ひとりひとりが十分に力を

発揮してあそびを楽しむ。
《3 月》
•小学生になる期待を持ち、残り少ない園生活の中で楽しい思い出を作る。
•修了の喜びを味わいながら、就学に向けての自信や自覚を持つ。
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入 園 式 

　園庭の桜が満開の四月、幼稚園生活がいよいよスタートします。お父さんお
母さんから、離れて同年齢のお友だちと過ごす初めての集団生活です。自分の
クラスに入り、担任の先生に「入園おめでとう」のお花をつけてもらうと、う
れしそうな子どもたちや、少しドキドキしている子どもたち。そして、お父さ
んお母さんと講堂へ出発。「何が始まるのかな」と、どの子どもも好奇心の目
で満ちあふれています。
　式が始まり、ピアノに合わせて歌をうたったり、手あそびをして楽しみま
す。後方では、お父さんお母さん、おじいさん、おばあさんもお子さんの姿を
うれしそうに見つめています。園長先生より、「みなさん、入園おめでとうご
ざいます。今日からみなさんは、聖徳幼稚園の子どもです。幼稚園には、大き
なアスレチックや鉄棒、すべりだい、スクーターいろいろな遊ぶものがありま
す。たくさんのお友だちと元気一杯遊んで下さいね。」とお話があると「はー
い !」と元気な声でお返事しています。
　つづいて、担任・カリキュラムあそびの担当教諭・養護教諭など幼稚園の教
職員の紹介が行われます。最後に入園の記念として、園長先生より子どもたち
一人ひとりに、ミニ
ダリアの球根が手渡
されます。最後にク
ラスごとに全員で集
合写真を撮り、担任
と一緒に並んで保育
室に向かいます。こ
うして、楽しい園生
活の第一歩が始まり
ます。

Ⅳ  園　行　事
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卒 園 式 

　みんなで植えたチューリップの芽が出るこの頃。まるで逞しく成長した子ども
たちのようです。お母さんから離れられなくて大泣きしていた入園当初はもうな
つかしい思い出。年長組になると、自分ひとりでできることも多くなり、困って
いるおともだちを助けてくれる、お兄さんお姉さんに成長を遂げています。
　大好きな歌や拍手で卒園生が入場。園長先生から一人ひとり名前を呼ばれ、
壇上へ上がって修了証書をもらいます。「おめでとう」と声をかけられると、
誇らしげに「ありがとうございます」と返事をする姿が印象的です。お休みな
く通園できた子たちには皆勤賞も贈られます。
　そして、年中組の子ども達から、年長児に向けてのことばや歌が送られま
す。それを受けて卒園生全員で、幼稚園での思い出、小学生になる決意、お世
話になった先生方、両親への感謝の気持ちを「おわかれのことば」にこめて贈
ります。こうして、多くの人達に祝福されて小学校生活への新たなステップを
踏み出します。

卒 園 式
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Ⅳ　園　行　事

花まつり 

　花まつりは、お釈迦さまのお誕生日をお祝いするお祭りで、本来 4 月 8 日に
行いますが、幼稚園では 1 か月遅れの 5 月に行います。
　お釈迦さまは、母のマーヤ夫人が出産のためにお里のユ - リ城にお帰りにな
る途中、ルンビニ園という花園でお休みになった際お生まれになったと、お経
に記されております。夫人がアソカの枝に右手を伸ばした時、にわかに脇の下
から王子が誕生され、梵天と帝釈天という二人の神がうやうやしく王子をかか
げ、八大龍王は甘露の雨をそそいで王子の身体を洗い、あたりには音楽がひび
き、蓮華の花が空から降り、王子は四方に七歩を進めて、右手で天を、左手で
地を指さして、「天上天下唯我独尊（天上にも天下にもただ我独り尊し）」とえ
たと伝えられています。
　当日、園児たちは、園長先生からお釈迦さまのお話しを聞き、花まつりの歌
を歌い、誕生仏に甘茶をかけてお祝いをします。

はなまつり
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成 道 会 

　成道会は、お釈迦さまが菩提樹の木の下で「お悟りをひらいた日」をいいます。
　一国の太子として生まれたお釈迦さまは、城を出て国を捨て、山に入って修
業をします。苦行者たちが修業している苦行杯にバッガ仙人を訪ね、さらにア
ラーラ仙人やウッダ仙人というその頃有名だった人達の説教を聞きましたが、
彼等の答には満足できませんでした。
　そこで、解脱の道は自分の力で見出す以外にないと考えたのでした。はじめ
は、その頃のインドの多くの修行者が行っていたのと同じように苦行に励みま
した。飲食物を極度に減らして飢餓に耐える者、凍るような冷たい水に身体を
つける者、身体を炎にあぶる者、その他、いずれも「苦あれば楽あり」と信じ
て、来世の楽しみを願うか、苦しみに耐えることが天に生まれる因となり、解
脱のもとになると信じていたのです。お釈迦さまは、「苦が楽のたね」として
も、その楽の果報がつきれば「楽は苦のたね」となろうと考え、人間には苦と
楽の両辺をはなれた中道を求めることが大切だと気付かれ、苦行 6 年の末に山
を下りて、正しい思唯に入られました。やせ衰えた姿で、髪の毛もひげも伸び
たまま、山を下りてこられたお釈迦さまは近くのニレンゼン河の水で身を清め
られましたが、疲労が激しく、岸へ上がる力もなく、ようやく、垂れ下がった
木の枝につかまって岸へよじ登り、身体を休めていると、そこへウルビンラの
村長の娘ナンダバラがこれを見て、牛乳をさしあげました。
　元気を回復されたお釈迦さまは、そこから少し離れた大きな菩提樹の下に座を
占めて思結を続けられました。その間、魔王が成道を妨げようと、異形の鬼神猛獣
などで攻め寄せましたが、ついにお釈迦さまを惑わせることはできませんでした。
　12 月 8 日、東の空に明星の輝ける時にお悟りをひらいて、仏陀になりまし
た。お釈迦さま 35 歳の時で
した。
　幼稚園では、園長先生から
お釈迦様のお話を聞き、先生
達の成道会の劇をみて徳を偲
びます。



211

Ⅳ　園　行　事

遠　足 

　本園には“親子遠足”“収穫体験”“秋の遠足”があります。
　親子遠足は、4 月に入園・進級した子どもたちが、幼稚園生活になじんだ 5
月下旬頃に行います。親子でみんなと一緒にゲームをしたり、戸外でのあそび
を楽しみ、お弁当を食べることで、交流を深めることをねらいとしています。
ここ数年は、自然いっぱいの野川公園で行っています。
　秋には収穫体験を行います。畑にでかけ、土の感触を楽しみながら、芋ほり
をします。土の中から出てくる大きなお芋だけでなく、幼虫などの虫にも興味
津々大喜びの子どもたちです。
　10 月の下旬には、井の頭動物公園に“秋の遠足”に行きます。様々な動物
たちを見たり、ふれあったりすることを楽しみます。
　どの遠足も、武蔵野の自然を満喫することができ、子どもたちにとって貴重
な経験となります。

七夕まつり 

　子どもたちに“七夕”の由来を教えるために、毎年 7 月 7 日には幼稚園ホー
ルにおいて“七夕まつり”を行っています。
各学年で、折り紙などを使って、吹き流しや網飾りなどの笹飾りを作ります。
　七夕飾りを飾るための笹を、各保育室の前やホールに用意すると、子どもた
ちから歓声が上がり七夕まつりへの期待がふくらみます。色とりどりの短冊
に、子どもたちは思い思いの願い事を託して飾ります。
　『ぬいぐるみが欲しい』『ミニカーが欲しい』と、サンタクロースへのお願い
と混同している微笑ましいものもあれば、『お友達とケンかをしませんように』

『サッカー選手になりたい』といった大きな夢もあり様々です。
　当日は、全学年一斉にホールに集まります。園長先生より七夕にまつわるお
話を聞き、『七夕さま』の歌を歌い、七夕の由来を楽しくわかりやすくした教
員による劇が行われます。子どもたちは、その劇をとても楽しみにしていま
す。“七夕まつり”を通して七夕の由来を知った子どもたちは、真剣に「雨が
降りませんように !」とお願いをしてくれています。
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自然体験教室 

　年長組の 7 月に、お家の人から離れて、清里まで 1 泊 2 日で「自然体験教
室」に行きます。
　1 日目。滝沢牧場で、乳しぼりを体験したり、アスレチックに挑戦したり、
広場を走り回って遊びます。しぼりたての牛乳で作ったソフトクリームは、と
てもおいしく子どもたちの楽しみのひとつです。宿泊先のキープ自然学校に到
着すると、自分たちで荷物を整理した後、お風呂の準備。みんなで入る大きな
お風呂は気持ちよさそうです。夕食の後は、キャンプファイヤー。星空のもと
踊ったり歌ったり…楽しんだ後は、ゆっくり眠ります。
　2 日目。朝の散歩では放牧されている牛をみたり、草原では運がいいと野生
の鹿にも会ったりできます。朝食後、レンジャーさんと一緒にやまねの森での
散策。いろいろな虫・草花・葉など子どもたちの興味をひくものが森にはたく
さんあります。
　4 月に年長になってから自然体験教室に向けて様々な準備をして当日を迎え
ます。近づくにつれて、楽しみな反面お家の人と離れて泊まることに不安もあ
るようです。出発の時、ちょっぴりどきどきしていた子どもたちも、戻ってきた
ときはひとまわり大きく成長している子どもたち。年長児ならではの行事です。
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運 動 会 

　本園の運動会は、幼・小一貫教育の一環として幼稚園と小学校が合同で毎年
秋に行っています。
　学園の行事に参加する喜び、楽しみを感じとるとともに、日頃の保育生活の
経験を積み重ねた成果や体育あそびの成果を発表することを目標とし、各学年
の発達段階に応じた競技や演技が行われます。
　幼稚園の参加種目は、かけっこ・各学年の演技・親子競技や、幼稚園児全員
による玉入れとなっています。そして、小学校との合同種目の大玉送りもあり
ます。今年度年少児は「みんな DE サ
ンバ☆」を自分で作ったマラカスを
もって元気におどりました。沢山のお
客さんの前に立つ初めての経験です。
年中児は勇気 100% の曲に合わせて

「パラバルーン」に挑戦しました。お
友だちとの関りを楽しみながら、練習
の成果を発揮することができました。
年長児は「ソーラン節」。背中に、お
家の方手作りの、名前の一文字が入っ
たはっぴを着て、一人ひとりの気持ち
をひとつに、緊張感のある中、会場の
お客さんに見守られながら見事に成功
させることができました。
　3 歳から 12 歳までの子ども達の演
技や競技。その中で、小学生の迫力あ
る演技や競技を大きな声で応援する幼
稚園児。また、小さな園児たちの演技
や競技を温かく応援してくれる小学
生。幼・小合同の運動会ならではの、
ほほえましい光景です。
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おもちつき会 

　新しい年を迎える準備として 12 月におもちつき会を行います。
　「ぺったんこ、ぺったんこ、おもちをつきましょぺったんこ。のーびておい
しいおもちになーれ !」とみんなでかけ声をかけあいながらつきます。杵は重
たいけれど来年も良い年になりますようにと願いを込めて行います。
　でき上がったおもちはおうちの人たちに丸めてもらい、お雑煮や、きなこも
ちにていただきます。自分たちでついた、つきたてのおもちの味は格別なよう
で、おかわりの声がたくさんあがります。
　家庭ではなかなかできなくなった日本の伝統行事を幼稚園で体験します。
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おゆうぎ会 

　日常の表現活動の成果を発表する場として、年に一度おゆうぎ会を行ってい
ます。また、子どもたちも幼稚園の一大イベントであるおゆうぎ会を大変楽し
みにしています。この時期になると、各保育室から様々な音楽や、子どもたち
の元気な声そして美しい楽器の音色が聞こえてきます。
　発表の内容は大きく二つに分かれ、一つは合奏とうた、もう一つはおゆう
ぎ・オペレッタ・劇です。年少組がおゆうぎ、年中組がオペレッタ、年長組が
クラス劇に取り組みます。それぞれ、子どもたちがいくつか用意された演目の
中で、自分のやりたいものや役を選ぶのです。自分で演目を選択することに
よって、子どもの自発性や意欲を大切にしています。子どもたちは、友だちと
一緒に楽しみながら練習に取り組みます。
　おゆうぎ会当日、子どもたちは楽しい合奏や元気な歌声を会場に響かせた
り、かわいい踊りや愉快なオペレッタ・見ごたえのある劇を披露して、観てい
るお客さんに感動を与えてくれます。子どもたちもたくさんのお客さんの前で
表現し、たくさんの拍手をもらうことで自信がつき、大きな充実感が得られる
ようです。
　友だちと力を合わせて発表を成功させていくおゆうぎ会は、とても意義ある
ものです。こうした行事を通して子どもたちは一回りも二回りも大きく成長し
ていきます。
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園規定及び服装用品 

1．保育時間

曜　　日 保育時間

月・火・木・金 AM 8 ：45　〜　PM 2 ：00

水 AM 8 ：00　〜　PM 1 ：30

　＊ AM 9 ：00 〜 AM 9 ：25 の間に登園してください。

2．送迎について

　本園では登園の際の送迎を保護者の方にお願いしております。
　（園バスも利用できます。）

3．服装について

　園指定の服装にて通園してください。
＊制服・制帽の着用。靴下は無地（白・黒・紺色）をはかせてください。
＊園生活では、体操着に着替えて 1 日活動します。年少児は園生活に慣れ

るまで、体操着登園になります。

Ⅴ  園　生　活
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Ⅴ　園　生　活

4．給食とお弁当について

　幼稚園での昼食は曜日によって給食と家庭のお弁当の併用です。
＊幼稚園からの給食は週 4 回で「火・水・木・金曜日」です。
＊家庭からのお弁当を持参していただくのは「月曜日」です。
＊幼稚園での給食は、聖徳学園食堂にお

いて炊飯調理したもので、ほどよい温
かさで食べられるよう配慮しています。

＊給食の内容については、専属の栄養士
が献立したものを『○月分献立表』と
してご家庭にお知らせします。

園生活の流れ 

AM 8 ：45 〜 9 ：25 登園
  自由あそび
  朝の集まり
AM 10：40 〜 「カリキュラムあそび」の時間
PM 0 ：00 昼食
PM 0 ：45 〜 13：20 「自由あそび」の時間
PM 13：20 〜 14：00 帰りの集まり・降園
PM 14：00 〜 17：30 延長保育（パソコン・ゲームあそびなど申し込み制）
  課外活動（英才教室・剣道教室・ECC 英語教室・

レゴスクール申込制）
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年間行事予定表（平成 30 年度） 

1 学期

4 月 7 日 始業式
　  9 日 入園式

上旬 クラス懇談会
 PTA 役員選出
 身体測定
中旬 避難訓練

5 月 8 日 花まつり
　 　 22 日 創立記念日（休園）
　 　 28 日 おすもうさんとの
 お楽しみ会

上旬 PTA 総会
中旬 親子遠足（野川公園）
 内科検診　視力検査
下旬 体験入園、園説明会①

6 月 中旬 公開研究発表会
 （オープンスクール）
下旬 プールあそび
 親子で集う会（未就園児対象）
 体験入園・園説明会②

7 月 6 日 七夕まつり
　 　 14 日 夏のお楽しみ会
　 　 18 日 終業式
　 　 19 日 自然体験教室（年長児）
　 　 ～
　 　 20 日

中旬 個人面談
下旬 夏期セミナー（希望者）
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2 学期

9 月 1 日 始業式 上旬 保育参観・園説明会①
 内部推薦入学考査
中旬 PTA バザー
下旬 体験入園・園説明会③

10 月 1 日 都民の日（休園）
　 　 15 日 願書配布

上旬 運動会
下旬 園外保育（井の頭動物園）
 いもほり遠足
 （年長・年中・年少）

11 月 1 日、 2 日　入園考査
　　　　　　　　　（園児休園）
　 　 12 日 成道会
　 　 14 日 新入園児招集日

中旬 学年懇談会・保育参観
下旬 卒園アルバム撮影

12 月 8 日 おゆうぎ会
　 　 19 日 もちつき会
　 　 25 日 終業式

下旬 個人面接

3 学期

1 月 7 日 始業式 中旬 避難訓練
下旬 おすもうさんとのお楽しみ会

2 月 1 日 豆まき会
　 　 27 日 新入園児招集日

中旬 おみせやさんごっこ

3 月 1 日 ひなまつり会
　 　 13 日 卒園生を送る会
　 　 19 日 卒園式
　 　 22 日 終業式　修了を祝う会

上旬 PTA 総会
中旬 学年懇談会
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預かり保育（早朝保育　夏期保育　延長保育） 

　幼稚園では就労者のご家庭で希望者を対象とした早朝保育、夏期保育（7 月
の終業式から土日を除く 7 月末までの期間）を行っています。また、放課後の
活動として希望者対象で、延長保育を実施しています。早朝保育は、8 時から
9 時まで行っています。年少児から年長児まで、自由あそびの中で、早朝保育
担当者が用意したさまざまな教材のメニューの中から好きなあそびを見つけて
あそびます。夏期保育ではプールあそびを楽しんだりスライムを作ったり、海
をテーマにリトミックを行いました。学年やクラスを超えて、一緒にあそんだ
り、お弁当を食べたりします。夏期保育は幼稚園教諭が保育を行います。
　延長保育では、延長保育担当の教諭が、見守る中で、園庭でアスレチックに
登ったり、鬼ごっこをしたり、スクーターに乗ったり、お砂場で思いきり泥ん
こになって友だちとあそびます。異年齢の子ども達が一緒にあそぶ中で、年上
の子どもは年下の子どもの面倒をみたり、また年下の子どもはお兄さんやお姉
さんのようになりたいと憧れを持つようです。曜日によって、子ども自身が選
べるゲームあそび（オセロ・カルタ・将棋など）やパソコンあそび（小学校プ
レイルームでの指導）も行うことができます。



付　記
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付　　記

聖徳学園と英才教育

聖徳学園小学校初代校長　和　田　玄　之　

　本校は、聖徳太子のみおしえを体し、文部省の学校教育法に準拠しながらも、
私学としての自主性を活かし、独自の教育を行う趣旨の下に昭和 26 年４月に設
けられ、今日に至っております。
　御承知のように、聖徳太子の憲法十七条の中に、「それ聖賢を得ずんば何を以
てか国を治めん」という一条があります。太子御自身が英才であられたことは
勿論でありますが、太子は当時、日本の転換期に際して、日本の指導的役割を
果たすべき英才を教育されようとなされたのであります。現在、世界各国とも
能力開発の課題にとりくみ、英才教育に努力しておりますが、これはすでに太
子の御意図でもあったと考えられます。
　現在日本にも、英才教育の声が盛んになりましたが、英才のための特別教育
は一般の公立学校においては困難であります。カリキュラムが一般化され、能
力別編成が行われない以上、これは当然といえるでしょう。したがって英才の
ための特別教育は、どうしても私学が担当しなければなりません。これまでの
私学には、相当優秀な子どもが集まり、独自な個性教育が施されてまいりまし
たが、知能を根幹とする英才教育に関しては必ずしも十分とはいえませんでし
た。
　今般英才教育の主唱者であり、かつ過去３ヵ年、英才教育研究所を設けて英
才教育の研究と実践に努力されてきた玉川大学教授伏見猛弥先生を、新たに本
校の顧問にお願いして、その御指導の下に昭和 44 年度第一学年から、英才学級
を設けて、これまでの本校教育の目標である個性啓発を、知能の面からも一層
深く達成したいと念願しております。

『聖徳学園小学校入学案内』

昭和43年10月発行より転載
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聖徳学園の建学の精神と教育の改革

前聖徳学園理事長　　　　　　　　　　　　
聖徳学園小学校二代校長　和　田　知　雄　

　いまから 20 数年も前になるが、文部省の中央教育審議会がわが国第三の教育
改革を目ざして大胆かつ抜本的な教育制度の見直しを含む教育の各分野の現状
を検討し新しい時代、将来わが国社会の進歩発展を見通した教育のあり方と方
向性を審議、いわゆる四六答申として発表した。この中教審の審議結果は幻の
答申とされてしまってその斬新な内容は現在までほとんど生かされることはな
かった。
　私どもの聖徳学園の前身、関東中学が聖徳太子の教学の精神を建学の精神的
な拠りどころとして誕生して 65 年を経過した。戦後学校制度の変革によって男
子の中等学校から幼稚園・小学校・中学校・高等学校を併設する男女共学の学
園に大きく姿を変えた。そして昭和 30 年代から 40 年代半ば頃、私どももまた
当時の中教審の四六答申の論議と並行して新しい聖徳学園にふさわしい教育の
内容・教育レベル・教育の方法を模索していた。そうして昭和 44 年に当時英才
教育研究所長であり玉川大学教授をしておられた伏見猛弥先生の御指導のもと
に聖徳学園小学校では新し
いカリキュラムを編成して
再出発をさせた。
　聖徳学園の英才教育と
は、知能教育を小学校教
育課程に導入した全く新
しい教育発想によるもの
で、今日から思えばそれは
大胆な実験試行的なもの
だった。
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　伏見先生は数年にして亡くなられてしまい、私どもとしては自力だけで進め
ることを余儀なくされ、いろいろ紆余曲折し、一歩一歩ではなく全く半歩半歩
の前進だったと思うが、最初の発想を大事にし、かつその発想をさらに膨らま
せることに努力して現在まで進めてきたが、すでに 26 年も経過してしまった。
　教育の実践には多くの積み重ねと長い時間を要することを痛感せざるを得な
い。それにしてもこの間多くの人達からの理解と援助を賜ったことによる結果
が現在の小学校にあると思う。
　さて、聖徳学園の建学の精神は聖徳太子の教学の精神である。聖徳太子と私
どもとは 1400 年あまりも時代を異にしているが、その憲法 17 条にも示されて
いる様に太子御自身の人格、人間としての御自身の生き方、そして国家社会の
指導者としての自覚と業績、伝えられていることだけをみても聖徳太子こそわ
が国歴史上真の偉大なるエリートである。聖徳太子に対する私どもの人間像は
宗教・芸術・哲学等の各側面での真・善・美を三位一体のごとくに体現された
人物としての聖徳太子であり、この聖徳太子に対する私どものイメージは聖徳
太子の深い人間観によって呼びおこされたものである。つまり聖徳太子の人間
観が太子自身の人格を支え、そして自身の人間としての生き方をされたと思う
のである。教育は理想をもって行われるべきである。聖徳学園の教育の理想像
は人間としての理想像、聖徳太子である。1400 年の年月を隔てている今日にお
いてなお日本人の理想像は聖徳太子であると考える。
　つぎに聖徳太子教学の精神を教育の拠りどころとして、本学園における教育
改革をどう進めるかを述べたい。
　聖徳学園は幼稚園から高校までの学園である。幼児教育、初等教育、中等教
育の課程をもっている。年齢にしてみれば３歳から 18 歳までの期間であり、教
育の最も重要な部分である。この間の教育の善し悪しはその教育を受けた者の
その後の人生を左右する決定打にもなるであろう。聖徳学園における一貫教育、
それは幼稚園課程から高等学校課程に至るまでであるから私ども教育を受け持
つ側として誠に責任の大きい仕事、また勇気をもってあたらねばならぬ課題で
もある。
　先に小学校課程に英才教育として知能教育を導入したことに言及したが、幼
稚園では自由保育を基調としている。幼児の自由な発想に基づく遊びを中心と
する。押し付け教育を排し、子ども自身が遊びの中に喜びを見出せる様な教育



226

が大事である。子ども自身が自由で伸び伸び発想し・感性・感覚・感情を自ら
育てる環境の教育である。小学校課程においても自主性を育てる教育を主眼と
している。児童の活動が広く深く豊かに活発であることが大事である。幼稚園・
小学校の課程では知能を伸ばすことを基礎基本の教育として重用視している。
一貫教育として中学高校はその延長にある教育である。中学高校では学力（い
わゆる学習能力）を授けることが大事である。学習内容の精選、学習レベル等
教育の質が重要である。幼小課程での知能教育の成果で柔軟でかつ鋭敏な頭脳
が育てば中高課程で質の高い学力を与えることで磨きをかけることになる。そ
して高等教育いわゆる大学教育への橋渡し、大学進学への指導が重視される。
　聖徳学園の教育改革は現在進めている中学高校の改革が成功することによっ
て成熟するものと考えている。
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学校における英才教育

英才教育研究所長　　
伏　見　猛　彌

　
聖徳学園小学校顧問　　　　　　　　　

１．英才教育

　わたくしどもは、昭和 41 年９月から、英才教育研究所を創設して、２歳か
ら 10 歳までの高知能児を対象とした教育をしている。その内容に関しては、拙
著「頭のよい子に育てるしかた」（英才教育研究所）、「英才教育のすすめ」（講
談社）、研究所が最近発表した「２歳からはじめる英才教育」（実業乃日本社）、

「幼稚園における知能教育」（科学書院）を参照していただくことにして、ここ
では、主として小学校における英才教育に焦点をしぼってお話ししたい。
　わたくしどもの英才教室には、知能指数 120 以上の子どもをお預かりしてい
るが、120 〜 130 の段階では、必ずしも英才とはいえないようである。アメリカ
などでは、最近ＩＱ 137 を普通児と英才児の境界線と考えているようであるが、
わたくしどものこれまでの研究から見ても、ＩＱ 140 以上でないと、英才児の
特性は、はっきり現れないようである。
　ＩＱ 140 といえば、大体 40 人に１人の出現率となるから、一般の公立小学
校においては平均してクラスに１人ということになるであろう。クラスに１人
のこうした英才児のために、
特別な教育を行なうという
ことは、日本の現段階では不
可能である。しかし考えて見
れば、ＩＱ 140 と対照して考
えられるＩＱ 60 の子どもの
場合はこれを精薄児として、
特別学級を編成しているわ
けであるから、それと同じ理
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由で、ＩＱ 140 以上の子どもを、一般学級から区別することは、理論的には可
能である。
　理論的に可能である英才児に対する特別教育がなぜ行なわれないか。これに
はいろいろ理由があると思う。少数の英才児を特別扱いにするのは、民主主義
の原則に反すると考えていられる方もあろう。そうは考えないまでも英才児の
正体が不明で、どんな指導をしていいか見当がつかないという方もいるかも知
れない。いずれにしても、現行の日本の教育において、ＩＱ 140 以上の英才児
が、教育の将外に放置されているという事実には変わりがない。

２．英才児の特質

　英才児がどうして一般学校において疎外者となるか。それは、おそらく英才
児が、普通児と単に量的なちがいだけでなく、質的な相違があるためであろう。
液体である水が０度以下になると個体になり、100 度を越すと気体になるよう
に、精薄児とか英才児というのは、普通児とは質的なちがいがあるのではない
かというのが、わたくしどもの仮説である。この仮説は、わたくしどものこれ
までの経験によって、いろいろな面から実証されつつある。
　ＩＱ 140 以上の英才児は、まず具体より抽象を好む。普通児の場合は、抽象
よりは具体的なものに興味を持ち、したがって学習も具体的なものから入るの
が常道となっているが、英才児の場合は、必ずしもこの法則はあてはまらない。
身近な、具体的なものより、抽象的、原理的なものに異常な関心を示すのであ
る。一般の学校において、英才児が興味を喪失するのは、おそらく英才児のこ
うした傾向によるものであろう。
　次に英才児は、意欲と集中力が旺盛である。与える課題さえ適切なものであ
れば、夢中にそれにとりくみ、一切他を忘れてそれに集中する。英才小学校の
授業単位は 90 分であるが、１年生でも科目によっては短かいくらいである。１
学期の数学の時間などでは終業のベルが鳴っても、「もっとやる！」といって先
生を困らせた。そのかわり、課題の程度が低すぎると、すぐ飽きて騒ぎ出す。
一般学校で、英才児の処置が困難なのは、これがためである。
　さらに英才児の最大の特徴と考えられることは、教えられることを好まない
ということである。課題の意味さえわかれば、あとは自分の力でやろうとする。
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そしてそれが時間内で完了しない場合でも、答えを教えられることを極端に嫌
う。わたしどもの英才教室では、これでしばしば失敗している。学校教育の習
慣で、一つの時限の中では、どうしても結着をつけたいと思う。ところが英才
児、とくにＩＱ 160 以上の英才児は、「先生、教えてはいや！」と頑張って、課
題を未解決のまま家に持ち帰る。したがって英才児の場合、必要なことは、解
決を教えることではなく、疑問を提起してやることである。このことも、普通
の学校教育では、なかなか実施することはむずかしい。

３．限界への挑戦

　わたくしどもの英才教育では、子どもの能力の限界に対する挑戦が試みられ
る。普通の小学校教育であると、一定の教材があってそこへ子どもを持ってく
るのであるが、わたくしどもの英才教育では、まず子どもがあって、その能力
の限界を求めて、教材を構成していくやり方をとる。これはなかなか困難なこ
とであるが、英才児の場合は、その能力のぎりぎりの課題を与えなければ、注
意の集中が完全に行なわれないし、また、そうした限界への挑戦をやらなけれ
ば、英才児の知能は飛躍しない。
　正直にいって、学習指導要領によって編集された教科書では、英才児の能力
の限界に挑戦できない。理解させたり、覚えさせたりすることは必要ではある
が、そうした課題だけでは、英才児は本気になってとりくまない。どうしても、
集中思考や拡散思考、評価などの領域に課題を持ち込むことが必要である。そ
してその者には、教育内容を、その子どもの知能の限界すれすれのところで構
成しなければならない。その点に英才教育の面白みと困難点がある。
　今一つ、子どもの能力の限界に挑戦するためには、教師は課題をいくつかの
段階に分けて用意しなければならない。最初クラス全員に共通な課題を出した。
半数はすぐできた。それには一段高い課題を与える。そのグループの中、また
すぐできたものがいるとすると、それにはまたその上の段階の課題を用意しな
ければならない。事実、僅か６名のクラスでも、少なくて二段階、科目によっ
ては三段階の課題をもって教室に臨まなければ、充実した授業はできない。
　一斉にきまった教材を学習させるということは、わたくしどもから見れば、
極めて安易なやり方である。早く理解したものはストップさせ、理解できない
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ものは、努力して理解させる。普通の学校教育であれば、それも止むを得ない
がそれでは個々の子どもをその能力の限界に追い込むことはできない。そして、
個々の子どもをその能力の限界まで追い込まなければ、英才教育というものは
不可能なのである。
 〈昭和 44 年 11 月 20 日発行・『英才教育の道』より転載〉
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お  誓  い  三  か  条

一、われわれは　未来をひらく戦士となり　新しい世界を　開拓します

一、われわれは　恥と涙をわきまえて　光明正大に　行動します

一、われわれは　祖国の伝統を重んじ　祖国と人類のためにつくします

お誓い三か条（解説）

 元玉川大学教授　小　林　健　三　

　この「お誓い」は三条からなり、聖徳学園小学校がめざす教育信条を述べた
もので、カリキュラム委員会の共同討議をへて昭和 44 年にできたものである。
　第一条は、知能のあらゆる因子の開発をめざす英才教育は、それぞれの天分
を十分に発揮させることによって、新しい宇宙時代のリーダーとなることを期
したものである。
　1957 年のソ連の人工衛星スプートニク１号の打上げ成功は、それまでの教育
システムを大幅に変えた。このため米・ソをはじめ世界各国は競ってすぐれた
第１級科学者の養成に、全力を傾けることになった。旧いデモクラシー教育に
対するプロテストである。
　この趨勢に鑑るとき、わが国も新しい体制のもとに、独自の英才教育システ
ムを急ぐことが必須の条件となった。本校の英才教育は、この新しい時代の要
請にこたえようとして、「伏見プラン」に基づいて発足した。
　われわれは、英才児が既成の学習方式にのみとらわれることなく、これまで
に到着した学習の限界につねに挑戦し、宇宙時代にふさわしい新発見の創造力
を養わねばならないと信ずる。本校が独自のカリキュラムに基づいて、すべて
の知能因子の開発をめざす学習活動をおこなっているのは、このためである。
　それは進学のための予備校的方式でなく、確実な教育原理と実験によって、
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英才児のもつ無限の能力を個性に応じて伸長させるのを目的とするから、かれ
らはそれぞれ「未来を開く」戦士と呼ばれる。
　士には、欧州中世の騎士、近代のゼントルマン（紳士）、中国の士夫階級、日
本の武士という意がこもっている。選ばれた品格の持主という意味で、古来文
明の担い手であった。
　第二条は、人間性の尊重すなわち人間としての倫理を言ったものである。
　「恥と涙」という表現は、分かりやすくするため使った用語であるが、要は正
義（理性）と良心に基づき、同胞愛の精神をもって、正々堂々と生活する態度
を言ったものである。
　東洋倫理ではこれを仁と義、あるいは敬・愛・信の三要素に、西欧諸国では
ヒューマニズムの語をもって表現しているが、さすところは同一である。
　いかなる英才といえども、人の道を外れて独走することはゆるされない。科
学研究の場合、ややもすれば研究の成果が反社会的な目的に使われるのを見る
のは遺憾である。核爆発の実験が大国間に行なわれていること、また科学技術
の成果である公害の諸問題が発生・進展している状況などそれである。これら
を制御するための理性を内心からよびおこさねばならない。もしその原子力の
平和利用に至っては、戦争の惨禍をさけるための、人類の平和をもって強力に
推進されねばならない当面の課題と言ってよい。
　ここに「光明正大」という術語を使用したことについて一言する。
　この術語はふつうは、「公明正大」とかくのであるが、ここでは吉田松陰の

「士規七則」第四条の使用例から採択した。曰く、
　士の行は質実にして誼かざるを以て要となし、巧詐過を文るを以て恥となす。
　　光明正大、みなこれより出ず。
　第三条は、この教育の国際性を述べたもので、日本国憲法、国連憲章、人権
に関する世界宣言が背景となっている。
　国際性というのは自国と他国のバランスをさす。自国を立場として世界諸国
との共存を計るところに、国際秩序が見られる。それは大国支配体制を意味す
るものではなく、東西あいよってそれぞれの長を生かすことである。なにびと
も国籍を離れてコスモポリタンになることはできない。足は大地におろさなく
てはならぬ。ノーベル賞は国際的であっても、その受賞者は必ず国籍をもつこ
とを見てもわかる。
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　われわれは日本という国土に生まれ、日本文化の伝統をうけつつ、ひろく世
界文明に寄与することを念願とする。いずれの国家も、自国のことのみに専念
して、他国を無視することはゆるされない。自国と他国とは対等関係にあるか
らである。
　この自他のバランスが、世界を恐怖と欠乏から免らしめ、平和のうちに生存
する権利を共有させることになる。われわれは、ひらけゆく宇宙時代に、この
崇高な軌道を敷いてゆきたいと思うのである。
 〈『英才教育の道』昭和 48 年 11 月 13 日発行より転載〉
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